
     

  
    はじめに　　歴史における「改革」と「抵抗」について


    　この本は大正七年（一九一八）の夏に起こった米騒動を題材に取り上げて主題の中核に据える。七月二十三日、富山県魚津の漁師町に発し、十数日のあいだに県下全般の海岸地方の町々にひろがった騒動は、八月十日夜名古屋、京都に飛び火し、十一日夜からは大阪、神戸で大規模な都市騒動に発展した。市内各所で米屋襲撃と略奪、焼き討ち、乱闘がくりひろげられたのである。騒動は近畿、東海、中国、四国の各地へ拡大し、さらに関東、九州へ波及した。八月中旬以降は山口県宇部炭鉱と北九州三池炭鉱で鉱夫による暴動があいついだ。これらはすべて、米価高騰をいきどおり、生活の窮迫を訴える「米騒動」である。騒動は前後約五十日間続き、青森、岩手、秋田、栃木、沖縄の五県を除く一道三府三八県の三八市一五三町一七七村、合計三六八ヶ所で発生した。参加人数は数十万人に達したと見られているが、警察だけで収束できず、一二一地点に延べ十万人の軍隊が出動してようやく鎮圧した。騒動が全国的規模にひろがり、しかも、ほとんど同時多発的に発生したところに事件の重大性が示されている。

    　米騒動の輪郭と内容を知り、その歴史的意義をたずねることが本書の目的だが、著者の野心は、実は、この前代未聞の民衆騒動を日本近代史のなかへ正当に位置付けようとする試みにある。


    （一） 米は、日本人にとって農作物としても食物としても数々の優れた特性を持つ。しかし、国民全体が毎日の主食として米飯を食べるようになったのは、そう古い話ではない。江戸時代の近世都市の発達および明治維新以後の勤労者人口の増加が、日本人の米の食べ方に大きな変化をもたらした。


    （二） 日本の歴史のなかで、米は、まず神饌として神にささげられ、つぎに租税として用いられ、さらに原始的貨幣として流通した。また明治維新の際、米は国家財政の基盤づくりと産業資本形成に大きな役割を果たした。維新政府の権力者らが、「食国の 天下の 政 」をしろしめす天皇を権力体制の中心に据えたのは、偶然ではない。


    （三） 貨幣的商品である米について、すでに江戸時代に高度に発達した取引制度が完成した。また明治時代には、未発達な株式取引を補完するかたちで米穀取引が盛んになった。このことは米騒動をひきおこす直接的原因になり、その混乱を拡大した。


    　米騒動については、「高校・日本史」などの教科書でもれなく取り上げられているが、その記述は挿話的であるのにとどまる。膨大な数の「無告の民」が社会の前面へ躍りだして「生存の権利」を主張した点で、米騒動は日本近代史をつうじていちばん深刻で、重大な事件であった。これを愚かな大衆が起こした暴動だととらえることは、正しくない。社会の最下層の民衆が抵抗の権利を主張した「下克上」（デモクラシー）であり、あらゆる社会秩序を破壊してやまない集団エネルギーを発揮した「一揆」（一致団結）であった。

    　大正の米騒動は明治と昭和のはざまで噴出した。私は日本の「近代」を王政復古（一八六八）から太平洋戦争の敗戦（一九四五）までという時代区分でとらえることにしているが、米騒動は「明治国家」の破綻を象徴する終曲であり、同時に、破滅的な「昭和国家」を予告する序曲であった。もし維新三傑の一人、西郷隆盛が泉下からよみがえって米騒動の惨状を眼の当たりにしたら、どんな感慨を抱いただろうか。彼は、自分たちの企てがもたらした意外な結末に恐れおののき、ちょうどオイデイプス王のように、自分の両眼へ針を何度も突き立てて盲目となり、ふたたび冥界へ放浪の旅にもどっていったことだろう。


    　本書は次のように構成される。「第一章　米騒動」では事実の収集と事実の分析をおこなうが、対象を富山県と神戸市の二つに限定して、事件の変質と拡大の跡を追った。事実の収集に関しては、これまでに刊行された書物に頼るほかないが、井上清ほか編著『米騒動の研究・第一～五巻』（有斐閣）を重要な「底本」として用いた。「第二章　米または穀物食と日本人」および「第三章　米と日本資本主義の形成」、「第四章　米の経済と米相場」は騒動の核となった米について、その食物としての特性ならびに近世から近代初期にかけて主要な経済財として米の果たした役割について考えた。これらは米騒動の歴史的意義を究明する基礎作業になる。


    　　　　　　　　　　※　　　　　　　※　　　　　　　※


    　明治維新により、日本は徳川幕藩制国家から天皇制立憲君主国家へ移行し、統一国家の体裁をととのえた。また社会経済は近世封建制から近代資本制へと発展した。この歴史的な大転換が進行する過程で、いわば"変換器"の役割を果たしたものが米である。また米は、資本制生産において資本の「原始的蓄積」を産み出す"孵化器"の役割を果たした。明治維新を成功させるのに、もっとも大きな働きをしたのは天皇と米であった。有史いらい、「天皇」と「米」は日本歴史を解読する鍵である。これらのことを次の二つの視点から見つめなければならない。


    （１）近世に入り、すべての生産基盤である土地（耕地）の大きさを反当りの法定玄米生産量をもって表示する石高制が敷かれたが、これによって幕府と藩は政治支配体制を固めたので、米を日本農業の基幹作物として法制化した。


    （２）江戸時代の経済のなかで米は最大の経済財として流通した。したがって米の商取引が高度に発達し、大坂堂島の米会所で日本最初の先物取引の制度と技術が完成した。米は、いま言うところのデリバティブ（金融派生商品）としての機能を発揮し、商業資本と高利貸資本の蓄積を助けた。


    　日本における「近代化」とは無から有を産み出す作業ではなくて、改革者が旧時代の財産目録を受け取って、これを変形しながら古い皮袋から新しい皮袋へ移し替えるやりくり仕事であった。西洋流の定義で近代革命（revolution）というのは、①主権の階級間移転と②土地制度改革および生産関係の改編を必要な条件とする。この二つはコインの裏と表の関係にある。この点で明治維新は革命でない。それは薩摩、長州の二大雄藩が公家を巻き込んで、武士階級の頭領である徳川宗家に挑んで敢行したクーデターであり、このクーデターの成功の上に積み重ねた急進的な改革（evolution）の総和が、いま私たちが明治維新と呼ぶものの歴史的実体なのだ。王政復古の大号令で発進した維新政府は、版籍奉還、廃藩置県、地租改正、徴兵令という大改革を矢継ぎ早に実行したが、西郷にも大久保にも、木戸にも、事を起こすに当たって、どのような国家を建設すべきか確固たる全体構想ができあがっていたわけではない。おそらく、事態の進展は当初の彼らの予想をはるかにこえていただろう。これは「王政復古」であり、「百事御一新」の大事業であった。指導者たちばかりか、一般民衆もそのように受け取ったのである。

    　事業の遂行を助けたものに、明らかにイギリス、フランスなど欧米列強の圧迫があった。だが、これを「外圧」などとよぶのは生ぬるい考えで、世界資本主義が全面的に展開しようとするなかで新政権が国内の種々の矛盾と斬り結びながら改革をすすめなければならないところに、歴史の必然があった。西郷らは、封建制社会の遺産を背負いつつ改革を進めたが、徳川政権二百六十年がもたらした退行（involution）はあまりに根の深いものであった。そしていま私たちは、明治維新の遺産を背負いながらいかに生きるべきかの道を模索しているところだ。


    　　　　　　　※　　　※　　　　※


    　大正七年の米騒動は明治維新以降の[日本近代化]の正体を露わにした。民衆の側から歴史を考えると、事態はそう見える。歴史を勉強する時は支配体制の側からの歴史叙述を読むばかりではなく、被支配者である民衆の側からの歴史を読む歴史観を鍛えることが大切である。困難な道であるが、そう考えて、私は本書を書く仕事に取り組んだ。歴史学の先生だけが歴史観をつくるのではない。歴史意識は一人一人の人間精神に胚胎する。私たちは「過去」を背負って[未来]に挑みながら生きる。われわれはどこから来たか・われわれはどこにいるのか・われわれはどこへ行くのかーー人間の生きる行為の根本問題である｢実存｣と、｢歴史｣は深くかかわりあうのである。希望を持ち未来を見つめて日々の暮らしを送る時に、私たちは過去を正当に評価することができる。つまり、過去がいまの自分を支えてくれていることを知り、懐かしい思い出が自分の心を温めてくれることに気付くのだ。反対に、失意落胆して絶望の淵に沈んでいる時、過去はすべて空しい。社会において、天下泰平の時代よりも動乱の時代や改革の時期に、人々の歴史に対する関心が高まる。歴史は、万人の共有財産であると言わなければならない。


    　歴史の変革期には｢未来｣と｢過去｣が争闘をくりかえす。現実には、改革勢力と抵抗勢力の争いになる。では、改革者とは何者であるか。部屋に入って来て、いきなり「こんなもの食えるか」と料理を並べたテーブルを蹴とばしてひっくりかえすような乱暴者に、政治改革・経済改革・企業経営改革などおよそ改革という大事業をなしとげることはできない。改革者は壊すのではなく、完成させるためにやって来る。彼らは旧体制のなかで育ち、旧体制の機構を熟知し、旧体制が孕み増大させる矛盾を鋭く見抜いた人たちである。かって維新の三傑と呼ばれた西郷隆盛・大久保利通・木戸孝允三人は、みんな骨の髄まで封建武士であった。明治四年（一八七一）七月十四日朝、旧藩主らは宮中小御所に列座し平伏して廃藩置県の詔書が読み上げられるのを聞いたが、木戸孝允は、山口藩知事毛利元徳の後姿に目をそそいで、とめどなく溢れる涙を頬に流しつづけていた。｢君恩へ御奉公｣の封建道徳が彼の精神の背骨を形づくっていたのである。西郷も大久保、木戸も、自分が抱える矛盾を克服するために、捨身で事に当たらなければならなかった。


    　日本歴史に登場した偉大な改革者と言うと、他に、私には聖徳太子・大海人皇子（天武天皇）・源頼朝・豊臣秀吉の名が浮かぶ。彼らは共通して「一身にして二生を経る」（福沢諭吉）体験をした人たちである。彼らは旧時代の断崖絶壁から新時代の断崖絶壁へ橋を架けた。新しい社会がつくられる時に起こることは、持ち込まれた新しい秩序は既存の古い秩序の抵抗に会って修正をせまられるが、古い秩序の方も存続したいというなら、すでに完成している秩序体系に変更をくわえなければならないという相互干渉である。そうすることで古いものと新しいものとの適応がはかられる。｢未来｣は｢過去｣によって導かれるが、同時に、｢未来｣によって「過去」の見直しが始まる。改革精神が伝統精神を覚醒させ、伝統精神が改革精神を方向付けるのである。これは、人間が太古いらい知覚力と記憶力、および選択意志を駆使して営んできた創造的行為の現われにほかならない。


    　｢全体｣と｢部分｣について考えたい。いま私が仕事をしている二階の部屋には、ガラス戸をとおして冬の午前の陽光がたっぷり射し込んでいる。猫がいつものようにやって来て、私のそばのカーペットの上に寝そべっている。長々と胴体をのばしてしどけない格好だ。時たま、どたりどたりと尻尾をうごかすが、身じろぎもしない。私は、退屈しのぎに、そっと尻尾を踏んで見た。次の瞬間、猫は起き上がって、身構えた。以前、思い切り踏んでやったことがあるが、その時は跳びかかって私の手に噛みついた。常識は胴体が尻尾をうごかすと見ているが、火急の時は、尻尾が胴体をふりまわすのである。全体と部分の関係は、このようなものである。小指の先の小さな傷の痛みが全身をかけめぐる、とプラトンは言う。ある個人の生死にかかわる痛みが国家の命運を左右することがあるというのが、『国家』（ポリーティアー）の中心的思想の一つである。民衆は一人一人をとらえて見ると、愚かだったり狡猾であったり、また臆病であったりする。しかし、ある共通の社会認識にもとづいて一致団結すると、無類の創造的エネルギーを発揮する。歴史上の偉大な改革者たちは、このことをよく知っていて、彼らは民衆を愛し、また彼らを信頼した。あるいは民衆をおそれて注意をおこたらなかったのである。

  
    第一章　米騒動


    　ＪＲ北陸本線魚津駅の駅頭に、「うまい水」と名付けた小さな石造りの噴水井戸がある。長生きしたけりゃ魚津へ来てうまい水を飲みなさいとほめちぎった池田弥三郎（国文学者、一九一四～八二）の遺徳をしのんで、魚津市はこれを作った。ポンプで地下水を汲み上げて、石に穿った丸い吐出口から水槽へ掛け流している。備え付けの金属コップで汲んで飲んだが、冷たくてまろやかな味がした。

    　私の取材目的地である富山県下新川郡魚津町新下猟師町（現在の魚津市諏訪町）には自噴井があった。漁師町特有の狭い街路の一角に直径二尺ほどの土管を三個、人間の胸の高さぐらいに積み上げてあり、いちばん下の土管は半分が地中に埋められている。いちばん上の土管の上に石板で蓋がしてあった。案内してくれた魚津市教育委員会学芸員の麻柄一志氏は、米騒動の時代にいくつもあった猟師町の井戸で現存するのは、これ一つだけだという。いま、この井戸は生活に使われていない。いちばん下の土管にあけられた丸い排水口から溢れる水が側溝に流れていた。この排水口は土管内部の清掃のときの水抜きに使われるので、ふだんは木栓で閉じられていた。いちばん上の土管の天端に細長いくぼみが作られているが、土管内部に満ちた湧水はこのすきまから帯状の滝を作ってあふれ出した。この水を、麻柄さんは、昔の人は「てんこ水」と呼んだと私に教えた。椀に飯を山盛りにするのを「てんこ盛り」と言うが、そのてんこである。


    


    　「富山平野は水の豊かなところだ。背後に険しい山々が屏風のようにつらなっていて、東の北アルプスに源を発する黒部川、片貝川、早月川、常願寺川と南の飛騨高地に源を発する神通川、庄川、小矢部川の七つの河が豊富な水を急流で前面の富山湾へ注ぎ込む。山麓にひろがる扇状地は河川伏流水と地表からの浸透水とで地下水をたっぷりたくわえており、いたるところで堀抜き井戸から良質の冷水をふんだんに得ることができる。

    　富山県では、第二次大戦後に県下の郡部で公営あるいは部落中心の組合経営による簡易水道事業が発達した。富山市の上水道を除いて他の上水道は、すべて昭和二十八年（一九五三）以降につくられた施設である。それ以前は、井戸水と河川水が飲料水と生活用水を供給した。人家の密集する漁師町では、十戸前後で一つの井戸を持った。 "土管"のまわりをセメントで固めて洗い場をつくり、上方に雨除けの屋根を掛けた。洗い場は数人が寄り合ってナベカマを洗ったり洗濯ができる広さであった。井戸の清掃や補修は利用者たちで共同管理した。「水」が住民の連帯を結びあわせる働きをしたのである。


    　ここは越中米で知られる全国有数の「米どころ」である。長い冬の積雪が麦作をはばんだので水稲単作農業に集中したが、水が豊富であることと扇状地の傾斜が水田灌漑に有利であること、そして七～八月の夏季気温の高いことが稲作の発達を助けた。さらに、江戸時代に加賀藩が開田政策を強力におしすすめて、そのため治水と用水開発に力を注いだことを重要な背景要因に数えなければならない。耕地面積に占める水田面積の比率は、すでに明治・大正期で八０～八五％に達していた。昭和期に九〇％台に入る。減反政策に入る直前の昭和四十二年（一九六七）の水田化率は、全国平均五七・五％に対し、富山県は九二・三％であった。


    　明治時代に日本全国の米の生産と消費は増え続けた。明治年間の米の需給に関する主要指標は別表のとおりである。明治十年代から二十年代前半までは前年国内産米量が国内総消費量を上回っていたので、日本は主食の米については自給体制を取って若干の米を中国へ輸出していた。しかし米消費の増加は急速に進行し、二十年代後半に日本は米の輸入国へ転じた。国内消費量の増加は第一に人口増加によるもので、国内人口は明治初期の三四００万人位から明治四十四（一九一一）の四九〇〇万人に増えた。そして、これに加えて国民一人当たり消費量の増加が利いている。一人当たりの米消費量は明治十一～十五の五カ年平均の年間七・九二斗（一一九キロ）から明治四十一～四十五年平均の一石三升（一五五キロ）へと一・三倍に増加した。人口増加と一人当たり消費量増加の二つの要因が利いて、総消費量は一・八五倍とほぼ倍増した。都市人口の増加、つまり米を作らずに米を食べる一方の非農業人口の急増が米の消費をおしあげたのである。


    　明治六年（一八七三）政府は地租改正をおこない、これによって租税の金納化が実施されたが、金納が完全に軌道に乗ると、米は商品として自由販売制の下で国内を流通し、近代的な米穀市場を形成する。ここで国内の地域別の人口分布と米の生産力の分担率の釣り合いが問題になる。東京、大阪のような大都市は関東、近畿の地域内生産だけで必要量をまかなうことができないので東京は主として東北地方、大阪は主として中国地方から大量の米を廻米する。他方、東北や北陸の各県は人口が少ないので、常に余剰米を県外へ移出した。また北海道は人口に比べて米の生産がごくわずかだったので、稲作が本格化する昭和初期に入るまで他地域からの米の移入は増大の一途たどった。

    明治年間に富山県は新潟県、兵庫県、千葉県に次いで全国第四位の米産県であった。そして県内産米のはば半分を他地域へ移出した。移出米の約七割の仕向地は北海道である。これには次のような事情が働いていた。富山県は本州のほぼ中央に位置するが、地理的・歴史的に当時は大阪経済圏と結ばれていた。鉄道は北陸本線が早くも明治三十一年（一八九八）金澤から高岡まで開通し、翌年、富山まで延長された。他方、中部山岳地帯が立ちはだかるので、東京経済圏に尻を向けたかっこうになる。北陸本線が親不知《おやしらず》トンネルの開削によって全線開通し、信越本線に接続して東京とつながるのは大正十年（一九二一）のことである。だが米の経済に関して大阪は越中米を冷遇した。大阪の米市場では上等米を "寿司米"と呼んで硬質米を高く評価するが、越前・越中の北陸早場米《はやばまい》は十分に乾燥していない軟質米であり、大阪商人は裾物《すそもの》（下等米）として買い叩いた。そこで富山の米商人らは軟質米が立派に商品として通用する北海道に販路を求めたのである。


    　北前船時代に富山湾岸には神通川を境に "東七浦""西七浦"と呼んで数多くの湊が繁昌したが、明治になって鉄道が発達し、また汽船が出現して船が大型化すると多くの湊は衰退した。水深ほかの港湾条件と後背地条件とから伏木・東岩瀬・魚津の三つだけが商港として生き残り、繁栄を続けた。三港とも米の積み出し港として活躍したので、町に米穀関連業者が集まって産地市場を形成した。町と村の交通の要衝に店を張る米穀集荷業や精米業、買い集めた米を県外へ販売する米穀移出業、集荷業と移出業とのあいだに入って米の流通を円滑にはこぶ仲立業が米市場を構成するが、この他に農民へ肥料を売って米を買う米肥商、倉庫業、金融業、回漕業、沖仲仕業が、産地市場に不可欠の存在であった。辺境の田舎町であった魚津の大町海岸通りに旅館が軒を並べ、料亭東勝亭は米の取引の仲間相場に付き合う米商人の酒宴でにぎわった。


    　富山県を支える物産は、米のほかに、もう一つ漁業があった。富山県の漁業を県西部の定置網漁業、県央部の北洋漁業、県東部の出稼ぎ漁業の三つが代表した。


    （１）　富山湾の西側の氷見地方沖は大陸棚が発達しているので大型網漁具を設置するのに都合が良く、江戸時代から越中式台網による漁業が盛んにおこなわれた。大湾へ流れ込む対馬暖流の分枝がイワシ（春網）、マグロ（夏網）、ブリ（秋網）ほか回遊魚を大量に運んできた。とくに明治四十年（一九〇七）台網を改良した日高式大敷網が出現し、これが驚異的な大漁をあげたことが画期となって、定置網は富山湾漁業で主宗の地位を確立する。しかし県西部の氷見地方以外のところでは海底地形と潮流の関係で、定置網は不漁や網流失の失敗に終わることが多かった。


    （２） 県外へ出て漁を営む出稼漁業は "自営型"と "雇われ型"の二つのタイプに分かれる。湾央部の新湊では、北前船の船主や船頭のなかから漁業へ転身する者が幾人も現れた。彼らは自前で漁船を仕立て、地元の漁夫を雇い入れて、北海道近海のタラ釣漁やニシン刺網漁へ出漁した。とくに日露戦争後は南カラフトや沿海州の露領漁業へ進出する者が少なくなく、昭和五十一年の "ニ百カイリ体制"到来までの北洋漁業で "越中衆"は全国で指折りの勢力であった。


    （３） 明治四十二年（一九〇九）の富山県漁業者は一万七五一五人であったが、このうち出稼ぎ漁業者は自営型、雇われ型あわせて四五三九人（二六％）であった。この数字は「米騒動」が起きた大正七年（一九一八）には七〇九〇人へ増加する。身体一つで北海道あるいはカラフトへ渡って働く者は泊町、魚津町、生地町など県東部の漁師町の出身者が多かった。地元の漁場が狭いのに、過剰な漁業者を抱えていたのである。明治十六年（一八八二）、地元の不漁で生活が苦しくなり、生地町から漁師十人が北海道へ渡ってニシン定置網漁に従事したのが出稼ぎ漁の始まりだが、その後年を追って人数と出身地の数を増し、出稼ぎ先も利尻、礼文、釧路、根室と広がってニシン漁、コンブ採り、タラ延縄、イカ釣りなどさまざまの漁業で働くようになった。


    　明治・大正の富山県は米ばかりでなく、労働力をも "県外移出"した。小作農民や雇われ漁夫の「出稼ぎ」あるいは「移住」である。出稼ぎと移住の行き先は、多くは北海道だが、他に足尾、飛騨の鉱山や群馬、長野の養蚕地帯へ働きに出かける者があった。富山県の産業は米作り中心の農業以外に「富山売薬」の製薬業、高岡の銅器、各地の人絹織物など若干の特色ある地場産業があったけれども、他にみるべきものがなかった。大正から昭和にかけての水力発電開発を契機として電解業、電炉業の近代工業が地元に勃興するまで、県内は労働力を吸収する雇用機会に乏しく、農民と漁民は小作あるいは雇われ漁民という封建的隷属から抜け出ることができなかった。生業を営むかたわら、家内副業と出稼ぎとでかつがつ生計を立てていた。町には日雇い雑業に従事する、その日暮らしの貧困層が生まれた。当時の日本社会では、その貧困度合いに応じて、彼らを「細民《さいみん》」―「貧民」―「窮民」と呼んだ。概念的な区別になるが、細民とは定職を持ち定収人を得て最低程度の生活を維持している低所得者層を言い、貧民は日雇い人夫など収入が不定であって家族の補助労働とあわせてようやく生計を立てている階層を指す。そして、窮民は救恤《きゅうじゅつ》（生活保護）を要する極貧層である。


    　富山県魚津町は一人の優れたジャーナリストを産んでいる。それは、明治三十年前後の都市貧民・職人・工場労働者・小作人らに鋭い観察を注ぎ、深い同情を寄せて書いた名著『日本の下層社会』を遺した横山源之助（一八七〇～一九一五）である。横山は当時の貧民問題について、「今日我が国においては、未だ欧米文明国に見るが如く、工業組織の不完全より堕落し来る貧民はあらざるなり。即ち労働の需要なきより、やむを得ずして貧民たりと言うを見ること極めてすくなし」と判断している。しかし、彼は政治家や社会の指導者層に向かって警告する。


    　［既に工業社会は年々発達を示し労働者を収むること大なるとともに劣敗者を出すことも多く、かつ当今の我が政府および国会は細民の消息に注意せずにただにかれらを保護せざるのみならず、かえって細民をしいた虐ぐる幾多の税目を設け故意に細民を困窮の地に陥れんとす。しかのみならず物質社会の進歩はますます生存競争を激しからしめ、東京の都会にエスト・ロンドン東倫敦を見るもけだし遠からざるべし］　（『日本の下層社会』付録・「日本の社会運動」）


    　横山源之助は大正四年（一九一五）六月、東京小石川の陋屋で四十五歳で病死したが、まるで三年後の米騒動を予見したかのような洞察である。魚津漁師町の住民の暮らしは貧しかった。男が地元の網漁に雇われて出かける日、女は必死になって、四～五合分の白いままをメンバ（弁当箱）に詰めて持たせたが、あとに残った女と子どもたちは残った飯にオカラを混ぜるか、葉をたきこむ雑炊をつくって食べた。女たちは夫のとって来た魚を売りに出かけるほか、夫の出稼ぎ中はモッコ担ぎをしたりトロッコ押しをしたり、米をハシケに積む仲仕の仕事をして働いた。夏の女たちの服装は、木綿か麻の袖なしじゅばんを着て、下は腰巻一つに前掛けを付け、前掛けのヒモで腰を固くしばった。髪はひっつめにたばねて結い、足にぞうりを突っかけた。魚津の女たちは、一日じゅう働きづめだったので、朝起きると、活動的な、いわば臨戦態勢の身なりをした。


    　　　　　※　　　※　　　　※　　　　※


    　「米騒動」は大正七年の騒動が初めてではない。『富山県史』（昭和五十六年）は各種の史料を渉猟して「富山県下米騒動年表（明治以降）」をまとめているが、それによると、米にかかわる民衆騒動は明治二～四十五年の期間に四十二件を数える。このうち明治二年十月に中新川郡と下新川郡にまたがって起こった騒動は、「ばんどり騒動」と呼んで県民の記憶に残る。同年の凶作をきっかけに約二万人が蜂起した農民一揆であった。この一件を別にすると、他はいずれも町の住民が起こした騒ぎである。すなわち「細民婦女」あるいは「細民男女混合」の数十人ないし数百人の集団が米価騰貴に耐えられず、米商人・有志（富豪）・役場へおしかけて救助を嘆願するという騒動であった。警察署長や戸長の説諭で鎮められたり、あるいは町役場が有志から寄付を募り施米あるいは炊き出しによる施粥をおこなって、事態を収拾している。


    　明治年間に二回以上米騒動を起こしている町を県東部から順に列挙すると、泊町（七回）、生地町（三回）、魚津町（五回）、東水橋町（三回）、西水橋町（三回）、東岩瀬町（四回）、富山市（三回）、四方町（三回）、新湊町（四回）、石動町（二回）であった。米騒動がたびたび起こったのは県東部の出稼ぎ漁師町である。女性たちの集団が騒動を起こしている場合が多いが、男たちは出稼ぎ漁に出かけていなかったのである。住民たちの要求は、（１）きょう明日、食べる米がないので対策をとってくれること、（２）緊急措置として米の安売りをしてくれること、（３）県外への米の積み出しを停止してくれること――この三点である。このうち（３）について、漁師町の女たちは米の値段が止め途なく高騰するのは米商人が大量の米を県外へ販売するので地元の在米が払底するからなのだと思いこんでいた。この見方を女性たちの米の経済に関する無知によるものときめつけるわけにいかない。明治維新後、急速に導入された欧米型工業とそれが引き起こした産業革命、さらにその後に出現した欧州大戦景気の渦中で激動する日本経済のなかで、米の値段は「価格革命」に翻弄されていた。米の経済の不安定性は、漁師町の女房たちが気付いた以上に、当時の経済と民衆の暮らしに深く食い込んでいたのである。


    　思い切って言うと、「米騒動」は、この地方における貧困のなかで「住民運動」の一つの類型を作っていた。住民達の "嘆願""哀願"や米積み出しの "阻止"と、それに対応する支配者側の"説諭""寄付""炊き出し"などは、いずれも地域の慣行的行動である。人々が集団行動に移るやりかたにもきまりがあった。漁師町で指導権をにぎるのは中年以上の「ばば」と「おかか」であり、年かさの重立った者が手分けして「みんな、出てこいや」と町内に触れ回ると、ねね（赤児）を背負った「あねはん」（若い主婦）たちが家々からとび出してきて、行列に加わったのである。悪口ののしり合いや一部で投石があったけれども、騒ぎがただちに打ちこわしや焼き打ちに拡大することはない。それは主として住民の「耐忍」による自重に負う。


    　「富山県下米騒動年表」で複数回発生した年を見ると、それは明治二年、八年、十三年、二十三年、三十年、三十一年、四十四年、四十五年（大正元年）であるが、いずれも米価が高騰した年だった。とくに明治二十三年の騰貴はひどかった。前年の春から大阪の先物市場で "買い思惑"が始まり、三月に一石建て四円八七銭（東京定期米市場・安値）だった米価は夏に急上昇して九月に八円四〇銭の高値を付け、この勢いは二十三年春まで続いて四月に九円六七銭（高値）まで上昇した。一年のあいだに、ほぼ倍になったのである。二十三年六月六日から富山市、高岡市、新湊町の各所で騒動が発生し、ついに二十日夜高岡市内で群衆二千人の大暴動が起こる。これは明治二年に村方で吹き荒れた「ばんどり騒動」にくらべることのできる明治期最大の町方騒動であった。いずれの場合も、民衆の「耐忍」が "臨界"に達したのである。民衆エネルギーが連鎖反応を開始して、その爆発が最大規模に達したのが大正七年（一九一八）の「富山米騒動」であった。


     　　　　　※　　　　　　　　※　　　　　　　　※


    　日本では欧州大戦の勃発（大正三年）にともなって輸出産業が活況を呈し、経済成長が始まった。その効果は大正五年（一九一六）から現れ出した。大正五年の日銀調べの物価指数は前年比で卸売物価が二一％、消費者物価が七・四％上昇した。これにともなって米価も同年夏頃から上昇し出したのである。大正五年の国産米の収穫高は五八〇〇万石と平年作を上回ったのに出来秋の米価が上がったのである。翌六年、輸出は伸び続けて正貨保有量が増え、産業は急成長して労働賃金は上昇した。この波に乗って米価はさらに上昇した。ドイツ軍の敗北が決定的になった大正七年に米相場は騰勢のピッチを速めた。七月、東京定期米市場の先物安値は一石建て二三円八〇銭を記録した。二年四ヶ月前の大正五年三月の一二円九八銭の一・八倍である。さらに日本軍のシベリア出兵（八月）決定による軍用米買い付けが投機筋をあおったので、七月中頃から米価暴騰の気配が現れ出した。

    　大正六年から七年にかけての米市場価格上昇率は一石建てで全国平均が六割を上回り、富山県は約五割に達した。七年に入るとウナギ昇りの値上がりを続けたので、魚津町では白米小売価格が一月にすでに１升二四銭五厘に上昇していたが、米騒動勃発直前の七月二十一日に三三銭に跳ねあがり、八月十日に四〇銭、十月二十四日には四五銭になっている。その頃、労働者の日給は男五〇～七〇銭、女二〇～三〇銭だった。女が一日汗みどろになって働いて一升の米をかうことができない事態がやってきたのである。これで、怒りをこめて立ち上がらない「おかか」は一人もいないだろう。


    　富山湾岸地方の夏は暑い。大正七年の七、八月は日照りが続いて特に暑かった。夕暮れになると、漁師町の共同井戸に女性たちが集まって夕食の仕度や洗濯をする。井戸端は彼女たちがおしゃべりをしながら一日の労働のうっぷんを晴らしたり、お互いの事情を聞いてなだめ合ったり、情報をやりとりする心の避難所である。その日は、魚津港沖に停泊してハシケから米の積み取りを続けるジョーキ（汽船）の伊吹丸に話題が集中した。「ジョーキが来たら、また米が高なるがいね」「まったくバカ者たちが。頭にきた」あしたはみんなで浜へ行って、伊吹丸の積み込み作業を中止させようと衆議一決した。


    　当時の町の中心部である大町海岸通りに、魚津銀行、十二銀行、高岡銀行の三行が店を構えていた。三行とも、通りに面して店舗を張り、店舗の向かいに細長い米倉庫を持つ。倉庫裏門を出ると、そこは海岸砂浜がひろがっていた。米穀商（移出業）は買い付けた米を銀行へ持ち込んで保管を委託する。その後、適宜に倉出しをして県外へ移出するのである。銀行は米穀商に対し、倉庫保管料をとる倉庫業と荷為替を割引く金融業の二つを営業した。汽船は河口港である角川の河岸へ接岸できないので、海岸から二～三〇〇メートル沖に投錨する。仲仕たちが米俵をハシケに積んで汽船まで運んだ。

    　七月二十三日朝八時ごろ、新下猟師町の「ばば」と「おかか」が「あねはん」たちを動員して大町海岸へ向かった。途中、下猟師町で賛同する女性たちが出てきて合流したので、米倉庫裏の浜へ着くころには五十余人の集団がつくられた。その朝は、前日同様に魚津銀行と高岡銀行の倉庫から搬出がおこなわれていて、すでにハシケへの積み込みが始まっていた。女たちは米俵を肩にかついで運ぶオトコナカセ(男仲仕)の行列に突進し、米俵を引き落とそうとした。「おかかども、何すらか」｢米を他国へ出すから、高うなる。どうしてくれるがいね｣女を蹴って手を振りほどこうとする男に、女は追いすがり、腰に組み付こうとした。男と女のもみあいが浜のあちこちでくりひろげられた。急を聞いて、魚津署員が駆けつける。おかみのじんだ(巡邏)の制止と説得には、ばばとおかかも反抗できない。

    　伊吹丸への積み込みは一時中止され、女性たちも解散して帰宅した。しかし、その一時間後、十時前後に、また積み出しが始まるという急報が来た。十二銀行倉庫からの積み出しである。こんどは、もみあいの実力行使は起こらなかった。倉庫裏門のところに立つ回漕店番頭に数人のばばとおかかが抗議をした。その他の女たちは少し離れた場所にたむろして、彼らの押し問答を見守った。結局、この日の伊吹丸への積み込みは中止され、同船は抜錨した。その夜、女性たちは手分けをして魚津町の浜多米穀店、山沢米穀店、上野米穀店など移出米を扱う商人数軒を訪れ、「よそへ米を売らないでくれ」と懇願した。


    　これが大正七年夏の富山米騒動の発端である。七月二十三日の魚津町での出来事を、私は、地方史研究家の紙谷信雄氏から話をうかがってまとめた。大正七年の富山の米騒動は、六月の梅雨時から東水橋町の女仲仕たちが米商店へおしかけた騒ぎがはしりだと見られるが、七月二十三日の魚津町における騒動は ①多人数の地縁的集団の行動であったこと、②米の県外移出の阻止という明確な闘争目的を持っていたこと、③したがって県外移出を行う米穀流通の中枢である銀行米倉庫の前で騒ぎが始まったこと、④男仲仕と女房たちがもみあう実力行使があったこと、⑤警察が出動したことの諸要素がみとめられることからして、米をめぐる民衆騒動の一つのモデルを呈示したのであり、生活窮迫という同じ社会的要因をかかえていた全国市町村に「米騒動」を誘発させる導火線となって働いたのである。翌七月二十四日からの富山県下の動向を日誌風に列挙することにする。以下の叙述は、後で述べる神戸の米騒動と同様に、もっぱら井上清ほか編著『米騒動の研究』に負うている。


    　　　　　※　　　　※　　　　※　　　　　※


    七月二十四日　▼地元新聞の富山日報は「窮乏せる漁民、大挙役場に迫らんとす、不漁続きで如何ともするあたわず、悲痛な生活難」の見出しを付けて「漁民はこのまま沈黙すべきにあらず。いつ騒動を勃発せんも計り知れざる形勢なり」と現地の不穏な空気を伝えた。

    ▼北陸タイムスは「生活難襲う猟師町、役場へ懇願」の一段見出しで、漁民たちはナベ、カマを質に入れるような窮境におちいっているが、いまのうちに対策を講じたら、そう騒ぎまわることはないだろうと、見方はやや楽観的である。


    二十五日 ▼富山日報は二十三日の魚津町の騒ぎについて、「他国へ米を搬出せぬよう懇願するところあり」と簡単に報じた。

    ▼北陸タイムスは「一揆米屋を襲う、魚津町にいよいよ生活難の殺気」と二段見出しで、「一時は、町内大騒ぎをなせり」と伝えた。


    二十六日 ▼特記事項なし


    二十七日 ▼東岩瀬町。午後九時頃、浜町および浦町の婦女十四～十五人が諏訪神社の方面へ進み、これに夜涼みの婦女らがくわわって三十～四十人に達した。資産家への哀願が目的。警察署長が説諭して帰宅させる。


    二十八日 ▼東岩瀬町の一番町、二番町の住民十八～十九人がふたたび哀願に出ようとした。署長が懇諭して、未然に防止。


    二十九日 ▼特記事項なし。


    三十日 ▼特記事項なし。

    三十一日 ▼特記事項なし。


    八月一日 ▼特記事項なし。


    二日 ▼新川郡泊町。細民婦女が泊小学校付近の路上に集合して、町役場へ行って嘆願しようと談合したが、実行せず。解散。

    ▼高岡市の小売米商らが多額納税者の平野五兵衛もとへおしかけ、持ち米一三〇〇石の売渡しを迫る


    三日 ▼中新川郡西水橋町。午後七時過ぎ、出稼ぎ漁師町の女房たち一七〇～一八〇人が海岸に集合し、五十～六十人ずつ三隊に分かれて（１）浜方有志者、（２）町方有志、（３）米屋および米保有者のもとへ行き、米を他県へ移出しないことと米を廉売することの二つを要求して哀願した。彼女らは、「もし聞き入れないなら、家を焼き一家を皆殺しにする」とおどした。警察が出動して、十時頃解散。


    四日 ▼高岡新報が「女軍、米屋にせまる」の見出しで、前日の西水橋町の騒動をくわしく報道した。

    ▼高岡新報は県外の新聞（北国、北陸毎日、大阪朝日、大阪毎日、東京日々など）へ配信し、四日付の大阪朝日と大阪毎日に「米騒動」の見出しを付けた記事が現れた。

    ▼中新川郡東水橋町。夜七時頃、子どもを含む婦女六〇〇から七〇〇人が浜に集合し、町長宅、町会議員宅、町役場職員有力者宅をつぎつぎに歴訪し、窮状を訴えて救助を嘆願した。夜半十二時過ぎに鎮静した。とくに新川町米商の高松長太郎方での口論が誇張されて新聞に報道された。

    ▼ 下新川郡宮崎村。午前八時頃、女子二十五人あまりが米商水島豊次郎方に迫り、白米廉売を要求した。群衆は増えて約五〇〇人に達した。

    ▼ 下新川郡生地町。同町丈町の婦女十八人が町役場に出頭して、外国米輸入と救助を哀願した。


    五日 ▼東水橋町。午前十一時頃、労働婦女約二〇〇人が浜に集合し、新庄町から滑川町へ米運搬する荷車を阻止しようとした。制止に入った巡査に軽傷を負わせる。

    ▼東水橋町警部補派出所が男子一人、女子三人を検束して取り調べようとしたが、住民三百数十人が派出所へおしよせて抗議し、また別動隊の女たちが船で滑川本署へ行き、釈放してくれるよう陳情した。

    ▼水橋駅前の運送店が東京へ向けて貨車一車分の米を発送することを聞いた住民は、同列車を襲い、玄米数百俵をおろして発送を差し押さえた。

    ▼生地町。午後十時頃、婦女五〇～一〇〇人が町内三カ所で集合。石田村海岸に寄港した成城丸の積み出しを阻止しようと、海岸倉庫へおしかける。

    ▼下新川郡横山村。午後十時頃。婦女約三十人が米商亀田善松方へ行き、持米五十石の搬出中止を要求したが、駐在巡査の説得により解散。

    ▼下新川郡魚津町。婦女約百人が有志山沢長九郎方および米商宅へ行き、米の移出中止を哀願した。


    六日 ▼北海道根室から帰港した伊吹丸が滑川沖合に投錨して米三〇〇石を積み込もうとしたので、東・西水橋町と滑川町の住民が合流して浜へ押しよせ、船員に暴行をくわえて積み込みを中止させた。伊吹丸は米一俵も積むことができず、抜錨して港外へ逃れた。　　　　　　

    ▼男子五〇～六〇人を含む婦女の一隊は滑川町下小泉町の金川宗左衛門方の倉庫へ行き、どこかへ運び出そうとしていた荷車の米を奪い、地面へまきちらした。

    ▼夕刻、各町から出た二十～三十人が団結して金川宗左衛門宅へおしかけた。同自宅前に群衆が増え、八時頃に二〇〇〇人を越えた。住民は口々に「主人を出せ」と叫んだ。駆け付けた井関中新川郡長が路上へ持ち出したイスの上に立ち、慰撫的な演説を始めたが、その言葉づかいがかえって住民の反感をあおり、郡長は金川方のなかへ逃れた。群衆は怒り、金川宅へ乱入してガラス戸を片っ端から叩きこわす。前田警察署長が乗り込み、明日は町会を開いて救済策を講じると約束したので、ようやく群衆は平静になり解散した。

    ▼魚津町。数百人がふたたび各所の米商宅へおしかけた。

    ▼西砺波郡。瓦職工二五〇余人が各所で集会を開き、賃上げ闘争を決議した。


    七日　▼富山県内務部長は各郡当局に対し、細民の行動調査と救済方法の検討を訓令し た。また事件内容をくわしく報した七日付「高岡新報」の発売禁止処分を下した。

    ▼中新川郡長と東・西水橋町長は協議をして、（１）救助米を出すこと、（２）廉売すること、（３）寄付金を募ることの対策を決めた。

    ▼滑川町役場も救済策を講じたが、この内容に不満の住民六〇〇～七〇〇人がふたたび金川宗左衛門宅前に集まった。ただちに警官が出動して、夜十二時半頃解散。

    ▼魚津町。夜、住民は町会議員宅へおしかけた。


    八日　▼滑川町。午後、米肥株式会社と金川宗左衛門共同積み出しの米千数百石を入港した三徳丸が積み取ろうとしたが、女房たちに嘆願された仲仕業者が一日休業したため、積み込みできなかった。

    ▼魚津町。町長、警察署長、巡査部長の三者は善後策を協議し翌九日に緊急町会を召集して町費をもって極貧者に六～四銭の救済金を支給することを決めた。

    ▼婦負郡四方町。婦女五〇～六〇人が夜八時半頃浜に集合。町長宅および物産共同販売所へ行って救助を哀願した。富山市清水町。婦女約二十人（男二人を含む）が市役所を訪れて庶務主任と面接。救済を訴えた。その後、一団は桜木町の蓮沼安太郎宅へ行き、同様の嘆願をした。


    九日　▼神新川郡東岩瀬町。午後六時半頃、婦女七〇～八〇人が一団となって町の有志宅を訪問。救助してくれるよう哀願した。警察官がかけつけて説諭し、解散させた。


    十日　▼生地町。婦女約五十人、米商の泉田伊八郎方へおしかけ、米を北海道へ移出させぬよう哀願したので、泉田は搬出を一時中止した。

    ▼富山市。午前九時頃、細民の代表十四人が市役所に市長を訪ね、救助を嘆願した。さらに夜に入って約一〇〇人が東仲町総代の新田某方を訪れて嘆願。


    十一～十二日 ▼富山市。十一日夜から十二日朝にかけて、各町の貧民数人ないし数十人がかわるがわる市役所を訪れて救助を哀願した。市役所前に集まった群衆は約三〇〇人に達した。


    十三日 ▼特記事項なし


    十四日 ▼特記事項なし


    十五日 ▼特記事項なし


    十六日 ▼西砺波郡石動町。貧民が愛宕神社境内に集合。群集はしだいに増え、約五〇〇人が町長に対して、町役場で協議中の貧民救済策の拡張を要求した。


    十七日 ▼特記事項なし。


    十八日 ▼特記事項なし。


    十九日 ▼東岩瀬町。夜、約二〇〇人の細民が富豪馬場直久方へおしよせ、米の廉売を嘆願した。町長は翌二十日、町会を召集して貧困家庭へ米一升につき五銭の補助金を出すことを決めた。


    二十日 ▼特記事項なし。


    二十一日 ▼特記事項なし。


    二十二日 ▼大阪方面の米商人があいつぎ来県し、六万石あまりを買い付けたので、米価はふたたび上昇しはじめた。


    二十三日 ▼特記事項なし。


    二十四日 ▼特記事項なし。


    二十五日 ▼魚津町。早朝、十二銀行支店倉庫から米を搬出して大阪方面へ移出しようとするのを目撃した細民五〇～六〇人が荷車を取り巻いて阻止しようとした。


    二十六日 ▼特記事項なし。


    二十七日 ▼婦負郡八尾町。夜十時半頃、諏訪神社境内へ約一七〇人が集合。警察官がかけつけて慰撫し、解散させたが、群集のなかから四人を検束した。


    八月二十八日～九月二十四日 ▼特記事項なし。


    九月二十五日 ▼中新川郡上市町。小児を含む婦女約一五〇人が集合し、二隊に分かれて米商二軒におしかけ、談判した。その際、数人の子どもが負傷した。


    九月二十六日～十月一日 ▼特記事項なし。


    十月二日 ▼下新川郡泊町。午前九時頃、五〇～六〇人の婦女が米商水野久松方および佐渡長兵衛方へ行き、主人に面会をせまった。警察一名が派出し、説得に当たったので十一時頃解散した。


    三日 ▼泊町。午前十一時、細民が輪覚寺と正光寺に集合して、当局に懇願しようと決議した。他方、町長と署長、有志らは協議し、同夜、前記二寺および大安寺に細民を集め、説諭した。なお警察は騒動の首謀者として婦女六人を引致して取り調べ、五日ないし十日の留置処分にした。

    ▼下新川郡五箇庄村。泊町の騒動に呼応して婦女二十人が集合し米商にせまろうとしたが、村内有志に説得されて解散した。


    四日 ▼下新川郡宮崎村。細民、漁民四〇～五〇人が午前八時、泊町の米商水島豊次郎方へおしかけた。警官がかけつけて騒ぎを鎮圧し、首議者四～五人を検束処分した。


    　県下の各市町村では八月十二日頃から救済対策に取り組みだした。施策の内容は（Ⅰ）白米の廉売と廉売券の交付、（２）市役所吏員を神戸に派遣して外米を購入し原価で販売、（３）極貧者への施米、（４）白米一升につき五銭の補給金を支給、（５）軍人遺族、廃兵に対し年金の繰り上げ支給などであったが、その財源には市町村の公費および地元有志から募った寄付金を当てた。市町村は住民救済を向こう二ヶ月半継続的におこなうと言明したので、さしもの騒動も八月後半に入ると徐々に鎮静化していき、十月二日、三日、四日の下新川郡泊町、五箇庄村、宮崎村での騒動を最後に富山県の米騒動は終息する。しかし、米騒動の後も大正七年の米価は上昇し続けたので、民衆の生活は好転しなかった。


    　　　　　※　　　　　　※　　　　　　※　　　　　※


    　八月九日、岡山市で市民十数人が米穀取引所の仲買人たちを袋叩きにする事件が起きた。市内で旅館業を営んでいた吉田某は、義侠心から自分の手持ちの米一〇〇俵余りを安売りしたが、米問屋の売り惜しみと仲買人の買あおりが米価を吊り上げていると考えるようになり、九日朝から取引所の立会の様子を眺めていた。そのうちに、こんな奴らのために貧乏人が泣くのだと腹が立ち、来合わせた仲間らと語らい、取引所の入り口で待ち伏せをして、立会を終わって外へ出て来た仲買人のなかから買い筋と目星をつけておいた四人を引きずり出してなぐったのである。市内中心部なので、たちまち野次馬が集まり、各所で殴る蹴るの乱闘劇が始まったが駆け付けた警察官隊に取り鎮められた。


    　同じ九日、高松市の漁師の婦女たちが市役所へ行って生活難を訴え、救助を求めた。和歌山県湯浅町では、神戸港から移入された米三〇〇石のうち二〇〇石が他地区へ転送されることを知った町民六〇〇余人が反対を叫んで町役場に座り込みをかけた。兵庫県印南郡大塩村では、塩田労働者たちが村役場へおしかけて救済を要求した。一方、大都市でも不穏な兆候が現れた。九日に京都市電壬生車庫の従業員が市当局へ救済をせまるという動きがあり、同夜、市内や柳原町の住民に動揺が生じた。翌十日、柳原町民数千人が米屋を襲って安売りを要求し、巡査派出所を破壊した。これをきっかけに京都市内および周辺の各所で米騒動が起こり、それは十三日軍隊が出動して鎮圧するまで続いた。


    　名古屋市でも九日夜に動揺が生じ、翌十日夜鶴舞公園に集まった群衆二万人が米価引き下げ要求の市民大会を開き、そのあと市中で騒動が始まった。全国の米騒動のなかで最大規模の騒動が発生した大阪市では、十一日に騒ぎが勃発した。神戸市で、湊川公園に集まった群衆が市中へ流れだして実力行使を始めたのは、同じ十一日だった。

    　八月十一日から近畿、東海、中国、四国、九州の各地で、いっせいに「米騒動」が火を吹いた。東京は、十三日の日比谷公園での市民大会から騒動が始まり、それは関東各地に波及した。京都、名古屋、大阪、神戸、東京、横浜の六大都市および仙台、福島、若松、甲府、静岡、浜松、豊橋、岡崎、富山、金澤、福井、津、奈良、和歌山、堺、尼崎、姫路、岡山、福山、呉、広島、高松、丸亀、松山、高知、門司、下関、小倉の地方二八都市の米騒動はすべて八月十日から十六日の期間に集中して発生しており、とくに十三日と十四日の騒ぎが絶頂であった。ここでは神戸市の米騒動を取り上げて騒動の内容をくわしく眺めることにしよう。神戸市を対象に選んだのは「終章」に述べるような私の個人的関心があるばかりではなく、同市での米騒動が都市貧民の騒動と工場労働者たちの騒動が複合した形態を示しているところに重要な歴史的意義がひそむと考えるからだ。事件の経過は次のようであった。


    八月十日　 ▼午前七時頃、大開通一丁目の普請現場の板囲いに新聞紙一枚大の貼紙がはりだされて、その前に人だかりができた。貼紙には、「米価暴騰！ 大暴騰！――生か死か、無能なる県当局の措置」と大書し、米商をののしり貧民困窮を 訴える過激な文言をかきつらねてあった。そして、「十日午後七時より湊川遊園地において一大市民大会を開催せんとす。憂国の士はふるって参集すべし」と呼びかけていた。おりから巡回中の湊川署員はただちに本署へ報告し、駆け付けた高等特務巡査は貼紙をひきはがした。同夜、湊川署員は湊川公園に張り込みをして警戒に当たったが、ふだんの納涼客以外に不穏な気配は見られなかった。


    十一日　 ▼「神戸又新日報」朝刊は前日の貼紙事件と京都市内ほかの米騒動を報じた。

    ▼夜八時頃、平素の納涼客より多い人々が湊川公園に集まっていた。私服巡査三十人ほどが群集にまじって情勢を監視していた。九時頃一人のキリスト教宣教 師が公園の一隅で伝導演説を始めたが、たちまち群集が取り囲んで異教徒呼ばわりをし、演説をやめさせた。この時、人垣のなかから理髪職人の田中某（二七）が大声を張り上げた。「諸君、ここにいて相談しているだけでは役に立たぬ。自分はこれからあちらこちらの米屋へ乗り込んで談判する。米屋がわれわれの要求を聞き入れればよし。もし従わないのなら、自分は女房子どものいない自由な身体だから、自由行動を採って相当の処置をするつもりだ。諸君も賛成なら、ついて来てくれ」と訴えた。五〇〇人あまりの群集のなかから賛成、賛成の声が上がり、拍手が起こった。田中と黒眼鏡をかけた三十歳前後の男、そして遊び人風の三十五、六歳の男三人を先頭に、群集は公園を繰り出した。


    ［門を出た群集中二〇〇名は遊園地前の新設交番所をとりかこみ（これは何事もなくまもなく解散――神戸新聞八・一二）他の三〇〇余名の一隊は一直線に新聞地筋を下り衆楽館で一旦停止、ここで「電車ニノランガ為ニ立居ル者、及ビ興業ヨリ帰リガケノ者ニ対シ、田中ガ手ヲ上ゲテ、諸君今カラ米屋ニ押寄セル故付キ来タレトイイテ其処ヲ出発シ」、靴工江口由之（二五）らを加えた計千余名の大群集は更に南下し、大和座の横手を西に出て永沢町弁天社の下の四辻を左に下り、湊町一丁目の米商繙本伊之助方におしよせた（前出、富永証言）田中らは戸を叩いて明けてくれとさけんだが、何の応答もなく、一同は空しく引き上げて新開地筋を上がり電車通りに出、東に進み、多聞通六丁目の米商播磨由太郎方に迫った。田中と遊び人風之男は店内に入り、白米を三〇銭以下で売るように談判したが、応対に出た主婦は、主人不在を理由に返事を待ってくれるよう答えた。そのとき待ちかねた群衆は門口に一杯になり、戸をガタガ タいわせて、今にもうちこわしにかかろうとする有様をみせたので、田中は一同を制し、門口より一間ほど後退させると共に、遊人風の男は、主婦に、群集にラムネの一本でも買ってくれと要求、三円をうけとって店を出、一同に向かって北へ行けと呼びかけた。群集は橘通六丁目で二隊にわかれ、三〇〇名余の一隊はそのまま北上したが、田中・江口らの四〇余名の一隊はそこでラムネをのんだのち、米穀取引所をおそえと叫びつつ福原を経て湊川公園に立帰った。ときは午前一時頃。群集中には「鈴木商店ガ米ノ買占メヲナシタリ、米ヲ一番大キク商ウ故、コレカラ押掛ケテ談判シヨウトイウモノ、或ハ兵庫ノ精米所ニ押掛ケヨウ」という者もあったが、田中・江口らは、もう時間もおそいし、明日午後八時此処に集まり、其上のことにしようと一同を説得し、そのまま解散した（判決書）

    　一方橘町六丁目で分かれた一隊は「上橘通三丁目白米商福岡方を襲い同家を叩き起して、委員と称する者数名立ち入り、主人を捉えて白米の値下げを強要 し、それより有馬道電車筋の小山米店を襲い同電車筋を下りたるが、この時この集団は千余名となり、仲町三丁目岡米店を襲いたるに、案外に同家主人が強硬にはねつけたるより、ここにて約一時間許よりも押し問答なし、表の街路に従う一大集団よりは時々物凄きときを作りたるも、何等暴行的態度には出ず」。 この時所轄桐生橋署員がかけつけ一同を慰撫し、午前二時頃ようやく解散した（神戸新聞八・一二）］

    　　（『米騒動の研究・第三巻』）


    十二日▼ 十一日夜の兵庫区新開地に始まった騒動は十二日未明に静まったが、その数時 間後に和田岬の三菱造船所で工場労働者たちが暴動を起こした。かねて労働条 件が他工場（川崎造船所）にくらべて悪いことに労働者たちの不満が募っていたが、同工場購買部の米が一升三〇銭から三五銭に、さらに九日に四五銭に高騰したので、労働者側から賃上げ要求の声が上がり、それが容れられなかったので、八月九日午後に自然発生的なサボタージュ怠業状態が生じた。翌十日、会社は賃金歩増の改正案を示したが、この改正案によると歩増を受けるのは特別職の者に限られ、一般職工の場合はかえって賃金率引下げの処置になるで、十一日職工側は会社に再交渉したが、会社は一定数量に限定して購買部の米を三五銭に賃下げして販売すると回答するにとどまった。


    ［一二日朝七時三〇分、造船所でもっとも重労働に服しながら賃金は他部職工並であるとして、かねて不平を漏らしていた製罐部の職工六五〇名のうち、休業者一〇〇名・ガス工一〇〇名を除く四五〇名は、口々に会社側の不当を鳴らした末、手に手に煉瓦・鉄板等を持ち、「ソレ行ケ」とばかり、第一・第二事務所を襲撃し、窓ガラスをことごとく破壊したのち、さらに製罐工場事務所にも侵入し、あたるを幸いうちこわした。急報に接した兵庫署は陸路五〇名を、水上本署よりは汽船から一六名の警官を急派し、鎮撫につとめ、要所を堅めたが、「勢い立ったる職工は「ソレ襲撃だ」「ヤッつけろ」と呼号しつつ我一に工場外に飛出し、製罐工場食堂に殺到し、まず血祭に食堂の硝子窓・器物を叩きこわし、ときの声をあげつつ方向を機械工場に転じ、七〇〇余名の群集はヨイショヨイショと許り同工場を取巻き、瓦礫を投じたれば、硝子、トタン屋根は物凄き響きを立てて、見る見る破壊しつくし、作業中の機械工場職員三〇〇余名は、ほうほうの体に危険をのがれ、工場外に逃げ出し、大部分は此挙に付和雷同し居れば騒擾は一段激烈となり、製罐、機械両工場約一千名の工場員は猛り狂いて其の隣の鋳造工場、第二事務所等をおそい、勢いなすがままになり、多数の警官も手のつけようなく、さながら枯野を行くが如く、ウオーと喚声をあげつつ東北部一帯の建築物を破壊し、一一時頃に至り、一斉に退却退却と合 図し合うて製缶工場軒下に引き上げ」た（又新日報、八・一三）］

    　　（『米騒動の研究・第三巻』）


    ▼駆け付けた兵庫警察署長が群集のなかへ入り、パイプの上に立って鎮めようとしたが、開口一番「君たちはどこの職工ですか」と愚問を発したので、「知れたことだ、三菱の職工だ」という罵声と投石があびせられた。署長はひるまずに演説を続けたが、それはかえって労働者たちの怒りをあおる効果しかもたらさなかった。


    ［午後零時半ころ、職工は「三〇〇名、五〇〇名ずつ一団となり、喚声をあげ、道すがら電気工場、材料倉庫、事務室、第二事務室、旧工場を破壊し、広き造船所構内を右往左往に練り廻」ったが、警官隊は「なまじ手出しをしてかれらの反感を買うなら、殺気立てる群集はいかなる暴状を敢てせんも測り知れずと懸念し、只遠巻きに警戒するのみ」であった。そこで群集はますます荒れ狂い、「造船台にある新船及び修繕のため入渠《にゅうきょ》中の汽船を襲撃せんとしたるも、此方面は辛くも喰いとめられしが、午後二時頃騒擾は全工場に波及し、加盟し居らぬは僅に造船部・鉄工部の職工にして」、群集の総数は八千余名と称された。この頃になると、群集はそれまで手をふれなかった工場内部に侵入し、「機械類を破壊し、運転中のシャフトを折り、調帯を引き裂く等の狼藉を始むるに到」った。ここにおいて会社は二時間半頃表門および東西の裏門を開放し、職工の帰宅を命じた。そのため、これをさえぎろうとする職工と帰宅を急ぐ職工との間に衝突がおこり、混乱状態となったが、約三分の一の職工は引き上げてしまった。「一方職工家族及び一般人が騒動を聞き伝えて柵外に押寄せたれば、和田岬駅付近及び、三菱ヵ原一帯は数万の人出」となった。なおも暴動をつづける群集は「工場の大部分を破壊しつくし、本館事務室より表門守衛詰所に来り、黒板塀の表門を押倒し、潮の如く門前に雪崩出て、三菱工場購買組合の米・薪炭・雑貨日用品を格納しある社倉を襲撃し、番人を蹴散らし、 倉庫内に入り、在庫品を滅茶苦茶に破壊し、目星しき物を略奪して引揚げ」ようとした。このとき今迄傍観していた警官隊は表門を封鎖し、倉庫付近の群集に突撃し、製罐部職工石井卯之介（一七）ら六名をとらえた。「朝来暴れに暴れたる連中も幾分気勢をくじけたる処へ、検挙始まるの声を聞きて、一斉に怖気づきて、一〇〇人、二〇〇人と退散し」、午後四時頃ようやく平静に向かった（又新日報、八・一三）］　　（『米騒動の研究・第三巻』）


    ▼十二日夜、騒動はついに神戸全市にひろがった。この夜も湊川公園から騒動が始まったのである。鍛冶職山本某（二〇）の供述によると、騒動が起こることを期待して、彼は午後六時頃湊川公園へ来て見たが、まだ人は集まっていなかった。新開地の松本座の前まで戻って来ると、顔見知りの沖仲仕坂出某（二一）に出会った。二人で立ち話をしていると、追々公園に向かおうとする人々が新開地通りに出てきたので、山本はそばにあった石炭箱の上に立ち上り「これから米屋へ行って一升二五銭で売るように談判しよう。もし、これを聞き入れなかったら、最後の手段を取ろう」と演説したところ、賛成、賛成の声が上りつづいて坂出が同じ趣旨の演説をするあいだに一〇〇人あまりの人だかりができた。そこで山本、坂出の二人が先頭に立ち、東川崎町交番近くの丹波米穀店へおしかけた。家人はこわがって奥へ引っ込んだが、群集が店先で米桶をひっくりかえすなどして騒いだので、同店は二五銭で売るという貼紙を出した。

    ▼群集はふたたび湊川公園へ向かった。山本は途中で人力車を雇い、車上から指揮をとった。五尺そこそこの小男だが、通称ツルと呼ばれてヤクザ仲間のあいだでも度胸のある男だと知られていた。彼は向こう鉢巻を締め、白タビをはいて細縄でくくって滑り止めをし、日本刀（仕込み杖か）を車上に突き立てて群に号令をかけた。午後八時頃、公園には大勢の夕涼み客とヤジウマがたむろしていたが、山本らが乗り込むと、たちまち彼を中心にして群集が集まった。二～三ヵ所で演説が始まり、憲政会院外団と称とする男や帝国在郷軍人と名乗る男が寺内内閣を攻撃し、鈴木商店を糾弾した。


    ［かくて公園の群集は「これより先配置させられたる多数私服巡査の慰撫鎮圧にも耳をかさず、殺気を帯び、雪崩を打ち、ワッショイワッショイのかけ声物凄く、奔流の如き勢いを以て北新開地を一路電車通りに出で」、ここで二隊に分かれ、一隊は西兵庫方面に、他の主力部隊は多聞通を東進、「盛んにときの声をあげつつ相生橋を越え、相生橋署前を南下、商工会議所前より東折して、潮の如く宇治川筋の鈴木商店に殺到」した（神戸新聞八・一三）この間この部隊の支隊は途中で諸所の米屋をおそった。たとえば、先述の山本鶴松・坂出敬信、および葬式人夫乙馬徳一（二二）の三名が人力車上に指揮をとる一隊は新開地筋より福原に入り、裁判所の裏より宇治川筋に出、木谷精米店をおそったが、ここでは早くも二五銭の貼札を出していたため難を免れた（山本鶴松供述書―判決書）］

    　　（『米騒動の研究所・第三巻』）


    ▼鈴木商店焼き討ち。鈴木商店は大阪の米屋の番頭であった鈴木岩治郎が神戸の出店を譲り受けて、明治三年（一八七〇）に創設した商店である。岩治郎は早逝したが、岩治郎の死後は妻よねが中心になり、大番頭の金子直吉に大幅に権限を委譲して、その才腕を存分に振るわせた。金子は日露戦争と第一次世界大戦の際に巨大な利益を獲得して、鈴木商店を一躍近代的企業に育て、社業を発展させた。当時、重要輸出入商品のほとんど全てを取扱い、傘下企業は日本金属、神戸製綱、帝国人絹、帝国麦酒など六十余社におよんだので、資本金総額は約五億円に達した。その事業の一つに米仲買があったので、米価調整策による政府買い上げ米の払い下げを受けて海外へ輸出する業務をおこなっていた。 世間では、鈴木商店はこの特権を利用して米買い占めを続け、米価を吊り上げて暴利をせしめているというウワサがやかましかったのである。


    ［さてこの夜の鈴木商店前には早くより群集が集まって騒いでいたが、午後八時二〇分頃湊川公園よりおしかけて来た集団が加わり、数千（一万＝又新日報、八・一三）に達した。一方同商店では「朝来既に群集の押し寄せ来るべきことを予期し、警戒大いに努むる処あり、ことさらに正面入口を開放しすこぶる平静を装いいたるが、群集殺到すると見るや、予て警戒のため出張中なりし相生橋署の正服巡査一〇数名は手に手に警察提灯をふりかざして、ズラリと入り口前に整列警戒を行いたるため」、群集は遠巻きに囲んでときの声を上げ、やがて投石するもの次第に多く、「硝子戸が破レタリ、又ハ石ガ物ニ当ル音ノタメ、マルデ鉄工場ノ音ノヨウ」であった。九時頃市電が商店前の曲がり角にさ しかかるや、「電車をとめろ」と叫んだものあり、群集はどっと電車をとりかこみ、或はボールを外し或は窓ガラスをうち破った。これをおしとどめようとした巡査は仲仕三上政次郎（三五）らにより、「生意気イウナ、米ガ高クテ困ルノハ巡査モ同ジコトダ」と袋叩きにされてしまった。

    　一方この群集別働隊一〇〇余名は栄町四丁目の鈴木旧店におしよせ、家内に侵入、手当たり次第家財を表街路に投出し、「婆を出せ、およね婆を出せ」とさわぎたてて、やがて「火をつけろ」の声と共に放火、そのもえ上がるのを見極めたのち、口々に万歳万歳ととなえ、電車道づたいに鈴木本店に向かった。

    　さて、本店前の群集中、数十名の一団は警戒線を突破、シャツ・猿股にねじり鉢巻をした十八、九の青年を先頭に店内に乱入、階上・階下を荒らしまわり、器物をめちゃくちゃに叩きこわした。「警官隊は拱手傍観するの有様となり、ほとんど無警察状態を現出」した。そしてついに木屑をつめたセメント樽に石油を注いで火をつけ、店内に投げ込んだものあり、このため店内三ヵ所に一時に火の手が上がり、たちまちもえひろがった。ときに九時二〇分（判決書および神戸新聞、八・一三）

     市内各消防隊は急を聞いて駆けつけ、消化に力めんとしたが、群集はホースを切断、或はポンプをひっくりかえすなど妨害につとめたので、火はもえ盛る一方。ついに四階建の本館は一一時頃全く鳥有に帰し、さらに火の手は南隣りの井上医院にうつり、結局全半焼二〇余戸に達した（又新日報、八・一三）］　　（『米騒動の研究・第三巻』）


    ▼他方、湊川公園から流れ出て兵庫方面へ向かった一団は、水木通一丁目、上大開通二丁目、水木通り四丁目の米穀店、精米所をかたはしから襲い、また塚本町三丁目の兵神館兵庫支店へ殺到して表の鉄格子をこわして屋内へ乱入、戸障子やテーブル、イスの家具調度を叩きこわした。兵神館は神戸市内一円の家屋・土地を家主・地主に代行して管理する業務を営業するが、過激な家賃値上げ策 と苛酷で執拗な滞納家賃の取り立てで貧しい借家人たちの恨みをかっていた。さらに、途中で合流した者を加えて数を増やした群集は、兵庫米穀取引所を襲った後、塚本町三丁目の高利貸し橋間久吉方へ行き、屋内を破壊したあげく放火して家屋を全焼させた。橋間宅へ最初に侵入した十六歳ぐらいの少年は、家人に着物類を出させて道路のまんなかへ持ち出し、「悲しいだろうが、見てれ」と言って火を付けた。

    ▼十二日の騒動は湊川公園および三菱造船所を拠点に兵庫区の海岸地区でくりひろげられたが、これと別個に山手地区でも騒動は持ち上がった。午後九時頃、神社境内と広場の二カ所に集まった群衆が葺合・熊内方面の米屋十数軒をい、ほとんどの店の店頭を破壊した。また鈴木商店を襲撃した一団は、さらに東進して午後十一時頃に鈴木商店傘下の神戸製鋼所に到着。製鋼所内の変電所・電灯・窓ガラスを破壊してから米倉に放火して全焼させた。

    ▼十三日午前一時頃、布引町四丁目の兵神館滝道出張所に約一〇〇〇人の群集がおしよせ、丸太で門を破り、乱入して建具と家具を叩き壊したあと放火して全焼させた。群集は界隈の米屋を襲いつつ南下して小野柄通三丁目の日本樟脳製造所（鈴木商店傘下）へ向い、同社第三工場に放火して二棟を全焼させた。


    十三日 ▼十二日夜から十三日未明にかけて神戸市は無警察状態に落ち入り、市内至る所に群集が発生し、扇動者があらわれた。清野長太郎兵庫県知事は、最初はおだやかな鎮無策で取り締まりに当たるよう警察に指示したが、しかし、鈴木商店焼き討ちの報を受けると、もはや純然たる暴徒と見なさざるを得ず、ただちに、 「首謀者らをすみやかに検束し、必要なる場合は抜剣してさしつかえなし」との命令を発した。

    ▼十三日未明、陸軍姫路師団から、鎮撫に必要なら兵を派遣するが如何か、という照会がはいった。知事はしばらく瞑目してから、事態は未だ出兵を要する段階ではないと信ず、ご好意を謝すと返電させた。午前三時半現在、知事はなお出兵に対し慎重な態度を取っていた。午前五時頃、知事はついに姫路師団へ出兵を要請する。同師団はただちに歩兵第三十九連隊の一箇大隊約四〇〇名を派遣、列車で神戸へ向かわせた。また姫路憲兵隊長は二十名の部下を率いて 自動車で急行した。

    ▼午前十一時、神戸に到着した軍隊は県庁首脳と協議して駐屯本部を県庁に設置した。兵士の大部分を市内各警察署へ配備し、一箇中隊が市内を行進して警戒に当たった。午後、神戸市長と市会議長の懇請を受けて、知事は追加派兵を師 団へ要請した。歩兵三箇中隊の三六〇名が午後十時、神戸に到着した。

    ▼市中では騒動が続いた。白昼公然と群集は米商を襲い、めいめい勝手に値段を付けて白米や玄米を持ち出した。今夜も どこそこで焼き討ちが起こるぞという流言が飛び交った。

    ▼国鉄鷹取工場で、行員一五〇〇余人の大半が参加する騒ぎが起きた。数日前に米価高騰の対応策として賃上げを要求したが、工場長出張中を理由に交渉が棚上げされてきたことに、工員たちが憤慨したのである。事務所に投石して窓ガラスを破り、事務所用の自動車をこわし、前後二時間にわたって騒いだ。

    ▼夜が来ると、七時頃から湊川公園に人が集まり出した。八時頃、群集は約三万人に達したと「神戸又新日報」は報じている。それが本当なら、群集は公園だけでなく新開地一帯にあふれていただろう。やがて群集は数派にわかれて市中へくりだし、前夜と同じように乱暴を始めた。前夜と異なる状況は攻撃の対象が米屋だけでなく、酒店・肉店などを含めて拡散し始めたことである。はなはだしいのは一般民家にまで石を投げて軒灯・ガラス戸・床机をこわした。酒店へ乱入した者らはビールや酒を奪って立ち飲みし、気勢を上げながら前進した。この夜は抜剣した警官隊と着剣した小銃を構える軍隊が要所を警備したので、いくつかの場所で白兵戦が起こり、群集側に死傷者を出した。その人数は不明である。


    十四日 ▼この日も不穏な情勢が続いた。竹槍・棍棒・日本刀で武装した二〇～三〇人の小集団が諸所に出現した。これは攻撃よりも自分たちの集落を防衛するための警戒体制であった。市内では店の表を板囲いで閉ざし、家財をまとめて荷車に積み、安全な場所へ立ち退き避難する者があいついだ。県当局は午後六時以の夜間外出を禁止する緊急条例を発令した。軍隊は湊川公園一帯に三四〇名の兵士を投入し、公園立ち入り禁止の措置をとった。しかし各地で小暴動が起こった。


    十五日 ▼県知事は、時局を収拾するために県民に対し次の告諭を発した。


    ［告諭

    　最近に於ける米価の暴騰は国民生活上に至大の影響を及ぼし、殊に中流階級以下の生活は看過すべからざるものあり。政府の夙に米価調節の策を講じ。、専ら之が緩和に努め、本官亦政府の施設と相俟って応急の策を樹て、案略成りて将に公表せんとするの時に際し、突如一二日夜神戸市内に暴動起こり、延て付近町村にも及び、県民の財産に危害を加え、公安を紊すに至れるは、職に地方行政の任にある本官として、上は至尊に対し奉り恐懼の至に堪えず、下は二〇〇万県民に対し同情の念禁ずべからざるものあり。

    　之より先、聖上におかせられては、国民困窮の状を聞きし召され、痛く宸襟を悩まし給いしが、一三日を以て窮民救済の資として金三〇〇万円御下賜の御沙汰を発せさせ給う。聖恩洪大誰か感激せざるものあらんや。政府に於いても優渥なる聖旨を奉体し、廉売米供給の資として金一千万円の支出を為すの議を決せり。政府の調査に依るも、七月一日現在国内在米高は約一千七百万石に上がり、一般の需要を充たすに余りあり。県下に於いても充分供給の余力を存すること確実なるを認めたれば、之が需給を円滑ならしめ、廉米供給の策を樹て、県下富豪に対して之が資金の醵出を諮りしに、皆進んで此挙に賛し、直ちに八〇余万円の義損を得たり。よって先ず物価高騰の甚だしき神戸市に於いて内国米廉売を行い、或は外米施与を為し、一般生計困難を救い、其堵に安ぜしめんとす。

    　一二日来の騒擾に依り、県民に不安の念を抱かしめたるは洵に遺憾に堪えず　と雖も、既に第一〇師団より軍隊派遣せられ、警察力と相俟って秩序の回復に当たり、暴民は仮借する所なく続々検挙に努めつつあれば、此際一般県民は徒に流言飛語に惑さることなく、各其家業に従事し、其の堵に安んず可し。茲に告諭を発し優渥なる聖旨を伝う。

    　大正七年八月一五日　　兵庫県知事　　　　清野長太郎］


    　米騒動が全国の都市へ蔓延する様相を見せ始めた八月十三日、皇室は天皇のお手元金から三〇〇万円を救済資金として政府へ下賜した。天皇は民心の動揺に危機感を募らせていた。政府は同日の閣議で下賜金を人口および細民調査統計に基いて一道三府四三県に分配すること、および、国庫金一〇〇〇万円以内を支出して貯蔵米を買い上げ、必要なる地域で廉売することの二つを決定した。皇室の示した慈恵政策に対する国民の反応には興味深いものがある。一般大衆は「聖恩」による仁政だととらえたが、他方で、いったん「お上のお救い」を受けたなら世間から窮民視されると施米や廉売を拒否する"良識派"が各地に現れた。どちらも天皇を"家父長"としてあがめる家産型国家観にとらえられていたので、雑誌「太陽」（九月号、二四巻一一号）の匿名子のように「国民はその権利として生活を安固にすべき政治を要求することが出来るのじゃによって、御施米をいただいて感泣しておらねばならぬというわけは無いじゃないか」という近代人権思想に立った意見を吐く者はまれであった。この日から米の市営廉売が開発され、市中は徐々に平静を取り戻し始めた。しかし厳重な警戒体制は続けられたので、警察・軍隊とともに赤色腕章を付けた町民自警団・在郷軍人団が辻々を固めた。また「陸軍御用」の札をかかげた軍用自動車がひんぱんに市内を巡警した。十五日以降、群集は一つも発生しなかった。十七日になって、軍は治安回復したと判断して歩兵第三十九連隊三箇大隊と憲兵隊を帰隊させ、かわりに歩兵第十連隊一箇大隊四〇〇名を交替出動させた。


    米騒動の火の手がひろがったのは神戸市内だけでなかった。兵庫県では、同じ時期に県の郡部各所で漁民・塩田労務者・工員・職人・日雇い労働者・農民らによる騒動が以下のように発生している。

     八月九～十日　　　　　　　印南郡大塩村

     八月十・十三・二十一日　飾磨郡飾磨町

    　八月十一・十六日　　　 城崎郡豊岡町

    　八月十二・十三日　　　　 明石郡明石町

    　八月十三日・十四日　　 尼崎市、津名郡富島村

    　八月十三日　　　　　　　　川辺郡小田村、姫路市、津名郡岩屋町、津名郡仮屋町、美襄郡三木町

    　八月十四日　　　　　　　　揖保郡竜野町、飾磨郡花田村、　揖保郡室津町

    　八月十五日　　　　　　　　 飾磨郡高岡村、有馬郡道場村・八多村、朝来郡梁瀬村・栗鹿村

    　八月十九日　　　　　　　　有馬郡有野村、川辺郡六瀬村

    　八月二十二日　　　 　 　　養父郡口大屋村

    　八月二十三日 　　 　　　 美方郡西浜村

    　九月四日　　　　　　　　　 氷上郡芦田村


    　　　　　　※　　　　　※　　　　※　　　　※


    　私は神戸の米騒動の "現場"を訪ねた。ＪＲ神戸駅で下車すると、まず駅の近くの湊川神社へ参詣し、それから新開地──湊川公園――水木通の順に歩いた。湊川公園は、公園と言うより広場と呼ぶのがふさわしい場所であった。広さ一ヘクタールほどの南北に長い長方形の広場である。公園のいちばん奥、つまり北端の場所に楠正成の銅像が据えられていた。碑文によると、昭和十年（一九三五）五月、大楠公六百年祭に当たって「其史跡地ニ公ノ神威ヲ讃仰スヘキ形像ナキヲ遺憾」として地元の神戸新聞社が施主となり、有志約十五万人から浄財を募って建立したものである。私の子どもの頃まで、楠正成は、河内の国の土豪であって、後醍醐天皇の討幕の挙兵に馳せ参じ、智略と武勇のかぎりをつくして戦った「忠臣」であると伝えられて来た。


    　［父は兵庫へ赴かん・彼方の浦にて討死にせん・汝はここまで来たれども・疾く疾く帰れ古里へ］ （尋常小学唱歌）


    　水木通りは、地下鉄の走る大通りに面して銀行、自動車販売会社、商事会社などのビルが立ち並んでいた。一本裏通りへ入って見たが、そこは小綺麗なしもたやが軒を並べる住宅街だった。街並みに、八十年前の出来事を伝える痕跡は何ひとつ見当たらなかった。神戸駅に戻った私は、駅ビル内のレストランで昼食をとった。コーヒーを飲みながら考えにふけったが、ちょっとした思考の混乱を楽しんでいた。湊川合戦と米騒動の類似性に感じ入っていたのである。強いてこじつければ、歴史の「因縁」だ。天皇に利用され、公卿らに使い捨てられ、兵庫湊川で奮戦のすえ自刃して果てた楠正成の「怨霊」が、米騒動で荒れ狂うごろつきたちに乗り移ったと考えておかしくはない。どちらの争いにも、天皇が影を落としていた。

    　建武政権に叛旗をひるがえした「逆賊」足利尊氏は建武三年（一三三六）一月、ついに入洛するが、後醍醐天皇方の猛反撃にあって京都征覇を断念し、いったん海路九州へおちのびる。しかし尊氏は筑前の合戦で南朝方豪族の菊池氏を破り、九州一円の豪族を服属させた。勢力を回復した尊氏は弟足利直義とともに大軍を編成し、捲土重来を期して東上を開始する。鞆津での軍議により、尊氏と直義はそれぞれ海路、陸路の二手にわかれて東進した。播磨で陸路の直義軍を迎え撃った南朝方の新田義貞は、海路の尊氏軍が背面を衛いて上陸し入京することを恐れて兵庫へ後退するが、この間に多大の損害をこうむった。兵庫へ撤退の報に衝撃を受けた後醍醐天皇は、ただちに楠木正成を召し出し、兵庫へ発向を命じる。すでに天下の大勢は足利尊氏へ移ったと見通していた正成は、最後の手段として足利軍勢を京都へ封じ込めて持久戦に持ち込む戦略を奏上するが、天皇はじめ公卿らに容れられなかった。もはや勅命に抗し難しと、正成は、「正成存命無益也、最前に命を落とすべき」と言い切り、死を決して出陣した。


    　第二次大戦後の歴史学で "楠正成像"は変貌する。正成は土地を支配する定住的な土豪型武士ではなくて、「散所の長者」（林屋辰三郎）である。散所は貴族・社寺の所領であるが、荘園社会の"番外地"であって、荘園領主が年貢徴収の予定に入れていない土地を指す。古代末期から中世にかけて、散所は、その名のとおり様々な形態をとって各所に現れた。一つは京都や奈良の都市近郊に形成された散所で、ここに居住する者は市中清掃や駕與丁などの雑役に従事した。いま一つは水辺や山野につくられる荘で、散所民は漁労あるいは狩猟にたずさわり、供御人あるいは神人として魚介類や鳥獣肉を領家である貴族・社寺へ献上した。散所は没落した班田農民や官営工房の解体で失職した古代賤民が、浮浪人となって多く流れ込んだ。貢納を免除されるといっても荘園領主は散所民へ雑役労働を強いたので、流民たちは奴隷的境遇に甘んじなければならなかった。もう一つある。中世の貨幣経済と商品流通の発達は散所に新しい社会的役割を与えた。それは「物流」の担い手である。地頭勢力に次々に荘園を蚕食されていた京都の貴族は、地方の荘園を管理して自らの経済基盤を保全するために、新しい社会勢力との結託を必要とした。荘園から出させた米やその他の貢納物を水陸の交通路にのせて都まで安全に輸送することで領主経済は成り立つが、この仕事を受け持ったのが散所民である。彼らのなかから、領主から与えられた特権によって多くの隷属民を駆使する指導者が登場して領主の荷を輸送し、都までの運送管理の責を果たすばかりか、運輸・商業活動のなかから莫大な利益をつかみ取って富裕な長者におさまる者が現れるのは時の勢いである。彼らは山科、大津、坂本あるいは淀、川崎、水無瀬、長洲、垂水といった水陸交通の要衝に居を構えた。


    　楠正成は、そのような散所長者の一人で、播磨から摂津、河内、和泉を経て大和にいたる広域の交通要路を支配し、各地の散所から数千のごろつきを動員して掌握する力を持っていた。また彼は畿内に隣接する伊賀国の悪党・野伏たちとも緊密な連係関係を保っていた。湊川合戦の前年、尊氏が九州へ敗走する際に、正成は味方の形勢が有利なこの時に尊氏と「和睦」すべきであると奏上し、戦勝に酔った公卿らから「さても不思議の事を申したり」と嘲り笑われたが、その後の戦局は正成が読んだとおりに展開した。彼が正確な情勢判断を下すことができたのは、アウトローたちとのネットワークから豊富な情報を得ていたことと自らの無頼の生き方をとおして鍛えた現実的な思考力と決断力とに負うのである。楠木正成はゲリラ的集団戦を得意とする軍師であった。金剛山中の赤坂城籠城戦と千早城攻防戦で大石落としやワラ人形作戦、石礫など数々の奇抜な戦術で鎌倉幕府軍をてこずらせたが、機略に富むがいかにも泥臭い戦法に彼の出自の特徴がよく現れている。


    　　　　　　※　　　　　※　　　　　※　　　　　※


    　だれが米騒動を指導したのか。米騒動を「自然発生的」であったとする見方は、まちがえている。人間はケンカをするときでも社会的慣習による作法を踏む。それが狂気的な行動であれば、呪術的儀礼にたよる。富山県の漁師町では「ばば」や「おかか」が指揮を取った。彼女たちは地縁的社会のなかで伝統的に指導的立場を得ていた。他方、神戸市ではどうだったか。ここには、砂粒のようにばらばらに孤立した人間の堆積である「群集」が存在するだけだった。群集を扇動し、彼らを一つに束ねて運動を方向づけ、戦端を切り開いて騒動を主導していたのは、神戸の町に蟠踞する「ごろつき」たちであった。すなわち、向こう鉢巻をしめて白タビをはき、人力車上に仁王立ちして群集へ号令をかけた男であり、水滸伝の豪傑の彫り物をした背中を露わにし、五尺の丸太を振り回して消防隊の消火活動を妨害した男であり、猿股一つの素裸に晒し木綿を巻き付けて手に手に棍棒を持って暴れた五～六人の男たちであった。


    　ごろつきの歴史は古い。ごろつきが集団的勢力を持つようになったのは鎌倉末期～室町期から戦国期にかけてである。社会の大混乱期に、彼らはかならず社会の前面へ躍り出て、活躍した。ごろつきは法や社会秩序をわきまえない命知らずの無法者ではない。むしろ合法と非合法の境界を熟知していて、自分が社会の埒外におかれた疎外者であることを痛いほど自覚している法外者なのである。したがって、細民あるいは貧民と呼ばれる下層社会の群集と、たちどころに連帯することができた。

    　先導するごろつきたちに随いて騒ぎをひろげたのはどんな種類の人々であったか。騒動中および騒動後に警察は主動者とおぼしき人物を次々に検挙したが、八月二十三日現在の神戸市内検挙者数は五七八人で、その職業は約九十種類に分かれている。十人以上を含む主だった職業を挙げると、仲仕（一一三）、職工（六八）、無職（三八）、人夫（三二）、大工（二八）、船夫（二四）、店員雇人（一九）、車夫（一九）、日稼手伝（一六）、靴直し（一六）、古物商（一四）、魚商（一四）、下駄屋（一一）、八百屋（一一）、であり、これらの他に荷馬車挽、会社銀行員、新聞配達夫、将校、馬丁、按摩、庭師植木職、遊芸人、看守長などが含まれていた。警察は手当たりしだいに検束したので全体像を正確に写し出していると言えないが、大体の傾向を見ることはできる。神戸は大港湾がひかえる都市なので仲仕という港湾労働者が多いのは自然の成り行きだったが、それに次ぐ中核勢力は当時職工と呼んだ工場労働者である。そして、これに加えて人夫、大工、船夫、車夫、日稼ぎ手伝いなど職人的労働者が多数参加した。


    　日清戦争と日露戦争の二つの戦争を経て、日本に「産業革命」が展開された。日清戦後に製糸・紡績・マッチ製造・織物・タバコ・製紙など軽工業の分野で近代的マニファクチュアないし機械制大工業の工場が急増する。そして日露戦後は、開戦直後の明治三十七年（一九〇四）七月官営八幡製鉄所の銑鋼一貫生産が軌道に乗ったことが象徴するように、陸海軍工廠の艦艇・兵器生産を枢軸として製鉄・造船・車両製造・機械製造など重工業が興隆した。これら近代産業を擁する日本資本主義経済は、明治四十年（一九〇七）十月の世界恐慌のなかで膨大な外債処理にせまられる自国の戦後不況を抱えて苦しむが、金融資本は大陸進出に活路を見出して、自らの地盤を固めていった。大正三年（一九一四）六月、ヨーロッパで戦争が勃発した。第一次世界大戦である。そこで、"天佑"（井上馨）と呼ぶべき空前の好景気が日本へもたらされたのである。

    　第一次大戦を契機に産業資本が急成長し、これとともに工場労働者数が増大した。五人以上規模の民間工場の職工数は、開戦の年大正三年に九五万人であったが終戦の大正八年には一六一万人（一・七倍）に達している。これに職工以外の人夫、官営工場労働者、鉱山労働者、通信・運輸労働者を加えると賃金労働者総数は三〇〇万人（大正八年の国内人口五、五〇〇万人の五・五％）に達していたと推定できる。大戦中の生産力増強がとくに　顕著だったのは重工業部門の造船業と機械製造業である。『三菱神戸造船所七十五年史』によると、大戦によって日本海運界は活況を呈し、大型貨物船建造の機運が高まったので同造船所では大正四年六月、第一船台および第二船台の築造に着手して翌五年五月に完成させた。また欧州から修繕船の注文が殺到したので、二基の浮ドックを昼夜兼行で稼働させた。これによって大正五～七年の生産高は新造船、修繕船とも高水準で推移したが、とくに大正七年（一九一八）の生産高は新造船六〇〇万円（前年比二・七倍）、修繕船五八〇万円（前年比一・九倍）という勢いであった。この年に米騒動が起きたのである。

    　米騒動は、手仕事職人や人夫、車夫、日雇い雑業など"古い貧困層"に工場労働者、鉱山労働者など "新しい貧困層"が加わって起こした騒動であった。三菱神戸造船所の騒動は製缶工場から始まっている。三菱造船所関係の被起訴者十四人について職種を見ると、鍛冶職十人、機械仕上職一人、旋盤職一人、職工見習一人不明一人となっている。このうち鍛冶職というのは製缶工（鋲打ち、孔明け、薄板加工など）および撓鉄工（撓鉄、板曲げなど）を言うので、船殻・隔壁・甲板・船楼を築造する作業に従事する職種であり、造船所ではこの部門に最多数の人員を擁していた。旧時代の鍛冶職の素養を持つ者が在来の技術を生かしながら、鋼船建造という新しい産業分野へ参入したのである。激しい筋肉労働であり、職場によって高度の熟練を要求されたが、賃金率は旋盤工や機械仕上・組立工というまったく新しい技術工より低位におかれていた。賃金条件のほかに労働環境の変化の問題があった。鍛冶職は伝統的に「伍」と呼ぶ作業集団を組んで仕事をする。初期の造船所には、この慣習がそのまま持ち込まれた。経営側は古参職人にある単位の作業を請け負わせて、作業の指揮・監督、賃金の決定、職人の雇い入れ・解雇を彼に委託した。しかし日露戦争前後から造船所は急速に経営規模の拡大を図ったので、 "親方請負制"を廃して一元的な直接労働管理体制に切り換え、個人を単位とする請負制あるいは出来高払い制を採用した。古い職場慣行では親方・子方のあいだの封建的搾取を含んでいても、情実と融通が利いた。しかし経営規模の拡大と新しい生産手段のあいつぐ導入、および就業規則の強化と強制は工場労働者の側に違和感を強め、不満を募らせた。 "新しい貧困層"は自分たちの貧困と社会的不公平を自覚する人々であった。彼らは攻撃の矛先を工場長以下の管理職や上級職長へ向けたのである。


    　民衆を決起させたのは「飢え」ではない。「社会不安」であった。生活必需品的な基礎的消費財である米の値段の馬鹿げた騰貴は、社会不安の動かぬ証拠であった。八月十二日夜、湊川公園から流れ出た群集は、二手に分かれ、鈴木商店と兵神館兵庫支店へ殺到した。手始めに、 "悪徳商人"を血祭りに上げて気勢を挙げたのである。群集が激しく求めたのは、生け贄を見つけ出して十字架に付けることだった。衆人環視のなかへ「悪」の正体をひきずり出して犠牲に供するとき、異常に高められていた緊張・敵意・葛藤・怨恨などが一挙に解放されて、人々は共同体としての一体感を取り戻す。ここで、暴力をふるうごろつきたちはトリックスター（いたずら者）としての性格を思う存分発揮するのである。「悲しいだろうが、よく見ておけ」と言って路上に積み上げた着物と帯に火を付けて燃やした少年の所作が、アウトローの特徴をよく伝えている。


    　　　　　※　　　　　※　　　　　※　　　　　※


    　米騒動は日本社会の各層に衝撃を加えたので、その影響は大きかった。

    （１） 寺内正毅軍閥内閣が倒れ、かわって最初の政党内閣である原敬内閣が成立した。

    （２）大衆の権利意識がたかめられて、労働運動・農民運動・婦人運動・学生運動・普選運動が

     いっせいに開花した。

    （３） 米騒動から四年たった大正十一年三月、全国水平社が創立されて、部落解放および自由と

     平等を要求する水平運動が開始された。

    　上のなかで、私は、（３）の水平運動の勃興を最も重要視する。なぜなら、米騒動は「近代天皇制国家」が抱えてきた前近代的な遺習と維新改革との矛盾、および、それがもたらした暴力と野蛮を白日の下にさらけだした事件だったからである。そして水平運動こそ、民衆から発せられた果敢な抗議であり、「人権宣言」であった。

    　暴力（violence）は、支配者と被支配者の両方が分かち持っている。どちらも人間だから。私たち人間がおかす様々な悪行のなかで、考え得る最大の罪は「差別」である。差別者の被差別者へ向ける嫌悪ないし恐怖が暴力を生み、被差別者の差別者に対する怨根が暴力を生む。誰でも胸に手を当てて考えると思い当たることだが、この罪業を克服したと言い切れる人は一人もいない。地球上で人間ほど残虐な生き物はいないと言う、賢い人がいる。人間は憎しみ合い、争って殺し合うばかりでなく、数々の殺人兵器や拷問具を研究開発して飽きることがないと言うのである。一面を眺めると、本当に、そのとうりである。だが、自分が悪かったと気が付いたら、自ら非を認めて、相手の人間および神に謝罪する生き物は、これもまた人間だけである。人間の罪障観は人間の歴史とともに古く、人の心に深く根をおろしている。


    　「ケガレ」について考えなければならない。ケガレは「ハレーケ」と並んで日本民俗学を支える基本概念である。「ハレ（晴れ）とケ（褻）」は日本古来の民衆の生活律を表徴し、「ケガレ」は罪障観をあらわす。ハレとケについては、ハレは盆正月と祭りなど一年のなかで特別に晴れがましい日であり、ケはふだんの生活を指すと解釈するのが一般的だが、ケガレについては色々な説に分かれている。ここでは、「ケガレはケ枯れ、あるいはケ渇れである」（桜井徳太郎）の説に従って考えを進める。「ケ」に「褻」という漢字を当てはめたのは柳田国男だが、ケゴ（ケ居）ケギ（ケ着）、ケネシ（ケ稲）、ミケ（神饌）など日本語の方言には「ケ」の語幹を持つ言葉がいくつも残されている。「ケ」は生命体を育て実らせる根源的な霊力を意味し、その霊力に支えられるものとして人間の日常生活を「ケ」ととらえたのである。そこで「ケガレ」とは、生命体が生き残るか滅びるかという瀬戸際に立たされる、危機的な状況を指して言う。因みに、ユダヤ教がイスラエルの民のエジプト脱出を記念して祝う過ぎ越し（パスカ）は、ケガレと類似の観念を含む。


    　最大のケガレは死である。古代人は人間が死ぬることの意味がよく分かっていなかった｛脳死論争をかさねる現代人は古代人よりもっと分からなくなっている｝が、「あの世」が存在することを確信していた。死者が首尾よく「あの世」に到達するまでは "生死不明"の状況が続くので、これはケガレに他ならない。また女性の出産と月経は生殖の存亡にかかわる重大事だから、これをケガレとしたのは怪しむに足りない。これ以外に、たとえば長雨に降りこめられて心が沈む時にも、ケガレを体験した。「ハレーケ」の生活律と「ケガレ」はたがいに反響し合うが、両者は非線型の関係にある。ケの霊力が減退したのでケガレがやって来るといった関係ではない。ケガレはハレ（吉事）にもケ（凶事）にも出現する。ケガレの内容を実体論的に追求することにあまり意味はないので、むしろ、ケガレに際して人間はどう対応すべきかという慣習に重大性がある。吉事の際のケガレでは、無事を祈って「斎う」のであり、禊ぎをする。凶事のケガレでは謹慎して「忌む」のであり、祓えをおこなう。どちらも「い」という語幹を持つ同根の言葉である。喜びの時も悲しみの時も、独り引きこもって身を清めておくこと──このおこないに日本人の罪障観と信仰の古型が示されている。

    　歴史のなかで「ケガレ」は「汚れ」に転化した。民間信仰のなかで死を "黒不浄"出産と月経を "赤不浄"と呼んで忌み嫌うようになり、さまざまの葬制と習俗を生み出した。いつ、どのようにして変化が生じたかは日本歴史の大問題だが、変化をおしすすめた要因を二つ挙げることができる。


    （１） 日本古来の神祇信仰は、はやくから陰陽道・仏教・儒教の外来宗教と習合を重ねながら、自らの祭祀体系と教説を発展させてきた。異なった宗教の道徳・思想を取り入れて祭祇の権威を高め、そうすることで支配の権力を強化したのである。古代社会祭祀権と支配権は一体のものであった。古代王権は、万物を陰と陽の二項対立でとらえる陰陽道の宇宙論と殺生を禁じる仏教思想の影響を受けて死を「汚れ」と見なし、「死穢」の観念を定着させた。王権神話と祭祀の場から、いっさいの汚れを払拭して「清浄」を保たなければならなかった。


    （２） 禁忌《タブー》を含めて、いわゆる道徳は人間の集団社会を危険と不安から防衛するために考え出される。古代王朝国家が完成すると、政権者である貴族は自分たちの地位を安固にするため、汚れ忌避を祭祀空間だけにとどめないで日常の世俗空間にまで拡張した。天皇の内裏を清浄に保つことに極度に神経を払ったのである。死屍は洛外へ捨てることを命じ、「死穢」とあわせて「触穢」の精細な規定を設けた。汚れたものを特定することは、やがて、そのものを取り扱う人々を汚れたひととして規定するようになる。古代末期から中世前期に、貴族・社寺は散所の隷属民らへ神事や祭礼に奉仕する雑役を命じたが一方では、市中の清掃と死者の葬送、死牛馬の処理に当たらせた。洛中から汚穢を取り除く彼らを「清目」と呼んだ。神事と汚れの両方に畏れを抱いたことに注目してよい。「キヨメ」は一種の聖職者であって、彼らにはそれなりの特権が認められていた。ところが鎌倉末期に至ると「エタ」という言葉が現れて、キヨメとエタは同一視される。当時の史料によりエタは「餌取」の転訛とされるが、これに「穢多」という漢字を宛てた。隷属民のうちのある者は、宗教的権威を剥ぎ取られ、汚れ多い人間として社会の最下層へおしこめられた。ここに、近世・近代の「部落差別」の前史を見出すことができる。


    ［なぜこのようにも奇妙キレテツな差別がいきつづけてきたのか、それの解明は容易ではない。あえてやれば、独断と偏見の見本のようになってしまうおそれ、なきにしもあらず。しかし、一つだけはっきり言えることは「貴賤」という人為的な構造がなければ、賤の差別は成り立つわけはなかった、ということだ。実際、貴賤の概念ほど、マカフシギなものはない。これをペテンと思わず、社会的事実であり、人間的真理だと信じるのは、地球上、ひとり "人間"だけなのではあるまいか。］

    　　 （住井すえ「まえがき［人類の詩］」）［「水平社宣言を読む」所収］


    　古代・中世・近世・近代を通じて、「差別」には、罪障観という通奏低音が鳴り続けている。人間精神の根底にひそむものは、救いの渇望と往生のさまたげになる罪業の忌避である。人間は、理性の力のとどかない非合理の世界の存在として「聖」をおそれ、また同様に「賤」をおそれる。聖と賤を二つの極とする「人為的な構造」によって、人間社会という小宇宙の秩序化を図るのである。この構造は現代にも生き続けている。

    　古代・中世・近世の統治者は「差別」を人民支配の手段に活用した。古代律令制国家では民衆を良民（班田農民）と賤民の二つの身分に分け、さらに賤民を官戸・陵戸・家人・官奴婢　・私奴婢という「五色の賤民」に区分した。法によって奴婢は牛馬や兵器と同一視されて "道具"とみなされ、奴婢売買の価格が公的に定められたくらいである。中世では、非人・河原者・犬神人・散所者・汚穢多などさまざまの称呼を付けられて貴族・寺社に隷属する賤民身分がうまれた。この身分はきわめて流動的であり、下克上の高まりとともに解体していった。しかし近世に入ると、幕藩権力は差別を賤民蔑視の段階にとどめないで、農業生産を基盤にする社会体制を固める上で身分を制度化し、身分差別を積極的に行政手段のなかへ組み入れた。すなわち武士階級の支配下に置かれる民衆を農・工・商の順に等級を付け、さらにその下に"人外の人"として「エタ・非人」の身分をさだめたのである。非人は犯罪者・心中未遂者・勘当者など社会的落伍者で非人小屋に収容されるか無宿者になって放浪した。エタは呼称こそ中世のそれを継承しているが、幕藩権力が政治的意図をもって新たに作り出した社会身分である。つまり差別することで民衆勢力を分断し、専制的支配を確実なものにしようとする作為をこめていた。賤民差別について幕府や藩は明確な法令を発してはいないが、十七世紀後半頃から検地帳や宗門人別帳に百姓と賤民をはっきり区別して記載し、身分を固定化するようになった。

    　幕府と藩は折々の「御触書」で差別政策を推進したが、エタに対する制圧はとくに厳しく、彼らの居住地を町や村の周縁部へ局限し、職業について一部に農業を認める以外は　牛馬の処理業・皮革業・履物製造・清掃などの "賤業"を強制した。そして、部落外との通婚を禁じた。ここに、「被差別部落」が確立されて、いわば差別の世襲化と貧困の再生産機構が整えられた。江戸中期以降、商業的農業および商工業が発達して近世封建体制の矛盾が深まり、幕府と藩の経済基盤が揺らぎ出すと、為政者は体制立て直しのため種々の施策を打ち出すが、その一つはエタに対する差別強化である。規制の内容は色々あるが、ある藩では被差別部落の住民が部落外へ出かける時は下駄・ぞうり・ほうかむりを禁じ、また他藩では七歳以上の部落民男女は五寸四方の毛皮を目立つように首から前に下げて往来すべしと命じている。これは、苛政というより嗜虐と呼ぶべきである。権力者は権力の動揺期、解体期には民衆の反抗を極度に恐れるので、弾圧を強化する。しかし長年続いたのは、公権力だけによるのではない。民衆の側にも罪障観が因果応報論を産み、そこから「上を見て暮らすな、下見て暮らせ」という通俗道徳が根を張っていった。この悪弊は今日まで尾を引いている。


    　徳川幕府が築いた二百数十年の「天下泰平」は手工業と商業を発達させ、また学問・芸術・芸能などの文化を育てた。私たちは、そこに「近代」の萌芽を見出すことができる。そして、近世賤民制度は「天下泰平」が抱えていた醜悪な部分である。歴史を学ぼうとするとき、私たちは民族の歴史の誇りと汚辱の両方を直視しなければならない。古代・中世賤民制度にくらべて、近世賤民制度は際立った特徴を持つ。それは賤民を非人とエタの二つに分け、両者の取扱いを厳格に区別したことである。非人については、条件が整えば "足洗い"といって社会へ復帰することを許したが、エタに対してはそういうことを一切しなかった。幕藩権力はエタを奴隷扱いにするのではなく、あくまで不可触の汚れた人間として規定し、しかもその身分を固定して子々孫々に至るまで永却の烙印を押したのである。これは世俗権力による罪障観の「合理化」であった。人々の恐れの対象である「汚れ」を被差別部落に封じ込めて、目に見える存在に変え、そうすることによって公儀権力の正統性および身分制社会の正当性を民衆に納得させようとしたのである。水平運動に立ち上がった人々は、祖先が強いられた階級政策の犠牲を正確に認識し、「宣言」のなかで、自分たちに振り当てられた歴史的役割を正当に表明している。


    　［犠牲者がその烙印を投げ返す時が来たのだ。殉教者が、その荊冠を祝福される時が来たのだ］


    　差別意識の裏側に宗教意識がへばりついている。それを、私は罪障観と言ったが、もっと積極的に、犯した罪をつぐなおうとする贖罪観と言い換えてもよい。贖罪観は救済信仰と一つになって、魂の永続性の保証を求めるのである。その形は民族の歴史が作る。


    　［第一に考えられるのは神道に於ける贖罪観念の存否の問題である。耶蘇教などは、この贖罪観念があまりに発達している。一般にはこれと神道の贖罪観念とは余りに違う様に考えられてはいまいかと思う。端的に言えば、つまり一人が多くの者に代わって罪を負うと言う形である。物を以て罪を贖い、或いは肉体的の労役などを以てその罪を贖うと言う信仰上の行為であって、この信仰が宗教的に説明されなくとも、同一社会に於いて同一信仰の制約のもとに生きる人々には、同様な罪・汚れを行った場合には、その為に、贖罪を代理する者が出なければならぬのである。かかる事は神道には珍しくはなかった。］

    　［禊祓は一般に罪を犯した、或いは汚れたから禊祓をするのだと解され易いのだが、併し私は、善事を迎える前提として身を清めて置くと言うことが、元々の形だとかんがえている。勿論、或時代・或地方では、元の形と後に変化した形とが交錯しているではあろうが、併しその変化した形で出て来る事が多いから、神人の廻国は、信仰を勧めに行くと言うのみではなく、自分等の贖いをすべき材料を、その神人が人々の贖罪を負担してくれるのであると言う考えが生じ、提供すれば、その神人が属する社は罪なり汚れを贖う様な形をとり、更に解釈が変わって、代参の考えとなって落ち着く事となるのである。］

     　（折口信夫「神道に見えた古代論理」）


    　折口信夫（一八八七～一九五三）は「古代に先立つ前古代」という言い方をするが、その前古代日本人は晴朗な宗教心を抱いていた。その心から罪障感あるいは贖罪観が生まれたので、そこに「死穢」は影も形もなかった。このことは、柳田国男（一八七五～一九六二）が「山宮考」で突き止めたところでもある。


    　［曽っては我々はこの現世の終わりに、小闇く寂かなる谷の奥に送られて、そこであらゆる汚濁と別れ去り、ぜんぜんとして高く昇って行くものと考えられたらしいのである。我々の祖霊は既に清まはって、青雲たなびく嶺の上に休らい、遠く国原を眺め見おろして居るように、以前の人たちは想像している］（柳田国男「山宮考」）


    　伊勢神宮のネギが谷の奥の葬所でおこなう素朴で古式を残す山宮祭では、祭所に酒肴と強飯を持ち込み、祭儀に先立って、共同の飲食をする。これを柳田は上代の葬法のなごりと見た。つまり弔いの時は、死者と生者が親しく交わって最後の別れの食事をするのである。今日の葬式では、通夜の式のあとで会葬者が飲食のもてなしを受け、火葬場で荼毘をすませたあとで遺族と近親者が会食をするが、葬儀屋はこれらを「お清め」と称する。古代人と近代人と、どちらが健康な宗教心を持っているか。立ち止まって考えて見る価値はある。


    　　　　　　　※　　　※　　　※　　　※


    　明治四年（一八七一）八月、明治政府は太政官布告で「エタ・　非人の称廃され候条、自今職業とも平民同様たるべきこと」という解放令を発布した。 "四民平等"の精神に基づく施策である。しかし一片の政令で積年の悪弊を改善することはできなかった。明治四年から六年にかけて部落解放に反感を持った住民らによるいわゆる「解放令反対一揆」が西日本で十数件起きている。騒動にいたらなくても、日常的な小さな紛争や "村八分"的な差別は陰に陽に執拗に残存し続けた。差別されていた人々は "貧乏への自由"（freedom for poverty）へ解放されたのである。封建的身分差別の束縛は解かれたが、維新政府が打ち出した営業の自由・職業の自由の新しい社会体制の下に始まった経済自由競争のなかへ裸で放り出されたので、彼らの多くは、貧困と劣悪な生活環境から脱出することができなかった。そして一般大衆の嫌悪と恐れの視線にさらされて、地域の付き合い・就学・就職・結婚など社会生活全般にわたって差別を受け続けた。明治四十年頃から「特殊部落」という言葉が新聞紙上に現れるようになった。この新しい差別語は民間に定着し、官公庁の公文書にまでもちいられるようになる。なんら根拠を持たない「特殊」という用語が、旧時代の「エタ」という賤称に秘儀的意味を与えて人々の心のなかに隠微に生き続けることになり、被差別部落の一般社会からの隔離を決定的にした。この社会のなかのどこかに反社会的で嫌悪すべき小社会がひそんでいるという妄想を大衆に植え付け、隔離された社会で生活し続けなければならない人々に絶望的に大きな苦痛を加えたのである。

    　明治末期から大正期にかけて、「融和主義」を踏まえた部落改善運動が起きる。明治四年当時民部省官僚として賤民身分制の廃止を訴え、「解放令」発布を建策した大江卓は、政界・財界・仏教界へ働きかけ内務省の援助を受けて、大正二年（一九一三）、東京に「帝国公道会」を創立した。大江らは全国の部落の代表者を会員にして組織に加入させ、部落を巡回講演し、機関誌『明治の光』を発行した。帝国公道会の主張は、天皇の「聖恩」の下に国民一致の社会を実現することだった。しかし、その説くところは被差別部落住民の「更正」に力点が置かれたので、部落住民を "弱者"あるいは "劣者"と見る思想から脱却することができなかった。


    　米騒動の時に「差別」は一つの頂点に達する。米騒動は被差別部落住民が起こしたものであり、彼らの主導によって騒ぎが拡大したという認識が政府部内に生まれて定着したのである。まず閣内では後藤新平外相が側近の一人に大阪市における騒動の状況を調査させ、その報告に基いて、米騒動は寺内内閣に批判的な「大阪朝日新聞」が煽動し、それにより被差別部落や都市スラムが "発源地"となって生じた、という認識を寺内正毅首相に進言している。また某内務省高官は、「暴徒の多くが特殊部落の者なることはすこぶる注目に値する。そして最初に起こった富山県の暴動は特殊部落民には関係ないが、京都、大阪、神戸および岡山、三重県などにおける暴動はいずれも特殊部落民にて、その他の群集は単にこれら特殊部落民に雷同したに過ぎないようである」という談話を新聞に語った。内務省のほかに司法省、文部省の高官も「米騒動に特殊部落民多数加わり、首謀せり」という見解を示している。たしかに京都市で騒動の口火を切ったのは被差別部落の住民であったし、大阪、名古屋、神戸などの各都市で米屋へおしかけて廉売を強要した "細民"の群集に被差別部落民が多数参入していたことは疑えない。しかし政府当局者たちの右のような見解には、明らかに、被差別者らをスケープ・ゴートに仕立てようとする作為を見ることができる。米騒動から十九年たった昭和十三年（一九三八）、司法省刑事局検事の古河光貞は、思想特別研究員として治安対策の見地から米騒動を研究し、『所謂米騒動の研究』をまとめたが、そのなかで騒動の主体性について、「米騒動」に対し西部日本各地にわたりて特殊部落民の多数蜂起参加したるありて、騒擾の原動力たりしものすくなからざりし事実は、既に世論の一致するところなりと述べる。"被差別部落主導説"は、もう動かぬ歴史的事実とされていた。右の文章に続く箇所で、古河は侮辱的な言葉をつらねているが、私は引用するに忍びない。


    　部落を解放して差別を克服するには、自分たちが立ち上がって行動を起こさなければならない。これを、米騒動が被差別大衆へ覚らせた。大正十一年（一九二二）三月三日、京都市の岡崎公会堂で「全国水平社」の創立大会が開催された。前年秋、京都・奈良・大阪・東京に住む九人の青年たちが集まって、水平社設立の構想を討議し始めたのである。大会準備期間はわずか三ヶ月だったが、全国から三〇〇〇人が参加した。発起人のなかで最年長者の南梅吉が大会議長になって開会の辞を述べたあと経過報告があり、ひきつづき「綱領」「宣言」「決議」が朗読され、満場が拍手と歓声をもって次々に採択した。その後、各地の代表者の演説が続く。

    　青年たちは、十七世紀イングランドで起こったピューリタン革命の時の民衆組織、レベラーズ（levelers）から「水平社」の名を考えついた。また、この日、大会会場には黒地に赤い荊の冠を染め抜いた旗をかかげた。「兄弟よ、吾々の祖先は自由、平等の渇仰者であり、実行者であった」と謳う　宣言は、「人の世に熱あれ、人間に光あれ」と結ばれる。そして、三項目より成る「決議」の第一項は、次のとおりである。


    ［一、吾々に対しエタ及び特殊部落民等の言行によって侮辱の意志を表示したる時は徹底的糾弾を為す］


    　この後、「徹底糾弾」は水平運動を貫く基本方針になる。徹底糾弾の四文字を見詰めて、私は、差別という人間悪の底の深さを思い、また水平運動に立ち上がった人々が父祖の代から背負ってきたいわれなき世間の蔑視と、それがもたらした苦痛および屈辱の重さに思いを致す。彼らは、自分たちは怨念から発してそうするのではない、社会悪を究明し、その根を根絶して、人の世に熱を、人間に光を実現したいのだと主張した。しかし、糾弾運動は少なくとも二つの難点を孕んでいた。まず、差別的な言葉づかいや行いをとらえて抗議をし、相手に反省と自己批判を迫る運動であるから、運動はしばしば激しい個人攻撃に走った。つぎに、運動が活発化すると部落内と部落外の対決的構図が強調されて、「部落第一主義」に立て籠るようになった。各地でくりひろげた解放闘争が「水平社は怖い」という印象を人々に植え付け、水平運動を大衆から遊離させ、孤立させたのは日本全体にとって大きな不幸であった。しかし水平運動家たちだけを責めることはできない。当時は、日本全体が "闘争主義"という外部からは観測不可能な "ブッラク・ホール"へ向かって一歩一歩近づいていこうとしていた。政治思想や社会思想は、右翼も左翼も、事実を無視する独断的な教条主義にはまりこんでいた。人間社会の自由と平等は人間同士の忍耐と寛容とによって保証されるのだが、忍耐と寛容が極度に低下した社会は、思想を産んで育てる力を失う。イデオロギーばかりがのさばって自由な思想を産まない社会は、堕ちるところまで墜ちる。大正から昭和初期にかけて、日本社会は、そのような状況へ追い込まれていた。

    　米騒動は維新後の日本で急速に進展した社会構造変動の諸断面を集約的に、また激烈に現わした事件であった。社会構造とは、産業・経済の生産関係と政治・行政の支配関係ばかりでなく宗教・思想・芸術・民俗がもたらす倫理関係や社会関係のすべてを包括するものであって、要するに、社会における人間と人間の関係の「総和」を指して言う。人間社会の運動は社会制度や経済機構のごとき物質的機械的条件に規制され、あるいは促進されるところが大きいが、しかしそれを運用するのは人間である。人間の意志の力が社会的・経済的条件に内在し、あるいは先行して働く。したがって歴史を作るものは人間と人間の関係であり、歴史が伝えるものは人間の自由と苦悩である。

  
    第二章　米または穀物食と日本人


    　柳田国男の文章を読んでいて、不意に、私は子どもの頃馴れ親しんでいた石臼を思い出した。円筒形の石を二つを上下に重ねて上の石を手でごろごろと回し、穀物や豆をひいて粉にする挽き臼だが、これを母は知人の坂口さんに頼んで農村の石屋から買い求めた。坂口さんは、私の家の前を走る大阪電気鉄道の踏切り警手をしていて、奈良県の御所から通ってくる。朝一番の吉野発阿部野橋行急行電車が踏切りのところで臨時停車すると、運転台わきの扉をあけて坂口さんは身軽に跳び下りた。急行を急停車させるなんて偉いヒトなのだ、と幼い私は感動したものだ。ある朝、彼はワラ縄で結わえた石臼を手に提げていた。

    　石臼は円筒の直径が三十センチぐらいで、高さ十五センチほどのものが二個。雄臼と雌臼の摺り合わせ面それぞれの中心にホゾとホゾ穴の金物を詰め込んであり、摺り合わせ面の両方に放射状の溝が刻まれている。上になる雌臼は上端に受け皿状の浅い凹みが作られていて、なかほどに穀物を供給する穴がタテに貫通している。そして横腹に四角の穴が穿たれているので、そこへＬ型に作った挽き手を叩き込んだ。受け皿に盛った穀物を適量ずつタテ穴に落としながら臼を回すと、周囲の溝が粉を吐き出す。臼は右回り、左回りどちらに回してもよいが、左回しの方が粉の出がよかった。挽き砕かれた粉を臼の周縁へ搬送する溝が反時計回りの放射線のパターンで刻まれていたからである。乾燥させた小麦を挽くと、白い小麦粉とふすまの両方が出るので金網で粉をふるい分けた。夜業で粉を挽くのは主に私の仕事になっていた。


    　坂口さんは五十歳前後の男だが、子ども好きの人だった。電車の進行と踏切りを渡る人や牛車の往来を自分が監視しながら、長い竹棒の遮断機を上げ下げする操作を私にやらせてくれた。それがおもしろかったので、お昼に下校するとランドセルを玄関先にほうり出して、すぐ踏切番小屋へ遊びに行った。もう一つのアテが私にあった。坂口さんは農家の人で、踏切り警手の仕事は隔日勤務だから、非番の日は田畑で働く。昼食に"職工弁当"と呼ぶ底の深い弁当箱に米飯をまるで箱鮨のようにおし詰めたものを持って来た。二本の箸をわしずかみでにぎり、飯に突き立てて半分ちかくを切り取ると、それを蓋によそって私に食べさせた。おかずが何であったか、思い出せない。おそらく、いつもこうこ（沢庵漬け）と梅干しだったろう。艶のある粒々の白い飯が、それだけでおいしかった。

    　昭和二十年（一九四五）の敗戦の年、私は数え歳九歳で小学校二年生だった。大阪の町で育った私の戦争の記憶は、米軍爆撃機による「空襲」と食糧難による「空腹」の二つだ。食糧難は戦時中よりも戦後にひどくなったように思い出される。戦争が終わって世の中が自由になると、金持ちと貧乏人の格差が露骨になったのである。もう一つ、都市と農村の対立が先鋭に現れた。都市の住民は風呂敷包みをかかえて農家を訪ね歩き、持って来た着物や帯を米と物々交換するという "買い出し"をやらなければならなかった。米を生産する農民は落着ちはらっていて、町の人々は下手に出て交渉した。


    　政府は戦時中から米穀類の配給制度を敷いた。米の配給量は当初一日一人当たり二合三勺と規定された。敗戦後に米の欠乏が深刻になると、米国から送られる救援物資の小麦や飼料用のトウモロコシ、乾燥イモが食料として配給された。都市住民は白米を炊いた飯を食べることができなかった。"銀シャリ"という言葉がはやったが、刑務所の囚人たちの使う隠語だから口にしてはいけないと、おとなは子どもたちを叱った。米と大麦のひき割りを半々に混ぜて炊く麦飯は上等の方で、たいてい菜っ葉やイモを炊き込む雑炊を作って食べた。それもかなえられない日は、団子汁やトウモロコシの粉をふかしたパンを食べた。

    　配給された小麦やトウモロコシを食べ物にするのに、町の人はパン屋へ持参して賃加工を委託するか、あるいは小さな鋳物製の肉挽き器で粉に挽いた。私の母のように手づるを求めて農村から石臼を手に入れようと考える主婦は少なかっただろう。食糧難時代に町の人々は庭や空き地や路傍を掘り返して畑を作り、キュウリ、ナスビ、豆、菜っ葉などを栽培した。もちろん私の母も同じことをして野菜を自給する対策をとったが、彼女の行動はもっと積極的だった。私の育った町は、大阪市街地の南端部に位置しており、家を出て十数分も歩くと田や畑がひろがっている。母は懇意にしている津田さんという近所の農家を訪ねて、「すみませんが、あなたの田圃のところの畦（農道）に一畝だけ耕させてください」とたのみこみ、了解を得ると、その一畝に遠くから目立たないよう、サツマイモの苗をはわせて育てた。きれいな紅色の四十日薯をイモズル式に掘り起こして収穫する時の土の匂いと足裏の土の感触を私は覚えている。収穫物はイモだけではない。サツマイモの茎は表皮をはいで茹でると食べられた。


    　母は京都丹波の農家に生まれて育った。少女時代に大阪へ働きに出ているので農業は体験していない。だが幼い日に見聞きした農事知識が頭とからだのどこかに生き続けていた。四十年たって五十の坂にさしかかった頃に未曽有の飢餓時代に直面して、彼女はそれを活用した。モンペをはき、末っ子の私が使わなくなって廃車になった古い乳母車の台車に一斗樽の肥桶をのせて畑の方へ押して歩く母の後姿を思い出すと、ふと嗚咽がもれる。母が心掛けたのは農耕だけではない。秋が深まるとダイコンを大量に買い込んで漬け物桶に仕込み、冬に備えた。遠い昔に故郷でつちかわれた農民の知恵と情熱を動員して私たち子どもを飢えから守ろうとした母の志は、いま私を感動させる。戦争は "銃後"の社会にまで破壊と窮乏をもたらし、人々を悲惨と不幸の底へ突き落とす。あんな惨めな暮らしは子々孫々にまで味わせたくないというのが、第二次大戦の記憶を持つ日本人の正直な感情であろう。しかし、あの戦争は日本人は何を食うて生きるかということを人々に教えた。日照り続きが河を干し上がらせて河川構造を露わにして一筋残る水脈をはっきり示すように、戦争がもたらした貧困と食糧難は、風土と歴史のなかで築きあげてきた日本民族の食生活の「原型」を子どもの私におしえた。そのことを、近頃の私は一つの幸福であったと考えている。


    　海獣やトナカイの肉だけを食って生きるエスキモーやシベリヤ遊牧民のような例外はあるが、大昔から世界の民族は穀物・マメ類・イモ類の澱粉性食物を主要な食料にし、特定の植物群を選んで基幹作物に育て、民族固有の農耕文化を発展させてきた。これが文化の基礎である。では日本人は何を主要な食物としてきたか。いきなり「米食文化」という言葉にとびつくと、まちがえるだろう。

    　日本人は今日に至るまでどのような食生活をしてきたのであろうか？　民俗学者の瀬川清子は『食生活の歴史』（講談社、一九五六）でこの問題に取り組んでいる。食生活は①食料、②調理方法、③調理道具および食器、④食事の習慣で構成されるが、ここでは主として食料について考えることにしょう。大正六年（一九一七）十一月内務省衛生局保健衛生調査室は、全国の地方長官に照会して各地の日常主食物について回答をもとめた。瀬川は全国都道府県から寄せられた調査報告の要旨を同書に摘録しているが、そのなかから東北（青森・岩手・秋田）、関東（埼玉・千葉・東京・神奈川）、近畿（京都・大阪・兵庫・奈良）および南九州（熊本・宮崎・鹿児島）の四地方だけについての内容をぬきだして、ここに引用させてもらう。


    　全国の主食物の様態には、鹿児島や沖縄の「サツマイモ常食」や北海道の「ジャガイモ常食」のようなやや特異な形態も認められるが、一般的に次のように類別することができる。

    　　・ 白米飯

    　　・ 麦飯（米と大麦の混炊）

    　　・ カテ飯（米、麦に大根、イモなどを混炊）

    　　・ 雑炊（米、麦に大根、イモ、豆などを混炊）

    　　・ カユ（白ガユ、イモガユ、茶ガユなど）

    　　・ ヒエ飯（米、麦にヒエを混炊）

    　　・ アワ飯（米、麦にアワを混炊）

    　　・ ダンゴ汁（トウキビ、ソバ、イモ、カボチャなどをつぶしてねる）

    　　・ 焼モチ（ソバ、イモ、トウキビなどを混ぜてねって焼く）

    　調査内容は①市部、②市街地郡部③村落部の三つに区分してまとめられているが、①→②→③の順に米を食べる率の低下していることが分かる。米および麦を主食物にするのは都市にかぎられており、しかも毎日白米飯を食べるのは上流、中流階層の人々であって大多数の下層民は麦飯やカテ飯、雑炊を食べるのが普通だった。また農村では第二次大戦が終わる頃までヒエ飯やアワ飯を常食にする地方が少なくなかった。近代にいたるまで稗（ヒエ）と粟（アワ）は米、麦とともに日本の農山村で主要な食物の地位におかれていたのである。　


    　大正九年（一九二〇）の第一回国勢調査によると国内総人口は五、五四七万人であった。就業者総数二、七二六万人のうち農業者が一、三九五万人（五一％）を占めていたので、国民二人に一人が農民かその家族であったという勘定になる。これよりほんの五十年前の明治初年に農業人口は国内総人口の約八割に達していたのだから、右の「全国主食物調査」については「村落部」に見られるデータが日本人の伝統的な主食形態を現していたと考えてよいだろう。そして、この資料から日本人あるいは日本農民の「貧困」だけを読み取っているのでは、日本人の食生活の歴史性について重大な一面を見落とすことになる。


    　［江馬三枝子氏の報告によると、岐阜県飛騨の国は明治維新の頃までは一国の耕地の半分以上は稗を作ったものらしく米の一粒もとれない山村はいくらもあった。代々の岐阜県知事は飛騨から完全に稗を駆逐するという方針で稲田の開発をしたので、今では千メートル以上の高地はもとより八岳山麓の千三百米の高所にまで米が作られるようになった。米の進出に反比例して　稗作はだんだん減退して昭和九年度には大正二年度の三十六％に減少して、稗食は急速に廃れたということである。米作農業の改良が寒冷な高地も征服したのである。前代にはどんな食生活をしたのであろうかということは前代前々代にはどんな地形の地に村をつくって、どんな農業をしていたのだろうか、ということになる。今日穀倉と称せられている諸平野の水田地帯は近世灌漑工事や排水工事の進んだ後に開発させられた新田であったことを考えてみても、昔の庶民の食生活にしめる米食の割合は非常に少なく、他の雑穀食の割合が非常に多かったことが想像せられる。］（瀬川清子『食生活の歴史』）


     　　　　　※　　　　※　　　　　※　　　　　※

    　

    　昭和四十一年（一九六六）に中尾佐助（遺伝育種学・栽培植物学）は『栽培植物と農耕の起源』（岩波新書）という衝撃的な書物を著わした。本書で中尾は「農耕文化基本複合」という概念を提出し、それを基礎として、地球上に生成発展した農耕文化を四つの系統に分類している。


    ① 根栽農耕文化＝東南アジアの熱帯降雨林地帯に発生し、メラネシア、オセアニアへ伝播した。

     バナナ、ヤムイモ、タローイモ、サトウキビを基幹作物とする。

    ② サバンナ農耕文化＝西アフリカのニゼル河流域に発生し、東進してインドまで拡大発展した。

     シコクエビを先導的な指標植物（indicator　plant）にして数多くの雑穀を栽培植物に育て、

     あわせてササゲ（豆類）ヒョウタン、ゴマを基幹作物に組み入れた。

    ③ 地中海農耕文化＝地中海東岸の古代オリエント世界に発生した農耕は地中海の乾燥型気候の

     なかで冬作物のムギ類を中心に発達し、ヨーロッパおよび中近東・アジアの両方へ伝播した。

     オオムギ、コムギ、エンドウ、ビートが基幹作物である。

    ④ 新大陸農耕文化＝南北アメリカの新大陸には旧大陸とは別系統の農耕文化が独立的に発生し

     た。しかし、その内容には旧大陸の根栽農耕やサバンナ型の雑穀栽培と照応するものが認め

     られる。ジャガイモ、カボチャ、トウモロコシ、菜豆が基幹作物である。


    　人間は野生種のなかから特定の植物を選び出し、人為的に栽培することを試みて農耕を開始した。播種・除草・収穫・貯蔵そして調理―――これらの技術がすべて整ったところで栽 培 化は完成する。また単一の植物だけを食べるのでは、欲望を満足させることができないし生命の維持もおぼつかないので、人間は、風土のなかから栽培に適する野生の植物をつぎつぎに選び出して栽培種へ改良した。こうして基幹作物群が形成されることになるが、それらは気候・風土と生産技術段階の基本的条件に加えて、農耕儀礼や土地利用制度などさまざまな社会的要因が作用して歴史的に形成されるものである。バラバラに分解して吟味することのできない農耕要素の集積を、中尾は「農耕文化基本複合」と呼ぶのである。

    　しかし農耕文化基本複合は風土に固着したり歴史のなかで動かない固定的な存在なのではない。根栽農耕文化、サバンナ農耕文化、地中海農耕文化の三つの文化複合は、それぞれの発生地域で自然条件に適合するよう独自の発達を続けたが、それが、「文化」としての自立性と再生力を獲得する段階まで成熟すると、長い時間のなかで大陸から大陸へ伝播するようになり、行く先き先きで変容を重ねて文化複合の新しいヴァリエーションを産み出した。このことは太古いらいの人類の民族的移動と軌を同じくするだろう。（南北アメリカの新大陸農耕文化については、ヨーロッパ人による新大陸発見以後に新大陸と旧大陸とのあいだで急激な交流がおこなわれたのである）

    　二つ以上の異なった農耕文化基本複合が接触したところに生まれる新しい文化複合の一つに、中尾が「照葉樹林農耕文化複合」と名付ける文化がある。これは根栽農耕文化の上にサバンナ農耕文化、さらに地中海農耕文化が重層的に伝播して一つに融合して形成された農耕文化基本複合であって、中尾の仮説を信じるなら、これこそ日本農業の基本構造を形成し、日本人の食生活の「原型」を決定した文化的条件である。「照葉樹林文化説」の核心部分を『栽培植物と農耕の起源』から引用する。


    　［東南アジアの熱帯降雨林地帯の北方、主に大陸のインドネシア半島の背柱の山脈の上から、北方にむかって、温帯性の森林地帯がある。この温帯林は常緑性のカシ類を主力とした森林で、日本でいえば、クス、シイ、イヌグスなどのような、濃緑色の光った葉を持つ密生した森林となる。この森林は東南アジア独特なものである照葉樹林（lucidophyllus　forest）と呼ばれ、東アジアでは熱帯降雨林につづく大きな生態的環境である。この照葉樹林はさらに高地、あるいは北方では針葉樹林に接し（ヒマラヤ地域）、サバンナ地帯に接し（シナの原始景観）、落葉樹林に接する（朝鮮、日本）。

    東南アジアの熱帯降雨林の中でおこった根栽農耕文化は北方に伝播し、温帯林である照葉樹林帯に到達すると、環境の変化に応じておのずから農耕文化基本複合の変化をおこしてくる。いまや純熱帯性のバナナの栽培は不可能である。ヤムイモでは別の温帯性の野生種から栽培種を作りあげなければならない。タローイモの中からは、サトイモの一部だけが温帯で栽培できるだけである。照葉樹林の中で、こうして発達してきたのが照葉樹林農耕文化複合である。この文化は熱帯のものより根づよく、高度に成長していくことになった。その文化は、農耕文化の複合以外の文化複合の上からも把握できるので、ここでは照葉樹林文化と呼ぶことにする。日本の農耕文化は直接的に照葉樹林文化の一端となるものである］


    　照葉樹林帯のひろがるのは、ヒマヤラ山地の南麓にはじまりインドシナ半島の北部山地度は高く、山岳地帯が多く平野にとぼしい。東南アジアの熱帯雨林で生まれた根栽農耕は、照葉樹林帯にまで到達すると熱帯のタロイモやヤムイモにかわるものとして温帯原産のサトイモとヤマイモを取り上げて栽培化した。また西方のサバンナ農耕文化に起源するアワ、キビ、シコクビエなどの雑穀類を受け取って栽培化するとともに、照葉樹林帯原産のヒエ、ソバをあわせて作物にした。サバンナ農耕文化からはマメ類、ウリ類、オカボ（陸稲）も伝わっている。熱帯の根栽農耕を基盤としながら、より高度の雑穀栽培技術を獲得した照葉樹林農耕文化は、さらに、地中海農耕文化からオオムギ、コムギを受け取って複合度を高め、きわめて特色のある農耕文化複合を築いたのである。


    　［その文化複合は純石器時代の採集経済の段階から、栽培農業、そしてたぶん青銅器使用の段階まで連続してきたが、鉄器時代に入るころには照葉樹林文化の独立性は死滅してしまったと考えられる。それはシナ、インドなどにさらに高度の文化をもつ強力な古代帝国が成立した一つの余波の現象であろう］（『栽培植物と農耕の起源』）


    　中尾説に従うなら、日本では縄文時代に、つまり弥生時代に水田稲作が大陸から渡来する以前に農耕文化が成立していたことになる。考古学の世界で、昭和の初めに、ある学者が「縄文農耕論」を提唱したことがあるが、それは強い反論に会って否定された。第二次大戦後に新しい資料と新しい見解が提出されて、「縄文中期農耕論」としてふたたび熱い論争点になった。しかし、縄文時代に農耕が開始されたとする論拠は土掘り農耕具とおぼしい石器の出土や土器形状の多様化による機能分化、古墳集落の大規模化と定着性などの "状況証拠"の集合で支えられていたので、当時栽培植物の遺物はまだ発見されておらず、断定することはできなかった。


    　一九七〇年代に入って事態は一変する。植物遺体の残片である炭化種子類の種子同定方法の開発と精度の向上について植物学者の精力的な研究が開始され、それは考古学者に大きな影響を与えた。一九七九年からはじまった福井県島浜遺跡の発掘では、縄文時代前期の土器や石器、漆塗りの木製品、丸木舟が出土したばかりでなく、ヒョウタン、ゴマ、シソ類の「栽培植物」の種子が発見された。これ以後、全国各地の縄文遺跡からソバ、ヒエ、アワ、キビ、オオムギ、コムギ、マメ類の栽培植物の "痕跡"がつぎつぎに発見されている。これらの成果は、二つの太い柱で支えられていた。一つは走査型電子顕微鏡を駆使する光学的・物理的分析技術の発達であり、もう一つは植物学者・土壌学者・考古学者らの学際的協力による総合調査がすすめられたことである。検出対象は炭化種子類にとどまらず、土器粘土のなかの "籾痕"・植物花粉の化石・イネ科植物の葉に含まれるガラス質細胞 "プラント・オパール"が資料とされ、調査分析の範囲が拡大された。近年の研究によって、縄文時代が農耕と無関係であるときめつけることは、もう不可能になった。地域によって漁労・狩猟・採集・栽培をどのように組み合わせて、どんな生業形態と社会形態を営んでいたのかを探求することが、新しい課題になったのである。


    　日本列島における農耕成立の契機と前後関係のことはしばらく措くとして、狭い国土に発達した農業が集約型農業の形態をとりながら、しかも、地方ごとに土着性の色濃い特色を残していることは、日本農業が異種の農耕文化を重層的に取りいれながら一つに融合させてきたことの証拠である、というところまでは言い切ることができるだろう。子どもの頃正月に食べた雑煮は白みそ仕立ての汁に丸い小餅とサトイモ、ダイコン、ニンジンの根菜類が入っていた。野菜のなかでサトイモはとくに重要で、重箱に詰め合わせるおせち料理にサトイモの煮付けはユリネやクワイとともに欠かすことができなかった。敗戦直後に兄の祝言の宴の料理を準備するのに、母が石油缶一杯のサトイモを手に入れることに執心していたのを、私は覚えている。先祖から伝えられた儀礼食についての習慣が彼女の頭に宿っていた。正月の雑煮にモチとサトイモの両方をいれる風習は、私の育った関西だけでなく関東、東海、四国、九州の各地に点々と分布している。これを雑穀型農耕と根栽型農耕の「共生」のなごりと見ることはできないか。

    歴史時代をつうじて、日本人は穀物のなかでコメに最高位の価値を与えてきた。これは、まぎれもない事実だ。だが栽培植物としてのイネは他の雑穀類と同じように照葉樹林帯という"回廊"を西方から運ばれて日本へ達し、この列島の農耕体系へ組み入れられたのである。稲作技術の発達はヒエ、アワ、ムギの雑穀一般を支える農耕文化（すなわち播種・除草・収穫・調理の全行程を一貫する技術体系）のなかで進められたに違いないので、米一つだけを取り出して、その文化を追求することの意義は薄い。柳田国男はそれを洞察している。「農耕文化基本複合」が育てた"穀物食"あるいは"澱粉食"という枠組みのなかで米をとらえなおすこと、そうすることによって、私たちは農産物および食物として米のそなえる優れた特性にあらためて目を開かれるばかりでなく、神饌としての宗教儀礼的価価値や田租としての支配手段的価値のような、米が負わされてきた独得の歴史性を考える手掛かりを得ることができる。また、米の持つ「物神性」が明治以降の日本の近代化・産業化のなかへなだれこんで一つの役割を果たしたことを見のがしてはなるまい。


    　江戸時代の中頃に石臼（挽き臼）が広く使われだしたことは日本の農民の食生活に革命的な変化をもたらした、と柳田国男は考える。


    　［近世の一つの顕著なる事実は、石の挽き臼の使用が普及して、物を粉にする作業がいと容易となり、従って是を貯蔵して常の日の褻の食物と為し得たことかと思ふ。是と前から有った粉製の晴れの食物とは、味や形に於いて格別の差の無いものも多く、珍しく無くなれば有り難くも無くなり、其の結果は又古来の二種の食事の、分堺をぼやけさせた原因となって居るやうである］

    　　（柳田国男「餅と臼と擂鉢」）


    　昔は、穀物は収穫後に籾付き・殻付きのまま乾燥貯蔵しておき、入用の時に必要なだけの量を取り出して脱穀と精白をした。この作業に用いる道具を臼（mills）と呼んだが、臼類の形態は実は多岐に分かれるので、その歴史を眺めると機能的に三種類の形式が存在した。それは、①石皿の上に敷いた穀物の上へ石棒をおしころがすサドル・カーン(saddle　＆uern)、②二つの円い石を重ねて回転させる挽き臼、③杵を臼のなかへ打ち落とす搗き臼の三種類である。日本では、①の形式では薬種を押し砕いて粉末にするや薬げん研や②の形式では葉茶をひいて抹茶にする茶臼の発達がみられたものの、穀物については古来から搗き臼がもっぱら用いられた。三輪茂雄氏（粉体工学）の研究によると戦国時代に粉挽き臼が茶臼と同様に使われていた形跡が認められるのだが、一般に回転式の挽き臼が日本の農村にひろまるのは江戸中期以降だとされている。石細工は高価であり、尖った刃先の金物で石臼の溝を刻む目立て職人が村々を巡回するようになるまでは、挽き臼に農民は手が出なかった。粉挽き臼の普及は元禄～享保の頃からの農業生産力の向上を契機とするだろう。


    　穀物の食べ方には粒食と粉食のふたとうりの方法がある。どちらの方法も世界中で太古から開発されて、多様な民族料理を生み出してきた。日本のコメ食について言うと、粒食の場合は、①甑で蒸した強飯（おこわ）、②釜でやわらかく炊きあげた姫飯（現代の普通の米飯）、③水を多くして鍋でやわらかく煮た粥があって、すべて今日まで食べ継がれてきた。ところで粉食の場合は精白した穀粒をさらに圧し砕かなければならない。搗き臼で生ゴメを粉にするのは、粉がまわりにとび散り能率の上がらぬわずらわしい仕事である。それでコメを水に浸して膨潤させ、やわらかくしてから杵で搗き砕いた。神饌にする「シトギ」や端午の節句に食べる「チマキ」がこれに当たる。また、粘り気の出るモチゴメを蒸してから臼でつき、丸めたり平たくのした餅をつくるのも、日本人と切り離せない米の食べ方だ。粉食は粒食にくらべて調理に余計な手間がかかるので、正月や祭礼、あるいは個々の家庭の祝い事の日にかぎられた。これを柳田は「晴れの食物」と呼んだ。挽き臼が普及して生の穀物を大量に製粉することが容易になって粉食が発達し、「晴れの食物」と「褻の食物」の区別がぼやけてきた、と言うのである。粉を水で練って、ソバやウドンをつくることも盛んになっただろう。しかし、ソバやウドンを食べるのはやはり「晴れの日」にかたむいたことと思う。主人が手間ひまをかけて手打ちソバや手打ちウドンをこしらえることが、客人に対する饗応の表現になった。食べ物を神前へ供える場合は、なおさらである。餅は稲、白米、清酒と一緒に欠かさず神饌にくわえられた。ふだんの食事に手数はかけられない。ダンゴ汁、ムギこがし、ソバ掻きなどにして食べた。


    　近頃の私は、昼食をたいてい自宅で一人で食べるが、たまにダンゴ汁をつくる。小茶碗一杯の小麦粉をボールに入れて生卵一つを割って落とし、盃一杯の水を加えて練る。ダシと味噌でやや薄目の味噌汁をつくり、煮立ち出したら、練った粉をスプーンで掻き取りながら数回に分けてナベに落とす。ダンゴに火が通って浮き上ってきた頃合いを見はからって、三つ葉または刻んだネギを入れて火を落とす。熱いあいだに椀によそうて食べる。手軽につくれるし、栄養価は十分、腹持ちもよい。手頃な中食だと自分で思っている。うちの息子たちはダンゴ汁に見向きもすまいが、澱粉食をきらっているのではない。朝はトーストにバターを塗って食べ、昼は外食のラーメン。夜の飲み会ではワインを飲んでイタリア風パスタ料理をとる。現代の若者にめずらしくない「食」の形態だろう。


    　この四十年のあいだに私たちの食生活は変貌した。食卓に肉料理の皿が増え、野菜料理は従来の煮物より脂濃い炒め物やマヨネーズ、ドレッシングをかけるサラダ類を多くたべるようになった。鶏卵、バター、チーズ、砂糖の摂取量も増えている。変化は家庭の食卓の上だけに起こったのではない。男女の別なく外で食事をする機会が増え、家計の外食費が食料支出の二割に達した。これらの変化のなかで、日本人の米の消費が減った。米の国民一人当たり年間供給量は昭和三十七年（一九六二）の一一八・三キロをピークに減少を続け、近年は下げ止まりの感も見られるが、平成八年（一九九六）には六七・三キロとほぼ半滅した。マスコミは日本人の "コメ離れ"と表現したが、それは一面的な物の見方である。食卓においしいオカズをたくさん並べて、満腹と満足が得られるようになったので、御飯のおかわりの回数が減ったという話なのである。


    　米の消費量は減ったが、他方で、小麦や澱粉の一人当たりの消費量はゆっくりと増えている。日本人は澱粉性食物に強い嗜好を持つ民族の一つではないか、そう考えると、インスタントラーメンが毎年十億食も売れたり、駅ビルの商店街でマクドナルドのハンバーガー店と立ち食いソバ屋がなかよく軒をならべて両方とも客足が途絶えず繁昌している現象に説明がつく。

    　栄養学や食料問題の専門家は「ＰＦＣ比率」という概念を使う。人間は（いや生き物は）生活するために外界から栄養物を取り入れて体内で熱エネルギーに変換するという代謝活動をおこなうが、三大栄養素であるたん白質（protein）、脂肪（fat）、炭水化物（carbohydrate）を適性なバランスで組み合わせて摂取しているかどうかを点検する指標として用いるので、一人一日当たり摂取熱量に占めるたんぱく質（Ｐ）、脂肪（Ｆ）、炭水化物（Ｃ）三者の百分比で示される。栄養学では、ＰＦＣ熱量比の適性比率目標をＰ一二～一三％、Ｆ二０～三〇％、Ｃ五七～六八％と設定している。厚生省の「国民栄養調査」によって最近二十年間のＰＦＣ熱量比を見ると、炭水化物の割合は昭和五十年の六三・一％から平成七年の五七・六％へ低下し、一方、たん白質は一四・六％から一六・〇％へ、脂肪は二二・三％から二六・四％へ上昇した。米の消費の減少と畜産物、油脂類の増加とがあいまって、近年の日本人食生活は平均的には栄養バランスのとれた良好な状態を維持している。


    　また国民の食生活の近代化の度合いを測るのに、食糧問題の専門家は「澱粉質比率」という指標を用いる。澱粉質比率は人間が消費した総熱量のうち穀物・イモ類など澱粉質食品によって摂取した熱量（カロリー）の占める比率を指す。一般に所得が増えて生活内容が改善されると畜産物、油脂、砂糖類の消費が増えるから、当然、澱粉性食物の消費は減る。国民一人当たり所得が向上すると、それに反比例して澱粉質比率が低下するという定説がある。しかし日本では、経済成長にともなって生じた澱粉質比率の低下は欧米先進国並みに進展して行かなかった。"経済大国"と自称するほどに経済が発展し、国民食生活が満ち足りた昭和六十年（一九八五）当時、日本の国民一人一日当たり総摂取熱量は二、六二０キロカロリーで、澱粉質比率は四七％であった。欧米諸国にくらべてカロリー水準は低位であり、澱粉比率は米国二一％、西ドイツ二五％、イタリア三六％、スペイン三一％からかけ離れた値を示している。他方、韓国、インドネシア、フィリッピン、インド、パキスタンのアジア諸国では七〇～八〇％の高い澱粉質比率を示しているが、日本は、むしろこちらのグループに属するのではないか。肉料理が増えたと言っても、日本人の食生活の構造が欧米型へ転換したのではない。世界各国の経済成長と「食」の形態の相関関係を一元的に決定しようとするのは、乱暴である。それは、西欧と米国を最高度に発達した経済社会だと見る文明観に偏している。農林水産省は昭和五十五年（一九八〇）に発表した『八〇年代の農政の基本方向』のなかで「日本型食生活」普及を提唱した。


    　［来わが国は欧米諸国の食生活をモデルとしてきたが、最近では欧米諸国の食生活は栄養の偏りが問題となっている。一方、わが国の食生活は欧米諸国に比べ熱量水準が低く、その中に占める澱粉比率が高い等栄養バランスがとれており、また、動物性タンパク質と植物性たんぱく質の摂取量が相半ばし、かつ、動物性タンパク質に占める水産物の割合が高い等、欧米諸国とは異なるいわば「日本型食生活」ともいうべき独自のパターンを形成しつつある。栄養的観点からも、総合的な食料自給力維持の観点からも、日本型食生活を定着させる努力が必要である］


    　ここで問題になるのは農林水産省があくまで米を日本国民の主食に据える姿勢であり、その政策基調は今日まで一貫している。


    　［いわゆる「日本型食生活」と呼ばれている我が国の食生活は、主食である米を中心に畜産物、魚介類、野菜、果物等多様な食品から構成されており、平均的には栄養バランス［たん白質（Ｐ）、脂質（Ｆ）炭水化物（Ｃ）］がとれたものとなっている］（下線引用者）（『農業白書・平成九年度』）


    　二十一世紀に入ると、日本と中国を含む東アジア諸国とのあいだでヒト・モノ・カネの交流は、さらに活発になる。国際交流の「大衆化」が展開されるのである。民族文化が相互に影響し合う広がりと深さは大きい。日本人はインドから"カレーライス"を受け取って和食に仕上げたばかりでなく、 "カレーうどん"という独得の料理まで発明した。二十一世紀の日本人の食生活の基本方向は、「主食であるコメを中心とする日本型食生活」にあるのではない。「穀物食を基盤に据えるアジア型食生活」の多様性のなかから、日本人は自分たちに適合する「食」の形態を選び取っていくだろう。そして、この傾向を私は「雑食化」などとは呼ばないことにする。


    　　　　　　　※　　　　　　※　　　　　　※　　　　　※


    　白米を炊きあげた温かい御飯を腹いっぱい食べることは、ひと昔前まで、日本の庶民の大きな願望だった。米櫃の底へ手を突っ込んであした炊く米があるかないかを確かめなければならないような暮らしは、人々を苦しめ、不安にする。米を不自由なく買えることが、豊かな生活の証であった。反対に、米一升を買うことも思うに任せない貧困は、民衆に怨恨のタネを植え付けるだろう。いったいいつの時代から、日本人は米を主食（すなわち生存するために欠かせぬ主たる食料）としてとらえるようになったか。天下泰平が約三百年続いた近世の身分制社会が、日本人の "米食イデオロギー"を産み出したのである。


    　［一、百姓は分別もなく末の考えもなきものに候故、秋に成り候得ば、米・雑穀をむざと妻子にもくはせ候。いつも正月二月三月時分の心をもち、食物を大切に仕るべく候に付き、雑穀専一に候間、麦・粟・稗・菜・大根・其外何にても雑穀を作り、米を多く喰ひつぶし候はぬように仕るべく候。飢餓の時を存じ出たし候得ば、大豆の葉、あずきの葉、ささげの葉、いもの落葉など、むざとすて候儀は、もったいなき事に候］　 （慶安二年（一六四九）の「諸国郷村触書」）


    　米は政治支配体制の基底に据えられた全国統一的な「経済財」である。田や畠は、すべて米を生産するものとして法定生産高が算定された。貢祖の生産者である百姓（農民）は米の増産を専らにすべきであって、米・麦以外の作物の栽培に精を出す「勝手作り」を幕府は厳しくとがめた。農民らの食生活の基本を「雑穀専一」と規定することには、為政者の頭になんの疑念も生じなかった。


    　領主は領内に平城を築いて政庁とし、城の周囲に家臣団を住まわせたが、彼らの日用を弁ずるために商人、手工業者が集住させられて城下町が生まれた。近世都市が誕生したのである。兵農分離は農業社会を「生産者」と「消費者」の二つの集合に画然と分割したので、「都市化」は商品生産と商品流通のダイナミクスを創造する。都市の形成自体が都市の膨張をひきおこすのである。関山直太郎『近世日本の人口構造』によると、一七００年（元禄期）の総人口を二八〇〇万人と推計しているが、当時、江戸の人口は八〇万人、大坂四〇万人、京都四〇万人に達していた。江戸・大坂・京都の三都に加えて名古屋、金澤に九～一一万人、仙台、福岡などに四～五万人の地方都市が形成されたので、それらを合計すると全国の都市人口は一、一五〇万人を越えていたと推定できる。

    　中世後半とくに戦国時代に地代・収穫高を銭に換算する貫高制が広まり出していたので、近世の石高制は中世に根づいた貨幣経済の成長をおしとどめるように働いたかと考えられるが、実際は逆で、石高制は貨幣経済の拡大発展をおしすすめないではおかなかった。領主は貢納米をまた家臣たちは扶持米を換金しなければならない。米を"基準通貨"とする経済循環が動き出した。


    　商品としての米の流通が拡大するにつれて米の食べ方が変わった。元禄～享保期あたりから玄米食にかわって白米食がひろまりだしたとされる。米問屋の手に渡るまで米は玄米で供給されるので、市中に搗米屋が現れ、米搗き男という職業がうまれた。都市へ供給される主食料はコメとオオムギが主体になり、ヒエやアワは流通から外された。町に住む人々にとって雑穀は安価な食料でなくなったのである。武士といえども下級武士は麦飯やカテ飯を口にしただろう。しかし身分制社会のなかで白米食を最上の主食とする「食制」の構造は、はっきり観念されていた。

    　明治時代に入ると、非農業人口が急速に増加する。都市の商業、工業の発達ばかりでなく、農山村においても製糸業や鉱業などで労働需要が拡大したからである。産業化はコメ、オオムギ、コムギ、ハダカムギ、アワ、ヒエ、トウモロコシ、サツマイモの主食物群のなかでコメの占める比率を高めた。農商務省の調査（一八八〇年）で明治初期の全国平均米食率は五一％～五三％とされている。とくに都市の俸給生活者（サラリーマン）が職場へ弁当を携えて行く習慣が白米飯を常食にした。一家の主婦は主人や子どもに持たせる弁当には白い御飯を詰めるよう心掛けた。麦飯やダンゴ飯では、気の弱い者は弁当箱の蓋で中身をかくしながら食べなければならなかった。また徴兵制度による兵営生活は農村から出て来た兵士たちに米飯の味を教えた。兵役を終わって男たちがムラへ帰ると、ムラの飯が幾分白くなった。


    　［米しか食わない人の数がまた激増して、粗悪な外国米が山奥にも運び入れられることになった。この変化のほうが実は精白過度よりも大きいことである。米は日本人の主食物だということを信じて疑わない人は以前から相応にあった。そういう人たちばかりが、日本の生活問題を論じようとしたこと、それと一方には米の飯は奢りであり、従って米が食えるのは幸福だと思うような、質朴なる考えとが合体して、始終注意をこの一点に集め、非常にわれわれの食料問題を窮屈にしたことは事実である］

     　（柳田国男『明治大正史・世相篇』）

  
    第三章　米と日本資本主義の形成


    　経済学の祖であるアダム・スミス（一七二三～九〇）は、人間を、相反する二つの性向を一身に抱える矛盾のかたまりだととらえた。


    　［Ａ］［人間というものは、これをどんなに利己的なものと考えてみても、なおその性質の中には、他人の運命に気を配って、他人の幸福を見ることが気持ちがいい、ということ以外になんら得るところがないばあいでも、それらの人達の幸福が自分自身にとってなくてはならないもののように感じさせる何らかの原理が存在することはあきらかである。憐憫または同憂は、まさにこの種の原理に属し、それは他人の不幸を直接見たり、あるいは他人の不幸について生々しい話を聞かされたりすると、それらの人々の不幸に対してただちに感ずる情緒である。他人が悲しんでいるのを見るとすぐ悲しくなるのは、なんら例証する必要はない自明の理である。なぜなら、この情操は、人間の本性における他のすべての本源的情感と同様に、徳の高い人間とか慈悲深い人間ならばあるいは最も鋭く感ずるかもしれないが、しかし必ずしもこれらの人々だけがこれを持つとは限らない。極悪人や社会の掟を破った最も因業な人間といえども、全くこの情操を持たないとはいえない。］ 　（アダム・スミス『道徳情操論』米林富男訳）


    　[Ｂ]［ほかのたいていの動物はどれも、ひとたび成熟すると、完全に独立してしまい、他の生き物の助けを必要としなくなる。ところが人間は、仲間の助けをほとんどいつも必要としている。だが、その助けを仲間の博愛心にのみ期待してみても無駄である。むしろそれよりも、もしかれが、自分に有利となるように仲間の自愛心を刺激することができ、そしてかれが仲間に求めていることを仲間がかれのためにすることが、仲間自身の利益にもなるのだということを、仲間に示すことができるなら、そのほうがずっと目的を達しやすい。他人にある種の取引を申し出るのはだれでも、右のように提案するのである。私の欲しいものを下さい。そうすればあなたの望むこれをあげましょう。というのが、すべてのこういう申し出の意味なのであり、こういうふうにしてわれわれは自分たちの必要としている他人の好意の大部分をたがいに受け取りあうのである。われわれが自分たちの食事をとるのは、肉屋や酒屋やパン屋の博愛心によるのではなくて、かれら自身の利害にたいするかれらの関心による。われわれが呼びかけるのは、かれらの博愛的な感情にたいしてではなく、かれらの自愛心にたいしてであり、われわれがかれらに語るのは、われわれ自身の必要についてではなく、かれらの利益についてである。同胞市民の博愛心に主としてたよろうとするのは、乞食をおいてほかにはいない。乞食ですら、それにすっかりたよることはしない。］　　（アダム・スミス『国富論』大河内一男監訳）　


    　｢共感」と「利 己 心」―――二つとも人間の本性に根ざしていると見抜いたのである。スミスは、まず倫理学者として出発した。人間社会の創造力と秩序を守る道徳に関する哲学を深めるところから、近代の経済学が誕生した。スミスの人間認識は、右の文章の[Ａ]から[Ｂ]へ向かって成熟していったので、決してその逆の順序ではない。それとともに市民社会に関する彼の世界像が拡大発展した。大英帝国のなかの後進国であるスッコトランドに生まれて育ったスミスは、近代化の闘士であった。キリスト教会の宗教的権威に保護される "未成年状態"から脱却して、人間が、社会を理性に基いて自主的に形成すべきことを主張する啓蒙思想家たちのグループのなかへ、スミスを加えて差し支えない。しかしスミスは、大思想家の例に漏れず、「近代」の合理性と法則性の光を追求するいっぽうで、その光の淵源である非合理性の闇に眼を凝らすことをおこたらなかった。ここのところをおさえておかないと、「見えざる手」という有名な言葉の意味が何のことやら分からなくなる。「犬同士が、一本の骨を別の骨と、公正に、しかも熟慮のうえで交換するのを見た人はだれもいない」と書くが、人間は理性的動物であるなどと言っているのではない。財や道徳、時には悪徳までを交換し合い、取引し、交易するという人間の不可思議な一般的性向に、スミスは感じ入っているのである。アダム・スミスの学問は歴史と社会の理論体系の完成を目指すと同時に、同時代に対して強い実践性を発揮する総合社会学であった。それは経世済民（世を治め、民の苦しみを救うこと）の学問である。


    　人間の社会と個人の連関を見きわめるために、スミスは、「共感」と「利己心」の二つを両極に設定した。この構造から、私たちは二つのタイプの経済あるいは経済学を抽きだすことができるだろう。それは、「交換の経済」と「贈与経済」の二つだ。

    ［われわれが、自分たちの必要としている相互の助力の大部分をたがいに受け取りあうのは、合意、交易、購買によってである］　　（『国富論』第一篇・第二章）


    　ここに見られる「たがいに受け取りあう」という交換の行為には、実は①等価交換と②不等価交換ないしは無償供与という二種類の行為が含まれている。私は、①をたんに「交換（exchange）」②を「贈与（grant）と呼ぶことにした。価値があるから交換するのか、交換されるから価値が生じるかというような循環論法に迷いこまないようにしよう。私たちは市場において価値を交換する。交換の経済では価格（通貨）を媒介にして等価性を確認し、公正を保証し合うのである。一方、贈与はＡさんがＢさんへ何かの財・サービスを与える一方的な行為だが、受け手であるＢさんからＡさんへ向けて好意や感謝あるいは "お返えし"の寄せられることが送り手のＡさんの期待に入っているから、有形無形の不等価的交換行為が成立する。そして不等価交換では、どちらか片方からの提供物に贈与部分を含むだろう。


    　「贈与経済学会」を組織した米国の経済学者Ｋ・Ｅ・ボールディングは、「贈与は、本来の経済システムの外にある何かエキゾチックなものと見なすべきではなく、経済の理論的および経験的な研究の中に統合されねばならないものである」と主張している。交換の経済と贈与の経済の二つは、人類の歴史に古くから存在していたのである。マルクスの唯物論史観によると人間の歴史は「古代奴隷制社会」→「中世封建制社会」→「近代資本制社会」の段階を踏んできたが、どの時代においても交換と贈与は共存していた。社会経済のなかで二つの要素が混じりあい、対立の緊張をはらみながらそれなりの調和を獲得することによって、特定の生産様式を作り上げていたのである。たとえば封建領主の農民にたいする搾取は、「仁政―貢納」という互恵性（reciprocity）によって合理化され、正当化されていた。


    　アダム・スミス以降、世界で産業社会が発展するとともに、経済学もまた、いくつかの学派に分かれながら発達を続けた。経済学は、哲学や数学のような思弁的学問ではない。人間社会をより良くするために、経済政策に資することを目的とする実学である。そこでは商品の生産・所得の分配・資本の蓄積について「目的―手段」の合理化を図ることを理論の中心に据えた。また経済を動かす動機となる人間の欲望の強度や満足の大きさを「効用」（utility）としてとらえ、あらゆる経済現象を数量的に分析する技術を発達させたのである。これらの学問的特徴は、近代社会の経済主体として成長を続ける産業資本家たちの要請に合致するものであった。現代の経済学は「１＋１＝２」という誰にも反論できない論理の上に立つ社会科学であって、あくまで「市場における交換の経済」を究明しようとする。二十世紀に入って、それまでの個人的欲望中心の経済学から社会福祉の増大を目指す経済学への転換が強調されて、「厚生経済学the　economics　of　welfare」が登場した。しかし、この場合も、「研究範囲は、社会的厚生のうち、直接または間接に貨幣の尺度と関係をつけることのできる部分に限られることになる」（Ａ・Ｃ・ピグー）ので、「交換の経済」のカテゴリーのなかにいれなければならない。いま私が問題に取り上げている「贈与の経済」は、もっと根源的である。


    　贈与の経済は、ふだんは交換の経済のかげに隠れていて目立たないが、社会の異常な状況や危機的事態に際して発動されて、前面に押し出される。ボールディングは贈与の経済を「愛と恐怖の経済」と名付けたが、うまく言い当てている。貧しい隣人へ見るに見かねて食物や金銭を与えるのは「愛」に基づく贈与だが、強盗に凶器を突き付けられた者が有り金のこらず差し出して見逃してくれるように頼むのは「恐怖」が駆り出す贈与である。かって大航海時代や近代の植民地主義時代に欧米諸国と日本がおこなった略奪的な交易と政治支配は、 "文明国"が "未開国"に対して不等価交換ないしは贈与を強要した行為であった。いま先進工業諸国が発展途上諸国に対して「国際協力」の名の下におこなう種々の贈与は、人道愛に基づいて、過去の不当な交換行為がもたらした世界の経済と福祉の不均衡を是正しようする贖罪と補償の行為だと考えなければならない。

    　交換および贈与の文化複合には "超"歴史的な人間社会の存在を想像させるものがある。交換の経済と贈与の経済のあいだの不調和が増大して、社会経済がついに暗礁に乗り上げた時に、人間社会は歴史的変動期へ突入するのである。日本では、近世封建制から近代資本制へ移行した幕末・維新の大変動が、まさにそれに当る。交換の経済と贈与の経済を結合して両者の変換機能を果たすべき政治がうまく働かなくなって、社会は無秩序化し、民衆はしきりに暴動を起こしたのである。


    　さて私たち現代日本人は、二十世紀後半の五十年間に敗戦の惨禍と経済復興・高度経済成長・経済大国と国際化・バブル景気とバブル崩壊後の大不況と、幕末・維新期におとらぬ社会と経済の大変動を体験した。そして、いま人々は贈与の経済が「本来の経済システムの外にある何かエキゾチックなもの」とみなすべきではないことに、うすうす感付き出している。長く低迷する平成不況のなかで、意気地のない銀行頭取が総会屋と称するわけの分からぬ職業人に脅かされて巨額の不正融資をかさねたり、老人福祉政策をネタに厚生官僚が出入り業者と結託して私腹を肥やすというような、恐怖と悪徳が取り仕切る贈与の経済が横行して世間を驚かせたが、他方で、政府は金融システムの不安を克服して景気を回復させるために種々の施策を講じてきた。破産した信用金庫・信用組合の破綻処理のために政府機関である預金保険機構が資金を投入して不良貸付債権を簿価で買い取ったり、巨額の不良債権を抱える都市銀行・地方銀行へ公的資金を導入して自己資本強化を支援し、不良債権処理を促進させるという対策がとられた。ここに明らかに政府から民間金融機関に対する「贈与」が働いている。国家の危機を回避するためにとった非常手段であった。二十一世紀に私たち日本人がどのような国家と社会を作ることができるか、その見通しはまだ立たないが、この国の政治・経済・社会が歴史的な転換期を迎えていることは、まちがいない。こう考えると、明治維新は決して「遠くなった」出来事ではない。私たちには、その歴史変動の軌跡をたどりなおす責任がある。


     　　　　　※　　　　　※　　　　　※　　　　　※


    　［皇運新に復し、国是　漸に定り、万機御親裁に出て、百事将に備らんとす。是時に当て独り備らざるものは金穀なり］（明治元年五月八日太政官布告）


    　慶応三年（一八六七）十二月九日、天皇は、禁裏の小御所に列座する廷臣と大名たちへ向い王政復古の大号令を発した。それから二週間後の十二月二十三日、新政権は金穀出納所を設置し、参与の林左門、三岡八郎（由利公正）二名にその取締を命じた。十二月二十六日、金穀出納所は三井組に対して「方今の形勢より察するに朝幕の間、何時兵端を開くべきやも計り難く、諸経費及軍資の支出に差支ふるの懸念なきにあらず……急ぎ勤王一途に尽力致すべし」と緊急の要請を達し、三井組は金千両を献納した。この他に三井組では鳥羽・伏見戦争の前夜、京都相国寺の薩軍屯営に金千両をとどけ、また慶応四年（一八六八）正月には小野組、島田組と協力して金二千両を政府軍へ献納している。

    　鳥羽伏見の戦いは慶応四年正月三日夕刻から五日午後までの三日間で片付いたが、六日夜に徳川慶喜が軍艦「開陽」で大阪から江戸へ逃げ帰ったので、　"官軍"の戦略は慶喜追討令を奉じ有栖川宮熾仁親王を大総督とする東征軍の発向へ拡大した。西郷隆盛は大総督府参謀に追補され、海陸軍務掛として軍事行動の最高指導者になっている。七日夜、新政権は岩倉具視を議長にする太政官会議をひらいたが、軍資金をまかなう募債が必要だと決した。金穀出納所は一月二十九日、京都大阪の商人百数十人を京都二条城へ召集して、会計基金として金三百万両の出資を要請したのである。政権側は今回の御用金は新政府の借入金であって、没収するものではないことを明示した。地租をもって引き当てる内国債だというのである。結局この時の基金調達は金百三十万両程度にとどまった。


    　この後も大阪御親征、大監察使東下など大がかりな政事行動、軍事行動を起こす度に維新政権は、三井、鴻池、小野、島田、殿村ら京大阪の豪商に対し個別に、あるいは商業仲間を通じて「御用金」の上納を命じている。維新政府は「勤王」を合い言葉に商人らの封建道徳に訴え、金の援助を求めた。これは旧幕時代の諸藩が商人らへ膝を屈して融通をたのんだのと選ぶところはない。ただし、維新政府の財務担当者は借金を踏み倒すことはやらなかった。政府の経常的歳入源である地租を抵当に入れ、利子を付けて金札（太政官札）で逐次返済した。当時の歳入出決算報告書によると第一期および第二期〔〔慶応三年十二月～明治二年九月の期間〕に生じた調達借入の総額は四百六十四万円に上った。商人からかきあつめる「御用金」は維新前後の火急の用を弁じたが、長続きする方法ではない。明治二年四月に御用金を廃止して国債法を採用している。明治政府の財政状態は、発足当初は歳入の部で「例外歳入」が「通常歳入」を大きく上回り、第一期（慶応三年十二月～明治元年十二月）に歳入合計の八九％、第二期（明治二年一月～同九月）には八六％に達している。例外歳入の主な内容は太政官札発行・調達借入（御用金）・外国商社より借入の三つであった。第三期（明治二年十月～三年九月）から第四期（明治三年十月～四年九月）にかけて、例外歳入は五二％、三〇％と漸減し、通常歳入が着実に増えた。

    　「歳入出決算報告書（八期間）」には別表のような整理がおこなわれているが、ここに統一国家形成の足取りがはっきりしめされている。明治四年～六年の期間をターニング・ポイントにして「明治国家」の財政基盤が次第にととのえられたのである。


    　国際的緊張関係のなかで、政府は、①中央集権体制の確立と②封建体制の解体整理の二つを並行して進めなければならなかった。どちらの仕事に取り組むにも、財源確保が急務だった。右の表で第五期～六期（明治四年十月～八年六月）の決算内容を見ると、歳入の部で圧倒的に大きいのは地税（＝地租）であって、歳入総計の七〇％を占める。他方、歳出の部では、諸禄・扶助金の額が大きく、これに旧幕藩関係費を加えた旧体制処理のための費用は歳出総計の三七％に達する。これが近代日本開始期の財政構造である。

    　明治新政府は、慶応四年（一八六八）五月、徳川幕府の天領を没収して徳川氏の石高を七〇万石に減じ、領地を駿河へ移した。また明治元年（一八六八）十二月に、仙台藩、会津藩、盛岡藩、桑名藩など佐幕派に立って"官軍"と戦った二十五藩に対し削封、移封をおこない、藩主や重臣をそれぞれ処分した。このとき、石高制は改廃しなかったので、政府は天皇を頭首とする一封建領主の立場に立ったことになる。政府直轄地は廃藩置県の直前で八六〇万石であったから、全国約三〇〇〇万石の三分の一弱の生産力をおさえにとどまる。これが中央政府の財政基盤だった。政府は直轄地に府または県を開設し、それ以外の藩地には従来どおり藩制を存続させて府・県とならぶ地方行政機関に位置付けた。旧封建勢力と妥協的な府・藩・県の「三治制」を敷いたのである。


    　維新政権は実質的な全国統一支配体制の樹立へ向かって、"三段跳び"の改革を敢行する。それは①版籍奉還（明治二年六月）、②廃藩置県（明治四年七月）および③地租改正（明治六年七月）である。第一段目の跳躍に当たる版籍奉還は、虚々実々のかけひきに満ちたトリッキーな改革である。


    　［仰臣等居る所は、即ち天子の土、臣等牧する所は、即ち天子の民なり、安《いずく》んぞ私有すべけんや、今謹で其版籍を収めて之を上がる、願くは、朝廷其宜に処し、其与ふ可きは之を与へ、其奪ふ可きはこれを奪ひ、凡《およそ》列藩の封土、更に宜しく勅命を下し、これを改め定むべし……］


    　木戸孝允と大久保利通の謀議に始まった版籍奉還の計画は、薩摩、長州、土佐、肥前四藩の同意を取り付けることができた。右の文章は明治二年一月、諸藩に率先して毛利敬親、島津忠義、山内豊範、鍋島直正の四藩主が連署して奉呈した版籍奉還上表文の一部分だ。与うべきは与え、奪うべきは奪うとあるが、徳川幕府から封ぜられた版（土地）と籍（人民）をいったん朝廷へ返上し、あらためて朝廷から本領の安堵されることを期待している節がある。この時廃藩置県は、四藩主はもちろん木戸や大久保の視野にもまだ入っていなかった。しかし、先の大政奉還と同様に、「土地と人民を本主へ返す」という思想が強く働いていることに注意したい。

    　版籍奉還による実質的な変更は、政府が藩主をそれぞれ知藩事に任命したことと藩制の諸務改革を指導したことである。藩主には石高の十分の一が家禄として支給されることを保障した。版籍奉還の段階で新生日本は、（Ⅰ）全国統一的な近代国家体制へ前進するか、あるいは、（２）天皇政権の下に列藩連合の政体をつくるか───の岐路にたたされていた。鹿児島藩の実権者である島津久光などは、領主権を自立させ、存続させることに信念を持ち、政府批判の矛をおさめなかった。　


    　しかし政府が行政・財政・司法・軍政のすべてについて一日も早く国内統一を実現しなければならないことは明らかで、そのことを国の内外から迫られていた。まず通貨の統一がある。当時は藩、旗本領、県の発行する一七〇〇種類もの紙幣がそれぞれの領内で通用していた。政府が造幣主権をにぎって太政官札を国内一円に流通させる強制力を発揮するとともに、貿易市場で通用するよう太政官札に兌換券の性格を持たせなければならない。さもなければ、とめどなく正金が流出し、洋銀が流入する。つぎに独占排他的な藩専売制を打ちこわさなければならない。これが全国市場の形成と産業発展をさまたげている。そして、「一両年中は旧慣に依ること」とした封建的貢租体制を改めて統一税制を施行し、国家の財政基盤を固めなければならない。


    　大久保利通以下の新政府の指導者たちは国元の藩を後盾にするので、それぞれ出身藩の「藩論」の制約をこうむることが少なくなかった。しかし、それらのなかから封建制の殻を蝉脱した新しい息吹きが生まれる。大隈重信の意見書で代表される「全国一致の論議」である。国権の確立を急務とする「中央官僚群」が形成されようとしていた。事態は、「数百年来の御鴻恩を思うと私情において忍びがたいが、廃藩は天下の世運である、」と西郷が国元へ書き送らなければならない段階に達した。西郷、大久保、木戸、井上、山県ら薩長実力者の密議が固まって、クーデター断行が決定された。明治四年（一八七一）七月十四日の朝、鹿児島藩知事島津忠義、山口藩知事毛利元徳、佐賀藩知事鍋島直大、高知藩知事山内豊範の代理板垣退助の四人が参内した。午前十時、天皇は小御所代へ出御。三条実美が四人を前にして勅語を宣した。勅語のなかに「廃藩」の言葉があった。ついで、名古屋藩知事徳川慶勝、熊本藩知事細川護久、鳥取藩知事池田慶徳、徳島藩知事蜂須賀茂韶が参内して、同じように勅語が宣せられた。午後には、島津、毛利をはじめ在京中の藩知事五十六人がすべて呼び出されて宮中大広間に列座した。天皇が出御し詔書が宣せられた。


    　［朕惟ふに更始の時に際し、内以て億兆を保安し、外以て万国と対峙せんと欲せば、宜く名実相副ひ政令一に帰せしむべし。朕さきに諸藩版籍奉還の議を聴納し新に知藩事を命じ各其職を奉ぜしむ、然るに数百年因襲の久しき或は其名ありて其の実挙らざる者あり、何を持って億兆を保安し万国と対峙するを得んや、朕深く之を慨す、仍て今更に藩を廃し県と為す、是務て冗を去り簡に就き有名無実の弊を除き政令多岐の憂無らしめんとす、汝群臣其れ朕が意を体せよ］


    　何を以て億兆を保安し万国と対峙するを得んや───　詔書は対外危機の意識で貫かれていた。しかし列席の旧藩主らには寝耳に水のしらせだった。国元で報せを受けた島津久光は激怒し、錦江湾に浮かべた舟から尺玉花火を夜どおし打ち上げさせて、わずかにうっぷんを晴らした。

    廃藩置県を断行するに当たり、明治政府は旧封建勢力へ大きな「贈与」をほどこした。


    （１）藩債処分。全国二百数十藩の財政は幕末期にいたって極度に窮迫したが、とくに戊辰戦争の軍費負担が大きかったので、大藩、小藩を問わずほとんどの藩の借財は藩の実収入額を超過しており、財政破綻は決定的だった。政府は、天保十四年（一八四三）以前の古い債務を破棄し、天保十五年から明治五年（一八七二）の期間に生じた藩債のすべてを引き受けて、返済を肩替りした。総額は約二四〇〇万両に上る。


    (２)通貨統一。政府は、諸藩が濫発した藩札および "悪贋貨"と称せられた低品位鋳造貨幣を回収して、政府発行の太政官札と引き換えた。


    (３)秩禄処分。版籍奉還の際に政府は藩に石高制を継続させ、藩主（知藩事）の家禄を保証するとともに家臣団（士族）への給禄を認めたが、いま藩を廃し、知藩事を解任したので、知藩事と士族との君臣関係は消滅した。そこで政府が諸藩領主・家臣団に対する家禄・賞典禄の全国統一的な支給者となる。


    　これらのうち、もっとも重大であり、政府内部に深刻な政治抗争を生み、しかも国家の経済政策の方向に大きな影響をおよぼしたのは、（３）の秩禄処分にかかわる問題である。明治六年、七年、八年、九年の「諸禄・扶助金」の政府支出は歳出総計に対し、それぞれ二九％、三二％、二六％、三〇％を占めていた。これに藩債の債務支払を加えると、政府収入の半分近くが倒幕の後始末に費消される。国家財政上から、これを解消することが絶対必要だった。むろん封建家臣団の整理には早くから手をつけたので、帰農商者への一時賜金（明治三～四年）や家禄奉還者への一時賜金（明治六～八年）の措置をとったが、いずれも士族の "転職"は失敗に終わるものが多かった。ついに明治九年（一九七六年）八月、政府は金禄公債証書発行条例を発布し、翌年から金禄公債証書を一時に給付することにして、ようやく家禄制度の整理にケリを付けた。年利五分ないし七分の利付公債で、支給金額の計算は禄の大小ならびに永世禄・終身禄・年限禄の区別によって異なるが、禄高の五年分ないし十四年分が支給された。金禄公債を受けた者は三一万三０００余人で、公債発行総額は一億七四〇〇万円に上る。

    　しかし廃藩置県のあとまで尾を引いた秩禄とは、いったい何への対価であるのか。事実、大蔵大輔として事に当った井上馨は、家禄支給を「無用の冗費」であると断じて早くからその処分案に腐心した。また、明治六年（一八七三）一月には「徴兵令」が公布され "国民皆兵主義"に立つ徴兵制度が敷かれたので、武士たちは自らの社会的立場を証明する「武職」を失った。それどころか徴兵制度について解説する政府公文書のなかで「双ヲ帯ビ武士ト称シ抗顔座食シ、甚シキニ至テハ人ヲ殺シ官其罪ヲ問ワザル者」とまで罵倒されている。維新後の士族に対する俸禄支給は、旧支配階級をなだめるための新政権からの「贈与」であったと理解するか、あるいは億兆を保安し万国と対峙する国権を確立するのに必要な社会補障費用であったとでも言うほかない。


    　だが金を受け取る側には別の倫理と論理が働いていた。「〔家禄は〕内一種類は有功を賞する為に与へたる者、一種は定規に隋い買求めたる者、又一種は其他種々の事情によりて賜わりたるものなり。右加算の内強半は数百年間所有し来り疑もなき家産にして、之を世襲して貴賎の別なく所有せり」というのは、旧薩摩藩士であり明治政府官吏の一人でもある森有礼が、秩禄処分を早期に実現しようとして外債募集を企てる大蔵大輔井上馨、大蔵少輔吉田清成らの政策遂行を非難攻撃する文書に見られる文言である。森は、武士の家禄は「家産」、すなわち私有財産であると断言している。まがりなりに「契約社会」に生きる私たち現代人には了解しがたい考えだが、しかし、これは「身分社会」を貫いて支配した倫理と論理なのだ。森が「数百年間所有し来り」と言っているところに注目しよう。中世という伝統的な身分社会では、天皇から賎民まで、すべての人間が「職《しき》」をもった。職務遂行と結び付けられた観念である。それぞれの職の世界は職階によって整えられ秩序化されるが、職階を決めるものは、身分と家格である。もともと個人に備わる「器量《きりょう》」（資質・能力）も、生得の「相伝《そうでん》」（身分・家格）と切り離して考えることのできないものであった。社会の生産する財は「職」の分に応じて分配されるが、家格・身分が世襲である以上、職に対する報酬もまた世襲されるのは当然である。近世の封建制社会に入って武士の俸禄はしだいに私有権化し、「家禄」は恒常的な「家産」として観念されるに至った。


    　秩禄処分という"リストラ"に遭った士族たち（旧武士階級）は、社会のあらゆる分野、あらゆる職業へ分散して新たな生計の道を求めた。丹羽邦男教授の計算によると、公債交付で得られる年間利子収入は下士層の場合平均二九円〇五銭、中士層で平均九七円六八銭で、これは、それぞれ歩兵兵卒と曹長（下士官）の年俸にほぼ匹敵する金額であり、下層の貧乏生活をかつがつ維持するに足る水準であった。上士層のなかからは金録公債証書を元手に農・商・工の事業を試みる者が出たが、多くは「士族の商法」がたたって失敗し、窮迫した。行政機構の整備にともない、士族には中央政府および地方行政機構に仕官する道が開かれた。しかし転身に成功したのは「明治七年官員録」によると士族三一万三〇〇〇余人のうち一万四二七九人だけであった。しかも、その中枢たる勅任官と奏任官は圧倒的多数が薩摩・長州・土佐雄藩と静岡藩（旧幕臣）の出身者で固められていた。大多数の「サムライ」たちにはいばらの道がまちかえていたのである。

    　他方、旧領主層は家臣団にくらべてはるかに多額の公債を取得した。ふたたび丹羽邦男教授が算出した数字を引用させてもらうと、現石禄高二二〇石以上の旧藩主は五一九人で士族総数三一万三五一七人の〇・一六％を占めるに過ぎないが、彼らが受け取った金禄公債総額は三、一四一万円であり、総支出額一億七四六三万円の一八％に達する。彼らは金利生活者として安泰の地位を得たばかりでなく、国立銀行設立や紡績工場創業などへ出資して公債を資本として運用する機会をつかんだ。参議大隈重信大蔵卿は明治九年（一八七六）三月二十九日の禄制処分奏議のなかで、次のように述べる。―――最近大商人や資産家があいついで事業に行き詰まったために国内の金融が逼迫し、資本の流動が枯渇して景気を悪くしている。この際、金禄公債を発行して家禄のすべてを処分するなら、公債証書発行の総額は約一億五〇〇〇万円に上るので、これにより右の弊害が取り除かれ、資本の活性化に役立つことは必然である。「是レ一挙両全ノ策ト存候」。新政府からの旧支配勢力に対する「贈与」は、下司の言い方になるが、泥棒に追い銭の策ではなかった。政府の「信用創造」によって、産業資本の原始的蓄積の糸口が付けられたのである。


    　封建制度の解体整理を終えるのに、明治維新政府は巨額の金と十年の歳月をついやした。では、政府は、その資金をどうやってひねり出したのか。地租である。政府歳入の租税収入に地租の占める割合は明治六年九三％、七年九一％、八～九年八五％、九～十年八三％であった。関税収入や商工税収入は微々たる額にとどまっていた。

    　政府は統一国家を運営する上に、新しい租税制度を確立することを急いだ。政府財源を安定確保するには、古い貢祖制を廃して土地制度を改革し、統一税制を施行する必要がある。また「農」と「工・商」とのあいだに見られる税負担の不公平が農民内部の不満を大きくして、社会の混乱をひきおこす危険があった。税制改革については戊辰戦争がほぼ収束した明治元年の終わり頃から政府部内で最重要課題に取り上げられ、明治二年に入る、とさまざまの改革案が提議された。議論の行き着くところ、改革の基本方向は①租税負担の公平を図ること、②物納を廃して金納租税に統一すること、③土地売買の自由を公認すること───の三点にしぼられた。私有財産制と商品経済の二つを基礎に据える近代資本制社会へ移行することが眼目であった。


    　明治六年（一八七三）七月、地租改正条例ほかの「地租改正法」が公布されたが、これに先立って政府は、田畑勝手作りを認め（明治四年九月）土地永代売買禁止を解禁し、（明治五年二月）農民に地券を交付して土地の私有を認める（明治五年二月）措置をとっている。すでに江戸中期頃から質地売買（質流れの土地の売買）というかたちで土地売買と土地兼併がひそかに進行していたし、地方特産物の商業的栽培がひろまるにしたがい田畑に対する作付け制限も有名無実と化していたのだが、政府はこれらを公認して農民の土地に対する権利を強化する政治姿勢を示した。そして、これらを裏付けるものが地券交付である。

    　しかし私たちは、ここでも、日本の「近代化」の改革が「封建的搾取」の影をひきずっていたことを見ないわけにいかない。国家機構の整備と国の産業化を進めるに当って、日本はヨーロッパ列強のように新大陸との交易や植民地貿易で得た資本の蓄積を持たなかった。それは、後の話である。だから政府が農民階級に基礎的財源を求めたのも無理なかった。まず新しい税制の骨組を見ておこう。それは石高制に代わる新しい土地税制として打ち出された。「地租改正」と呼ばれるゆえんである。地租改正条例の骨子は次のようである。


    （１）、土地収益力を基礎として地価を算出し、その地価（法定地価）を課税の対象にする。

    （２）、当分のあいだ地価の百分の三を地租（租税）とし、豊凶にかかわらず毎年定額を課税する。

    （３）、商工業が発達して、今後物品税収入が増えれば、地租は百分の一にまで減額する。

    （４）、地券を交付された土地所有者を納税負担者とし、地租はすべて金納とする。


    　豊凶変動や米価変動のリスクを回避するために「法定地価」を課税対象にしたことと、米穀の商品流通の拡大発展を図って政府廻米のわずらわしさと不合理をはぶくために金納方式を採ったのが大きな特徴である。「地価」というのは、田一反歩の収穫米に米価をカケ算して求めた貨幣額から必要経費である種肥代・地租・村入費を控除して土地収益高を算出し、これをさらに法定の利子率でワリ算して "資本還元"することにより得られる仮構的な数字である。次式のようになる。

    　地価＝収穫米米価―（種肥代＋地租＋村入費）利子率の逆数

    　このなかで米価はそれぞれの土地の相場で決められるが、種肥代・地租・村入費および利子率は条例で一律に規定された。


    　問題は、政府が地租改正作業に当たって旧来の地主制度にいっさい手を触れることなく、それどころか収穫の五割あるいはそれ以上という高い小作料率を含む「小作慣行」を容認して、地価算定方式の「第二則・小作地方式」にそのまま盛り込んだことである。「地租改正ノ始先ツ旧来ノ歳入ヲ減セサル目的」とするという政府方針からすれば、「地主～小作」の封建的関係を温存して土地所有者である地主から確実に徴税するのが得策であるのは勿論であろう。地租改正後も小作農民は地主へ昔ながらの年貢米を物納し、地主はそれを売って金に替え、地租を納めた。明治期の経済成長で米価が上がると、「地価」との格差によって生じる経済余剰はすべて地主の懐へ入った。中層・下層の農民は江戸時代と同様に「生かさぬよう剰《あま》さぬよう」に土地にしばりつけられて働いた。

    　封建制から資本制へ移行する日本の「近代化」の改革を、「豆を煮るに豆殻を焚く」という中国の故事にたとえることができる。封建制社会の基盤である武士階級を根こそぎにするのに政府は莫大な資金を投じたが、その資金は農民の大なる犠牲でまかなわれた。もとは同根から生じたものなのに、豆穀（農民）は釜底にあって燃え、豆（武士）は釜中にあって泣いたのである。


    　　　　　　※　　　※　　　※　　　※　　　※


    　資本制経済というのは、何よりもまず発展(development)を目指し、発展する社会の建設を目的とする経済体制を言う。この点で、経済の循環を第一義的目的にする封建制経済と、はっきり一線を画するのである。いま私たちの眼前にある資本制経済が善を目指しているのか、それとも悪に向かっているのかは、しばらく問わないことにしよう。近代の資本制経済は、生産活動の全過程のなかに利潤の源泉を見出し、それを具体化することによって新たな価値を獲得し、社会の富を増殖させる。そこでは、資本が「貨幣資本」という非人格的な形態をとって社会のすべての経済活動を貫きとおし、資本以外の生産要素である自然資源（または土地）と人間の労働の二つを媒介して、両者の経済的効果を促進するところに大きな特徴がある。さまざまの生産要素のなかから自己の経済活動に有効なものを生産手段として選び出し、これを「新しい結合」（シュムペーター）として活用して事業を成功へ導く努力を重ねるのが、近代資本制社会の企業者群である。西欧では、すでに、長く続いた工場制手工業《マニファクチャ》の時代に右の考えを自覚して企業を経営する先駆的な企業者群のあったことがみとめられるが、蒸気動力機関の発明と調速《ガバナー》機開発による実用化が資本制経済の優位性を決定的にした。世界の個々の国での資本制経済の発生と形成過程を見ようとするのなら、まず、いつ誰がどのようにして資本制経済への移行を企てたかを知らなければならない。つまり、「新しい結合」を編み出して新しい事業を開始し、それ以降の経済活動に対して意思決定の責任と危険を背負う決意を固めた企業者群―――すなわち「経済主体」は誰であったかを、突き止めることである。


    　日本の近代工場の萌芽的形態を、幕末期に徳川幕府がフランスの援助を得て建設した浦賀造船所、長崎製鉄所、石川島造船所、横須賀製鉄所などの洋式機械工場・造船工場に見ることができる。これらを維新政府は明治元年に没収した。しかし、それは資本制経済を形成する礎石にはならなかった。買弁資本から外国人勢力を排除して経営と管理の権利を回収しようとすると、フランス側資本の強い抵抗に会ったからである。横須賀製鉄所の場合、財政危機に直面した幕府が新たな五〇万ドルの借款をするのに同製鉄所を担保に入れていたので、維新政府は英国オリエンタル銀行からの融資で得た資金で抵当権解除を図ることから手を付けなければならなかった。幕府経営の諸施設が息を吹きかえして軍需産業を中心とする日本重工業形成の重要な一環に組み入れられるのは、明治十年代以降、ようやく自力を蓄え出した民間産業資本へ官営工場と鉱山が逐次払い下げられるようになった後の話である。


    　明治三年（一八七〇）十月、工部省が開設されて、維新政権の殖産興業政策がはじめて具体的に動き出した。工部省の管轄する初期官営事業は鉱山・鉄道・電信・工作の四部門だったが、このうち特に力を注いだのが鉱山開発と鉄道建設である。幕府直轄で稼動していた諸鉱山は幕末期の資金難と技術上の障害でいずれも閉山に近い状態に追い込まれていた。新政府は、これに資金を投じ、またイギリス人技師やフランス人技師を招いて再開発を企てた。佐渡鉱山、生野鉱山、小坂銅山、釜石鉄山などを対象に取り上げた。政府は新貨鋳造のために金銀銅の採掘を急務とし、また、砲身鋳造・鉄道建設資材・造船材・工作機械原材料等の需要に応えるため鉄鋼製品の自給を意図していたのである。鉄道は、明治五年(一八七二)に東京～横浜間、七年(一八七四)に大阪～神戸間を開通させ、ひきつづき西京～大阪間、京都～神戸間の建設をすすめた。鉄道の建設は諸藩割拠を打破して全国一致を図る政治プロパガンダ的目的にくわえて、横浜・神戸の「開港場」を起点とする物流インフラを整備することを重要課題にしていた。工部省が取り組んだ事業は、すべて産業化（industrialization）を進める際の基礎的作業である。石塚裕道教授(東京都立大学)の研究によると、工部省支出のうち官営事業へ投じた「興行費」の支出は明治七年(一八七四)の四八〇万円をピークとして明治六年～九年の期間に集中していた。また明治三年度から十八年度までの十六年間の興行費支出合計二、九七一万円の約五割を鉄道建設へ、約三割を鉱山経営に集中的に投資した。

    しかし初期官営事業は、膨大な資金をロンドン市場で起債する高利・短期の外国公債で調達したことや、事業を推進する際に多数の外国人技師を雇い入れて彼らの技術指導力に頼らなければならなかったので、たえず外国資本の侵入と干渉の危険にさらされていた。そして工部省の殖産興業政策も、まだしっかりした全体構想を固めるにいたっていなかった。事業展開はいきおい　"総花式"にならざるを得なかったのである。

    　［大凡国ノ強弱ハ人民ノ貧富ニ由リ、人民ノ貧富ハ物産ノ多寡ニ係ル、物産ノ多寡ハ人民ノ工業ヲ勉励スルト否ザルニ胚胎スト雖モ、其源頭ヲ尋ネルニ、未ダ　嘗テ政府政官ノ誘導奨励ノ力ニ依ラザル無シ］（明治七年五月、大久保利通意見書）


    　明治六年(一八七三)十月、征韓論に敗れた四郷隆盛、板垣退助らが下野したあと、十一月に大久保利通の主導で内務省が開設され、大久保は初代内務卿を兼任した。内務卿は「天皇陛下ニ対シテ担保ノ責ニ任ズ」職であって、事実上の首相である。そして、内務省は中枢に勧業寮と警保寮を置き、殖産興業政策と全国警察行政の二つを掌握した。大久保は冷静沈着な現実家《リアリスト》であり、政治においては徹底した実務家である。討幕から維新政府を成立させるまで奮闘するあいだは、一君政治の古《いにしえ》に復して統一国家を樹立することだけを主眼としたが、明治四年、岩倉、木戸らとともに欧米を巡遊し、先進諸国の制度、文物を視察して帰国した後は、世界のなかで一国の独立を確保するには富国強兵の策を欠くことはできないし、それには殖産興業から手を下さなければならぬという施政方針を得て、それを確信した。


    　内務省勧業寮は工部省と農・工を分掌するかたちで勧業事業と取り組んだ。勧農・牧畜・製糸・綿毛織物生産の振興が主要課題で、具体的には官営による駒場農学校、内藤新宿試験場、下総牧羊場、千住製絨所、新町紡績所、富岡製糸場などを創設した。また「民業」に対しても、養蚕・製糸・織物・紡績・開墾牧畜などを対象に、起業基金、勧業資本金、勧業委託金などの費目で財政投融資をおこなった。このなかには「士族授産事業」を保護育成するための助成が含まれる。「官業」「民業」ともに、殖産興業政策は「輸入防止」と「輸出振興」の二つの方針で貫かれた。前者については綿糸・綿布の輸入増大を食い止めるため水車勤力を取り入れた二千錘紡績所を官業、民業の両方で建設したことで代表されるし、後者は外貨(正貨)を獲得するために数少ない輸出商品である生糸・絹織物・茶の生産増進を図ったことが目立つ。資本制生産が支配する世界市場に向き合って、日本は攻守両面の作戦をとらなければならなかった。

    　石塚裕道教授は政府の「歳入出決算報告書」ほかの資料によって第一期（慶応三年十二月～明治元年十二月）から明治十八年度までの十八年間に工部・内務両省が殖産興業政策推進のために支出した資金の内容を年度別に整理しているが、それによると、勧業関係資金は総額約二億一千万円に達する。（これは同期間の全歳出高十億八千四百万円の十九％を占める）しかも、官・民あわせてくりひろげた諸事業が十分な成果を上げたとは言い難い。勧農事業において風土条件を無視した西洋種の移植や "泰西農法"の直輸入は、この国の伝統的な農業経営に根を下さなかったし、牧畜は失敗に終わった。近代工業の模範工場の実現を目標にして操業を開始した富岡製糸工場は「創立以降就業三年ノ後尚計算立ツ可キノ目途無シ」という状況を呈した。工部省の管轄する兵庫造船所、赤羽工作分局、横須賀造船所など官営工場の創業以降明治十八年度までの収支計算の累計は、いずれも欠損を計上している。民業に対する資金援助も、期待した成果を上げたわけではない。また資金交付を受けた士族授産事業は、若干の企業が活路を切り開いたほかは、大部分が企業化に失敗した。


    　「大久保＝大隈ライン」が主導した明治政府の殖産興業政策は、全体として失敗に終った。しかし、すべてが「烏有」に帰して無駄骨を折ったということではない。「失敗」という体験が政策担当者らへ国の産業化についての新たな認識を植え付け、それが政府に政策転換をうながしたのである。明治十四年(一八八一)の政変で大隈重信が下野し、かわって松方正義が参議兼大蔵卿として国家財政の実権をにぎった。松方は、大隈の財政政策のなかから継承すべきものを継承し、変えるべきものを変え、国家財政に大胆に新機軸を打ち出した。「大隈財政」から「松方財政」への転換は日本資本主義の形成を決定的に方向付けたばかりでなく、その後の国家経営に大きな影響を与えた。


    （１）不換紙幣の整理。西南戦役（明治十年）の巨額の戦費支出が尾を引いて紙幣の増発が続いたが、それは紙幣価値の下落（＝銀貨高騰）と物価騰貴をもたらし、明治十二年(一八七九)以降、財政危機と通貨危機が深刻になった。積極政策を進める大隈は現在の経済危機は紙幣増発に起因するのではなく、輸出を拡大し輸入を減らすべき国内産業が不振で停滞していること、および関税自主権がいまだ確立されていないことが内憂外患の真因であると判断した。殖産興業政策のいっそうの推進こそ政策の根源であり、そのために資本(＝通貨)の追加供給を図るべきなのだと考えた。しかし不換紙幣を漫然と増発し続けることは、もちろん、金銀貨を騰貴させて正貨流出をさらに増大させる危険がある。根本の課題は「紙幣通用の時世」を「正貨通用の時世」に変革することだが、それを「神速ナル術策」をもって強行しなければならぬ。資本の追加投入を図ることと不換紙幣を回収整理して通貨量を調節するという相反する二つの目的を実現する一挙両得の策として、大隈は、外債五〇〇〇万円を募集する方策を考え出して、建議した。


    　［悠歳月ヲ費サスシテ可成速ニ海外ノ金銀ヲ邦内ニ誘入シ、之ヲ儲シテ紙幣ノ交換ニ充備シ、何時ニテモ政府ノ意ニ随ヒ正金通用ニ変シ得ヘキノ準備ヲナス］


    　この軽業のような財政政策の建議は、政府部内の強い反対で葬り去られた。


    （２）経済危機の根本である紙幣価値の下落（＝インフレーション）について、松方正義の状況分析は大隈重信の状況分析に根本的に反対するものではない。また「正貨通用の時世」へ変革すべしという大隈の構想についても、まったく松方の財政観と一致している。しかし、安定化政策を重視する松方の取った方法は、大隈の術策と大きく異なり、大隈財政を百八十度方向転換させるものであった。松方は、不換紙幣の回収整理・兌換準備金の蓄積・中央銀行設立と兌換制の確率───の三つを財政の基本に据えたのである。


    （３） 松方正義はインフレーションを終息させることを急務とした。不換紙幣の増発が過剰流動性をもたらして紙幣価値の下落と物価騰貴を激しくしていたので、松方は、明治十五年（一八八二）から十七年（一八八四）にかけての三年計画で紙幣整理を強行した。


    　［鉄道公債及ヒ金札引換公債ヲ発行シ、一ハ以テ多額ノ紙幣ヲ政府ヘ集収シテ之レカ流通ヲ止メ、一ハ以テ其集収シタル紙幣ヲ定規ノ如ク裁断焼却スルニ在リ、尤モ鉄道公債ニ依リ集収シタル紙幣ハ毎年其若干額ヲ鉄道資本ニ供スルモノナレハ、素ヨリ永久之カ流通ヲ止ムルニ非スト雖モ、其之ヲ資金ニ供スルハ除々ナリ、之を政府ニ集収スルハ急ナレハ、其間ニ於テ紙幣ノ価格ヲ騰貴セシムル事元ヨリ論ヲ俟タザルナリ］〔「公債証書発行意見書」〕


    右手で公債を発行し、左手で収集した不換紙幣を裁断焼却しようとする方法である。松方が大蔵卿に就任した当時の通貨量は、政府紙幣一億二〇〇〇万円、国立銀行紙幣三四〇〇万円、総計一億五四〇〇万円であった。明治十四～十六年度の政府紙幣消却高は、一三六四万円であり、また明治十四～十八年度の五ヵ年で二、六四六万円を準備金へ繰入れたので、合計四、〇一〇万円の通貨量を圧縮した。


    （４） 松方財政の基本構想は不換紙幣を兌換紙幣に変えること、すなわち通貨信用制度を確立することであった。その際に政府の「準備金」が一役買う。政府財政の別途金（特別会計）のなかに立てられた「準備金」とは、明治二年に兌換準備積立金として発足したもので、地金銀、古金銀、洋銀などを購入して改鋳し、正貨（金銀貨）の蓄積を図った。その後制度を改めて、準備金の果たす役割は正貨の蓄積と管理にくわえて、減債基金や財政予備金など財政投融資の面にもかかわるようになり、殖産興業政策と密接な関係を持つようになる。大隈重信は正貨を蓄積する有効な手段として、準備金を運用する海外荷為替取組制度を開始した。この海外荷為替取組制度は、海外正貨の獲得を第一義とするが、あわせて横浜在留外国商人による居留地貿易を排除して、国内生産者と国内貿易業者とによる「直輸出」を増進させることを目的とするものである。政府は、まず国内貿易業者に対し横浜正金銀行を通じて準備金から融資をおこなう。貿易業者は融資金で荷為替を組んで輸出商品を海外で販売し、得た代金のなかから融資分を外貨で正金銀行の海外支店へ払い込み返済するが、本店はそれを回収して正貨で政府へ返還する。不換紙幣の貸付けをもって国産品の輸出を増進させるとともに、国内に正貨を蓄積するという巧妙な "錬金術"である。

    　横浜正金銀行では政府から貸下げられた「御預け金」を、①「海外直輸荷為替資金」と②「横浜送荷荷為替資金」の二種類に分けて運用した。①は、直輸出荷主が直輸出商社を通じて正金銀行と荷為替を取り組む際の資金に充当される。また②は、生産者または国内販売者が商品を生産地から横浜へ転送する際に取り組む荷為替に当てられるが、直輸出促進策は製糸、生糸など在来の農村工業に対する殖産興業政策と強く結ばれていたので、これからの担い手である在村豪農商を支援する生産・流通助成金の役割を兼ねていた。


    　松方は、海外荷為替取組制度を大隈財政から継承する。ただし、就任直後に次の二点について重大な制度改正をおこなった。

    　① 内地荷為替資金貸を廃止して、輸出外国荷為替資金の融資だけに限定した。

    　② 荷為替の取り組みはなるべく本邦商人を対象にするが、必要な場合には外商と取り組むことも可なり、とした。


    　右の改正は、この制度の実効を高め、それによって海外正貨を国内へ吸収するという第一義的目的に集中させることにあった。松方は、大隈の採った「殖産興業→直輸出」論を否定し、輸出を増大させるには「売込商人→横浜在留外国商人」のラインですすめられる "居留地貿易"を排除することは現実的でないと判断した。松方の狙いどおり明治十七年(一八八四)以降の海外荷為替取組高は外国人に対する為替貸が急速に増えて輸出高を押し上げた。外国人荷為替取組に支えられた海外荷為替取組制度は準備正貨を蓄積する成果を着実に上げたので、政府は明治十五年(一八八二)に日本銀行を設立し、十八年（一八八五）五月に日本銀行より初めて「紙幣一円＝銀貨一円」の兌換銀行券を発行、十九年(一八八六)一月一日から兌換制を施行した。


    （５） すでに大隈財政の段階で、殖産興業政策に基く諸事業の低迷とそれらの欠損補填のための追加投資の累積は、財政破綻をひきおこしかねないほど深刻になり、政策担当者の肩に負いかぶさっていた。大隈重信は明治十三年(一八八〇)五月、外債五〇〇〇万円募集の建議が松方正義をはじめとする政府部内の激しい反対にあって挫折した後、ひきつづいて諸建議を提出する。それは①歳出削減・歳入増加を図る財政政策案、②官営工場払下げ案、③大蔵・内務両省の勧農、勧商部門を統合して事務改良と経費節減を図る農商務省設置案の三つであった。これらは、いずれも松方財政の下で実行に移された。明治十四年(一八八一)以降の工部省経費の大幅削減、北海道開拓使の廃止、貸付金の打ち切りなど勧業関係資金の全般的な漸減に、殖産興業政策の転換を見ることができる。

    　官営工場と政府直営鉱山を民間へ払い下げる「官業払下げ」は紙幣整理政策の一環をなすが、明治十五年(一八八二)から二十九年(一八八六)までの長期にわたり小出しにして払い下げを続けたので、政府の払い下げ意図に自ずと変化が生じた。最初は財政窮迫の下で政府の投下資本の回収を狙ったが、紙幣整理成功の見通しがついた明治十七年(一八八四)以降は、事業の継続に眼目を置いて資力と経営力を有する企業体へ無利息・長期年賦で払い下げている。さらに明治二十年代に入ると官業払い下げの最終段階として三池炭鉱、幌内炭鉱、鉄道、富岡製糸所、佐渡金山、生野銀山の有力物件が対象になる。これらは三菱、三井ほかへ払い下げられた。特定資本に対する明治政府の保護育成策を読み取ることができる。


    （６）松方財政にとって、紙幣価格下落を前門の虎にたとえるなら、後門の狼は「軍拡」である。明治十五年(一八八二)は軍備拡張要求の高まった年であった。つねづね強大の兵力こそ国家独立の根幹であると力説する山県有明は、同年一月、｢徴兵常備兵の全備要求｣を政府へ提出した。また海軍は海軍卿川村純義が前年の十二月に「明治十五年度以降毎年三隻、向こう二十年間に六十隻の軍艦製造」を要求している。十一月には明治天皇が地方長官を宮中に召集して、軍拡の急務であることを親諭した。これら軍拡熱の背景には、日本公使館が襲われた第一次京城の変に示される朝鮮における反日運動の高まりや河野広中を中心とする「福島事件」の政府転覆計画で象徴される、先鋭化した自由民権運動に対する警戒心が働いていた。｢強大の兵力｣によって対外的に国威を発揚し、国内において人心を収攬することが、山県らにとって｢焦眉の急｣であった。


    　巨額の軍事支出増額は、もちろん、紙幣整理を最重要課題にする松方財政の足を引っ張る。しかも財源を確保するのに関税引き上げや地租の増額は実行不可能だ。松方は諸税の増額を決意した。十二月、松方は｢軍備皇張費の議｣を建議し、そのなかで明治十六年(一八八三)から二十三年(一八九〇)までの軍拡八カ年計画の概算を呈示する。それによると、陸軍兵員増加費として各年度一五０万円、軍艦製造費に各年度三〇〇万円の予算を計上している。これらを含めた八年間の陸海軍総経費は五、九五二万円になるが、これの財源として酒造税増額・タバコ税増額・米商会所株式取引所の仲買人税新設の増税策を決め、約六〇〇〇万円の増収を見込んだ。(明治十八年にはさらに醤油税・菓子税を国税として新設または再設している。)増税によって得た政府収入は誓って陸海軍の軍備拡充や臨時非常の軍費に用いるほかは一切支出を禁止する、と松方は言明した。この建議は採択され、陸海軍省へただちに内達された。

    　紙幣整理と増税の二つをあわせて、一般に「松方デフレ政策」と呼ぶ。積極型の大隈財政と比較するかたちで、松方財政は健全財政主義を踏まえた均衡経済論に依って立つ財政策と受け取られがちだが、実はそうではない。通貨圧縮政策と軍備増強予算編成の二つを並行して強行したことにうかがえるように、松方正義は慎重にして、かつ果断な政治家である。大隈に負けず劣らず、彼は、松方流の｢殖産興業策｣を積極的におしすすめた。松方政策の内容を要約すると、次のようになる。

    （１） 産業と経済を支えるものは通貨（＝貨幣資本）の力であることを認識し、兌換制の確立と自国資本の蓄積を至上課題にした。　　　

    （２） 世界市場へ参入して、欧米の資本制生産に追随できる生産体制ならびに貿易体制を編成することに主眼を置いた。

    （３） 松方は、他の明治の政治家たちと同様に、｢皇国｣の不羈独立を守るために軍備を重視し、兵器・艦艇・弾薬を製造する軍事工業を国家が独占支配する基軸産業に据えた。


    　「大久保＝大隈」の殖産興業政策から松方財政にいたる変換のなかに、私たちは、日本の産業近代化を担う「経済主体」がしだいにはっきりした像を現してくるのを認めることができる。農業と工業の生産性格差を放置して、松方正義は、日本に資本制生産を根付かせることに全力を挙げた。明治十年代後半から二十年代にかけて出現した産業構造の重大な変化は、次の二点である。　

    （１） 初期の勧業助成策にもかかわらず、糖業・菜種油・綿業のような在来産業は成長しなかった。英国植民地で大量生産されて流入する輸入商品との価格競争に敗けて、駆逐され、明治二十年代に伝統的な農村工業は崩壊した。一方、福島、群馬、長野諏訪地方の製糸業や大阪紡績を筆頭にする関西地方の一万錘紡績工場に見るように、西洋の機械制大工業の設備・技術ならびに生産方式を"移植"して定着させることに成功した企業体は、発展を続けて地場産業を形成した。また他方で、"政商"と呼ばれるまでに実力を蓄えた企業者群が、官業払下げにより、十分な操業経験を積んでよく整備されている「固定資本」を低廉な価格と有利な年賦償還条件で国家から譲り受け、産業資本の原始的蓄積を実現した。近代的経営力を身に付けた企業者群によって運営される鉱山・炭鉱・造船所などは、陸軍省・海軍省が直営する兵器工場・艦艇工場と連携して重工業の発達に貢献した。


    （２） 紙幣整理で景気はインフレからデフレへ一転し、諸物価は下落した。真っ先に下落したのが米価である。東京定期米市場は明治十三年十二月に一石建て十二円三三銭という最高値を記録しているが、その後ジリ貧をたどり、十四年後半から十六年いっぱいの約二年半は "松方デフレ"が大きく影響して米価は下げ止まらず、ついに十七年一月に三円四九銭の安値が現れた。十三年十二月の最高値との比較では七二％の下落、すなわち米価は四分の一近くにまで大暴落した。米価下落と増税は農民経済を直撃し、これにくわえて地租滞納に対する仮借のない強制処分が自作農を田畑放棄へ追い込んだ。土地所有権を失った農民は、なかには都会へ出て賃労働者になるものもいたが、大部分の者は小作に転じてひきつづき零細な耕作を続けた。全耕作地に占める小作地の比率は明治六年に三一％だったが、十六年三七％、二十年三九％、二十五年四０％、三十六年四五％、四十四年四五％と漸増し、明治四十年代に頂点に達して、その後停滞している。ここに、近代国家において日本固有の｢地主～小作｣という生産関係ができあがったのである。

    　農民の階層分解は地主による土地兼併をうながしたが、維新後の経済成長にともなう地価の上昇と米の需要増大が土地と米穀に対する投資機会を拡大したので、在村地主ばかりか都市の商人資本までが争って農地取得へ走り、「寄生地主」を作り出す。維新後に三井は北海道に六千町歩（約六〇〇〇ヘクタール）の田畑を、三菱は新潟に千町歩余りを、渋沢は青森に千町歩余りを買い集めている。他の地方財閥や在村大地主についても事情は変わらなかった。


    　日本の農業に農業経営の集中と有産資本家階級（ブルジョアジー）の成長はみられなかったし、農業革命はついに起こらなかった。地主層は、土地経営に力を集中して生産収益を増大させることに意欲をださなかった。彼らは、村の治水や用水管理に一定の社会的責任をになったけれども、その他はもっぱら小作料収入に依存し、地代寄食者（rentner）として蓄財を図ったのである。維新以後明治二十年代まで政府歳入の七〇～八〇％を地租が分担した。地主階級が明治国家の財政を支え続けたのである。帝国議会が開設されると、上層地主は貴族院および衆議院で多額納税議員として政治的発言の立場を獲得した。封建的生産と資本制生産が共存できたこと、すなわち地主と産業資本家のもたれ合いの構図が成立し得たのは、両者が、年々｢有司専制｣（官僚独裁）の傾向を強める薩摩・長州閥政権と緊密に協調して、政府の保護下に入ることができたからである。


    　　　　　　　※　　　　※　　　　※　　　　※


    　大日本帝国憲法を発布(一八八九)し、第一回帝国会議を開設(一八九〇)して、明治政府は立憲君主制の下に統一国家の体制をととのえるが、息継ぐひまなく　"第二の黒船"の襲来に直面する。英・仏・独・露の｢帝国主義｣のアジア進出であった。近代の帝国主義───つまり、産業の興隆によって独占的企業体と金融資本を確立した資本主義国家群が商品輸出市場および資本輸出市場を求めて植民地の再分割を争う膨張政策こそ、　"黒船"の正体だった。嘉永六年(一八五三)ペリー提督艦隊来航の時、幕府は、米・英・露と和親条約を結び、安政五年(一八五八)に米・蘭・露・英・仏五カ国との不平等な修交通商条約調印を呑むほかなかったのだが、開国から三十数年を経て、そのあいだ「万国対峙」を国是として富国強兵一途につとめてきた日本の態度は、以前とは違っていた。


    　明治二十三年(一八九〇)十一月、第一回帝国議会開会の冒頭で総理大臣山県有朋は施政方針演説をおこなったが、このなかで国防大網を｢主権線｣と｢利益線｣の二つの概念でとらえた。主権線は国境を指し、利益線とは主権線の外側に「主権線の安危と緊しく相間接する区域」を包括する臨界線を言うと称して、国家の独立を保持し国勢を拡張するためには今後二十数年にわたり営々と努力して主権線と利益線の両方を確保しなければならないと力説した。その上で、国家予算案の歳出の大部分を陸海軍費に投じなければならないことの正当性を主張したのである。さらに彼は、「利益線の焦点」は朝鮮であることを明言し、朝鮮を｢防護｣することが日本にとり死活の問題であり、他国がこの利益線内に侵入したなら武力を用いて排除し、日本は清国と協力一致して朝鮮の｢共同保護主｣たるべきであるという外交政略論を展開した。

    　この段階で山県が帝国主義的侵略政策を打ち出していたとは考えられない。自国領土の外側へ緩衝地帯を設けて自国の安全保障と国益拡大を図るという身勝手な国家観には、むしろ、長崎出島・琉球・対馬・蝦夷を通じてのみ外国と交易した徳川幕府の鎖国政策の反響が認められる。そして現代の視点から見て重大なことは、数百年にわたり李朝が統治してきた朝鮮を、山県が、琉球や蝦夷と同様に日本国の属領と見なしていたことである。山県の発言が問題視された形跡はないから、朝鮮蔑視は当時の日本人の通念に刷り込まれていたかもしれない。神経質な臆病者が念入りに武装して家から出かけたとする。その男は、自分を閉じ込めていた狭い家から急に広いところへ飛び出したものだから、誇大妄想または恐怖にとらえられて、町中をうろつくあいだに幾人もの敵を見付けだして、たちまち流血の惨事をひきおこすことだろう。開国によって、近代国家群が争奪をくりひろげる世界へ一歩を踏み出した日本人を見舞った心理的混乱は、武器を手に出発しなければならなかった臆病者の心理に似ていた。政府の指導者たちは海外事情に通じるとともに、機械文明の彼我の差に圧倒され、自国の脆弱さを思い知ったので、山県の軍備拡張論に反対することは難しかった。


    　欧州列強の｢帝国主義｣は清国(中国)の領土分割をマナイタの上に載せるが、日本にとっては朝鮮半島の｢利益線｣を確保することが重大事であった。朝鮮の支配権をめぐって日本は清国と戦争を起こし。さらに十年後には帝政ロシアに宣戦した。アジアを舞台にする帝国主義争奪世界のただなかで、（１）軍事力によって国家自立を守り抜くか、さもなければ(２)植民地支配に屈して欧州列強に従属するかの二つが日本に示された岐路であり、日本は(１)の道を選択して植民地支配をまぬかれ、しかも日清・日露の二つの戦争に勝利をおさめたことで日本の国際的地位を向上させた───これが日本近代史の従来の通説である。しかし、いま振り返ると、日清戦争と日露戦争が日本近代史におよぼした影響は重大かつ深刻であった。二つの戦争に勝ったことが国家と国民を狂わせたのである。


    　日本で最初に出現した機械制大工業は生糸製糸業と綿紡績業の軽工業だったが、明治三十年代(一八九七～一九〇六)に入ると、呉海軍工廠、東京砲兵工廠、横須賀海軍工廠、大阪砲兵工廠、佐世保海軍工廠、の官営軍需工場を中核にして、周辺関連の民間の造船工場、鉄道車両工場、鉄工所、機械製造所などが次々に誕生し、ここに重工業を主体にする日本の産業革命が開始された。明治三十四年(一九〇一)に開業した官営八幡製鉄所は、日露戦争勃発後の明治三十七年(一九〇四)に銑鋼一貫生産体制を軌道に乗せ、四十一年(一九〇八）には当初目標の鋼材九万トン生産を実現する。これに触発されて民営釜石製鉄所は三十六年(一九〇三)に銑鋼一貫生産を開始し、三十八年(一九〇五)に鈴木商店が神戸製鋼所を設立、四十五年(一九一二)には日本鋼管が設立されて日本製鉄業の基礎が固められた。

    　日本の産業革命は、イギリスに見られる古典的な形態と比較すると、長い工場制手工業の時代を経験していないので、産業経営者群および重層的な国民経済の成長を見ることがないままに発進したのを特徴とする。明治政府は、封建的農業制度を温存し、｢官業｣を起こして産業資本の原始的蓄積を図り、一部の特権的商人へ手厚い保護育成策をくわえることによって｢上から｣の産業革命を推進した。陸海軍工廠はもちろん造船・製鉄・車輌・機械・鉄道・通信の諸産業には最初から軍事目的が刻印されていたので、国営、民営の排他的独占企業体が急速に成長した。日清戦争後に政府が朝鮮で獲得した鉄道敷設の権利について「豪商巨族の有志者」(陸奥宗光)に鉄道建設と経営に乗り出すよう勧めて仕向けた時に、三井・岩崎・渋沢らはまだ及び腰だったが、日露戦争後は三井・三菱・住友などは特殊会社を設立して財閥機構を整備し、コンツエルン的多角経営を形成するまでに成長していた。

    　日露戦争の戦費は十九億八、四〇〇万円に上った。これは開戦前年の明治三十六年度(一九〇三)一般会計歳入二億六、〇〇〇万円の約八倍、同年度租税収入一億四、六〇〇万円の約一四倍に相当する。戦費財源の七八％は公債・国庫債券募集金および一時借入金であったが、公債の主要部分は外債に依存した。巨額の債券償還の戦後処理問題を抱える状況であったにもかかわらず、明治三十九年(一九〇六)十月山県有朋は｢帝国国防方針案｣を上奏し、これに基づいて露・米・仏を仮想敵国となす｢攻勢作戦｣を本領とする｢帝国国防方針・用兵綱領｣が具体化される。　"産軍複合体"が後進帝国主義国家の道へ踏み出したのである。


    　［｛明治四十年度以降の六ヵ年で｝陸海軍合計六億九五八万円という巨額の経費による軍備拡張計画の実行によって、陸軍の兵力は、戦前の一三個師団、平時一五万人、戦時六〇万人から、戦後には一九個師団、平時二五万人、戦時二〇〇万人に、海軍は、戦前一九〇三年末の総艦艇七六隻、二五万八〇〇〇トンから、戦後一九一二年末の一二七隻、五七万九〇〇〇トンの規模に拡張された。また、日露戦時、戦後の軍需によって陸海軍工廠の生産機構が急激に拡張され、主要な軍器生産の自立化が達成され、一九〇七(明治四〇)年以降軍需品輸入が激減していった。］　　（大石嘉一郎「資本主義の確立」）


    　軍事的性格を色濃く帯びていたけれども、三井・三菱・住友・大倉・古河・浅野らは日露戦争前後に急進展する産業革命のなかで産業資本家として地歩を固めた。また安田・渋沢は金融資本を確立した。｢米｣にかわって｢賃金労働力｣が産業を発展させ、経済を動かす原動力になる時代がやってきたのである。明治三十年代半ばから土地売買収益や小作料収入よりも商工業への貸付利息や公債利子、鉄道株配当金などの有利性が高まったので、「財閥」を含む大地主たちは土地の分割売却をおこなって資本を回収し、産業部門への資本転換を開始した。日清戦争以後、国税のなかで地租の占めるウエイトは急速に低下する。日本の産業革命が完了したと見なされる日露戦争後の明治四十年前後に国家歳入のうちの地租の割合は三分の一を割り込んだ。地租にかわって、近代産業の成果がもたらす商工税、消費税、関税およびトン税が力強く伸長しはじめたのである。議会においても地主勢力の退潮が現れる。明治三十一年(一八九八)の第五回総選挙で、地主議員数は前回の一八五名から一四六名に減少し、かわって「商人」と「会社員」などが増加した。主要経済指標が｢米価｣から｢労働賃金｣へ転換する分水嶺となるのは、大正七年(一九一八)の「米騒動」だが、この経済構造変化を理解するには、明治期後半から米騒動前後にかけての米穀政策の推移と米穀市場の動向をたどらなければならない。


    　封建制生産から資本制生産への急旋回を一貫しておしすすめたものは｢天皇イデオロギー｣である。ここで｢天皇｣と言わず｢天皇イデオロギー｣と呼ぶのは、以下の私の判断に依る。明治政府の指導者たちは藩閥政権の超絶性を過信し、おのれらの権勢欲をほしいままにして好きなように国政を動かし、民衆を統制支配せんがために、事あるごとに天皇へ上奏して自分たちに都合の良い詔勅を賜り、いわゆる袞竜《こんりょう》の袖に隠れる"詔勅政治"を積み上げることに精を出したのである。伊藤はそうしたし、山県もそうやった。これらのことは政治家個々の品性と道義心にかかわる問題だから、｢天皇制｣や｢天皇制絶対主義｣というような歴史学の概念を使うことを、私は好まない。少なくとも明治十年代以降の明治の政治を主導したのは、法制に基づいた目的的合理性を追及し、権力行使の秘密性保持と権力の匿名性に執着する｢近代的官僚制｣（ウエーバ）に他ならなかった。


    　［今回の戦争(日清戦争)は、朕素より不本意なり、閣臣等戦争の己むべからざるを奏するに依り、之を許したるのみ、之を神宮及び先帝陵に奉告するは、朕甚だ苦しむ］（『明治天皇紀』）


    　明治十一年(一八七八)五月十四日朝、大久保利通は馬車で出勤する途上、征幹論派士族六人に襲われて、斬り殺された。四十九年の生涯を国事に捧げた大久保は、その日の早朝、県勢報告のために大久保邸を訪問した福島県令山吉盛典に向い、次のように語った。


    　［そもそも、皇政維新以来すでに十ヵ年の星霜を経たりといえども、昨年に至るまでは、兵馬騒擾、不肖利通、内務卿の職を辱うすといえども、未だ一も其務を尽す能わず。……今や事漸く平げり。故に、此際勉めて維新の盛意を貫徹せんとす。これを貫徹せんには、三十年を期する素志なり。仮にこれを三分し、明治元年より十年に至るを一期とす。兵事多くして則ち創業時間なり。十一年より、二十年に至るを第二期とす。第二期中は、最も肝要なる時間にして、内治を整え民産を殖するは此時にあり。利通不肖といえども、十分に内務の職を尽さん事を決心せり。二十一年より三十年に至るを第三期とす。三期の守成は、後進賢者の継承修飾するを待つものなり。］　　（毛利敏彦『大久保利通』）


    　まるで神霊の意志を伝える預言者のように、大久保の言葉は確信に満ち、暗示に富む。松方は明治国家の｢下部構造｣の基礎固めをした。これに対して伊藤博文は「大日本帝国憲法」の完成と発布目がけて周到綿密な政治行動を積み上げていき、 "天皇イデオロギー"という「上部構造」をこしらえあげた。また山県有朋は国民皆兵主義の｢徴兵制｣を実現し、｢軍人勅論｣の渙発に力をつくし、｢皇軍｣の骨格を作り上げて、その財政基盤をかためた。後進賢者の継承修飾を待つと大久保は言い遺したが、私たちは「皇国」という「継承修飾」に目を注がなければならない。そうすることで、大正の「米騒動」へさらに接近することができる。

  
    第四章　米の経済と米相場


    　封建制社会から資本制社会への転換という社会経済の大変動のなかで、米は、｢贈与の経済｣と｢交換の経済｣の二つの世界で大きな働きをした。贈与の経済については、すでに触れた。つぎに、交換の経済へ目を向けることにしよう。江戸時代に｢米遣いの経済｣といわれたように、米は、貨幣に次いで大きな貨幣的価値を持った。貨幣的価値というのは｢交換能力｣｢価格形成力｣｢信用供与力｣の三つを指すが、資本制社会ではこれに｢資本増殖力｣がつけくわわり、しかも強大な威力を発揮する。交換の経済のなかの米の働きを知るために、話を江戸時代の享保期へ戻さなければならない。


    　近世大名および家臣団は貢租米あるいは扶持米を売って金に換えなければならないが、領国内ですべてを売りさばくことは不可能なので、大坂・京都をふくむ畿内と江戸へ回米をした。さいしょに米市場が発達したのは大坂で、十七世紀終りの元禄期には北陸や西国の諸藩から一〇〇～一四〇万石の米が大坂へ送られた。これは藩が年貢米として収納する蔵米であるが、これ以外に諸藩の蔵屋敷を通さないで米商人の手で扱われる納屋米も大坂市場へ回送されたので、両方を合わせると毎年一三〇～一八〇万石の米が大坂で販売された。これは当時の全国石高約二五〇〇万石の五～七％に当る。

    　大坂米市場の発祥は明暦期（一六五五～五七）の頃北浜の豪商淀屋の門前に立った「淀屋米市」である。大坂での蔵米販売量が増えるにつれて、堂島川、土佐堀川河岸の蔵屋敷周辺に米仲買業者が集り、自然発生的に米市が生まれたが、これを統合して米取引所の原型を整えたのが淀屋米市だった。淀屋は九代目当主淀屋辰五郎の乱行がたたり、宝永二年(一七〇五)幕府の闕所処分で取りつぶされるが、その後も米市は淀屋屋敷跡で開かれた。淀屋米市では主として現物の米が売買されたが、それ以外に蔵屋敷の発行する米切手(入札済みの蔵米の引渡し証)や米手形(代銀受取証)も取引の対象になった。また米手形が大坂未着米に対しても発行されるようになったので、事実上の先物取引がはじまっていたと言える。幕府は元来米の延売買を禁じる政策を取って来たが、大坂での米の流通量が増大すると、米価を維持するために方針を転換しなければならなくなった。享保期に入って大坂商人から大坂堂島に｢米会所｣を設立する請願があいつぎ出され、幕府はこれを公許することに踏み切った。享保十五年（一七三〇）五月、堂島新地に｢堂島米会所｣が開設され、ここで米の先物取引が正式に認められて開始された。


    　堂島米会所では、二種類のセリ市が立つ。「正米取引市場」と｢帳合米取引市場｣である。二つの寄り場(立会場)はそれぞれ厳重に区画されているが、場所が隣り合うので、片方での市況の情報はすぐに他方へ伝わる。


    ①正米取引＝蔵屋敷の発行する米切手(倉荷証券)を売買する。米切手は各藩の蔵屋敷に保管している米を持参人に渡すことを約した証書で、一枚の米切手が米十石をあらわした。米の現物取引であり、米切手の取引結了後四日以内に代銀の授受をおこなった。

    ② 帳合米取引＝一年を春・夏・秋の三期に分け、各期の期間内において各人が先行き高くなると思えば買い、安くなると思えば売って売買をくりかえす。取引事実を米会所は帳面に記録しておき限月（決算期限の月）が来たら売り買いの差額を清算する。米の現物の受け渡しをおこなわずに帳面上の数字で決算するところから、帳合米取引と呼んだ。有力な蔵屋敷の特定の蔵米について相場が立ったから、これは銘柄による先物取引である。


    　米会所では、五つ時（午前八時）に帳合米のセリが始まる。それから一刻（二時間）おくれて正米取引が開始されるが、正米取引では先に始まった帳合米の値からセリ出すきまりなので、帳合米市場が正米市場をリードするかっこうになる。正米市場で取引をするのは米を食糧として売り買いする米穀商人が主体であるが、帳合米市場は米穀商人だけでなく、米の受け渡しを目的としないで資金運用の場として取引に参加する者も加わるから、直接間接に農業者から商工業者までさまざまの社会階層からの注文が集中する。それで、米に関する需給を広く的確に反映する相場が形成されるものと考えられた。しかし市場の動きは一方的ではない。正米市場の現物の動きが帳合米市場の相場を牽制し、相場を裁定する場合があった。二つのセリ市が同時に並行して進行することが値動きをなだらかにして、取引の厚みを増したのである。


    　私たちは市場において価値を交換する。売り手と買い手が登場し、供給の現在量と需要の現在量が示されて、商品の交換価値が決定し、価格が形成される。だが、売り手と買い手はそれぞれ自分の取引行為に「時間」の次元を導き入れて考慮しなければならない。近い将来の価格変動や利子変動などについての予測が現在での意思決定に影響をあたえるのである。売り手も買い手も、未来の危険を負担し合う。取引量が増大すれば、危険負担もまた増大する。取引所でおこなわれる先物取引は、この変動にともなう危険を回避したいという要求から考え出された方法である。


    　極く単純化した例で説明する。甲右衛門さんは、手持ちの米のなかから百石を三ヶ月後の四月に売却して資金繰りに当てたいと考えている。しかし、現在単価百両の相場が先行き低落する気配が強い。そこで帳合米市場へ積み銀(委託証拠金)を差し入れ、四月限月の先物を単価百両で百石売却する売り約定を手当てした。米価は甲右衛門さんの予想どおり下落した。彼は手持ちの米百石を正米市場では単価九十両で売り、同時に、先物百石を帳合米市場の単価八十九両で買い戻した。結果はどう出たか。正米取引では単価十両分の売り損をこうむったが、帳合米取引で差額十一両｛百両―八十九両＝十一両｝の利益を得たので、正米取引での損失をすべて補填することができた。帳合米取引(先物取引)では、期間内の売り買いを時間的順序にかかわりなく共時的（synchronic）に処理するのがきまりだから「百両で売ったものを八十九両で買い戻して十一両の差益を獲得する」という手品のような芸当ができるのである。右の例について、甲右衛門さんの予想に反して米価が上昇するケースも当然有り得るが、その場合、正米取引で得た利益で帳合米取引の損失を埋め合わせて、まずまずの儲けを手にすることで甲右衛門さんは満足しなければならない。

    　先物取引市場は、本来、経済活動の｢未来｣を現実のなかへ取り入れて、多数の投資家の期待を市場へ引きつけることによって大量の資本を集め、同時に、危険を分散して経済機構の保全を図ることを目的にして考え出された市場制度である。堂島米会所がつくりあげた米取引の仕組みは、大量の米の売買を短時間で能率良く処理するとともに米の有効需要を拡大することに貢献するという精妙に組み立てられた交換経済のシステムであった。


    　先物取引や株式取引のような相場取引は、投資行為と投機行為を明確に区別して行動することは、誰にもできない。現在では、世界各国の貿易・資本・金融の自由化と通信・情報処理技術の高度の発達の二つがあいまって、多種類の、しかも大量の商取引が地球規模でリアル・タイムにおこなわれるようになった。そこで、ヘッジファンドと呼ばれる大規模投資機関の活動が目立ち、彼らの暗躍が世界の通貨を混乱させて経済危機をまねいているという非難の声が出る。主要国蔵相会議の公式の席で「われわれは世界経済を"カジノ資本主義"から防衛しなければならない」という強硬意見が跳びだすほどである。世界は、そんなに破滅的な終末へ向かって突き進んでいるのか。しかし、これは何もいまに始まった話ではない。｢天が下に新しきもの一つとして無し｣であって、人間の知恵と本性は一万年前も今日もたいして違わない。いまから三千年前の古代ギリシャに、来年のオリーブ栽培は豊作だと予測して、それに賭けて、搾油器リースの先物契約をして大儲けをした男がいた。人間社会の全体像は測り知れないほど大きくて深く、その運動は複雑きわまりない。

    　群盲象を撫でるということわざがあるが、太い四本の足と丸い大きな腹を確かめた者は草原の小動物をかたはしから踏み殺して丸呑みにする象の生態を考え出すだろう。また長い鼻に驚いた者は、これをシュノーケルだと考えて象を水棲動物だと断定するに違いない。彼は巨大な体躯は水中で浮力を得るのに役立つと主張するだろう。ある一人の人間の頭に浮かんだ着想が、それが非常識なものであっても、着想の基本観念を具体的に描き出す方法に恵まれていて、しかも社会の環境条件とうまく合致するような場合には、時宜を得た革命的な思想だと社会の注目を浴び、一挙に指導的な影響力を獲得することがある｢風が吹けば桶屋が儲かる｣という論説が世間にまかりとおることだってある。ここに、集団的な思惑（speculation）を産む非合理で魅惑的な闇の世界がひらかれ、人間の欲望をつかまえるわなが仕掛けられるのである。野心を持たない人間など、世の中に一人もいない。


    　先物取引では、江戸時代も現代も同じだが、商いに参加する者は売り買いの約定をする際に取引金額の百分の三あるいは百分の五という程度の現金を委託証拠金として取引所へ預託する。取引の公正を期するために取引所は担保を取るのだが、これを逆に考えると、三百万円の自己資金を投下すれば数千万円あるいは一億円の商いを動かすことができる。業界では「 梃 の効果」と呼んでいる。相場の世界へ、一攫千金を狙って徒手空拳の男が身体を張って飛び込んでくるのは無理ないし、また防ぎようがない。相場取引はスポーツと同じで、取引所では、取引のルールと違反制裁を明確に定めて厳正にまもることが大切である。｢相場｣という両刃の剣を片刃に改造することはできない。資本主義経済という牛を殺すことになる。私たちは経済社会に張られた次の両義性の網目から逃れることができないのである。


    （１）先物取引は、個々の投資家にとって危険を軽減させ回避する役割を果たすものである。しかし、もし景気判断が集団的な思惑となって一定方向へ動き出した場合には、実需的取引に投機的取引が加わって取引量とリスクを増大させ、ついに「バブル景気」を生み出すに至る。

    （２） 相場が動き出して、買い（または売り）注文が殺到する時には、その対極に空売り（または空買い）をする投機的業者が登場する。そうでなければ、商いは成立しない。市場へ投機的取引が参加したからこそ、言いかえると巨大な危険を負担する投機家があらわれてくれるおかげで、大多数の一般投資家は比較的軽微なリスク負担で済ませることができるのである。


    　　　　　　　※　　　　　※　　　　　※　　　　　※

    　

    　米は食糧としての一般商品であるとともに貨幣商品であるという二重の性格を持つ。この属性は古代に発するので、日本人は米をまず神に捧げ、つぎに租税として用い、さらに｢貨幣｣として流通させた。古代に種籾に利息を付けて貸し出す出挙という制度が始められるが、これは中世期まで広くおこなわれた。米が貨幣商品になったのは、根本には稲を「瑞穂」と神聖視する物神崇拝が働いていたからだが、穀類のなかで米がその地位を獲得したのは貨幣商品一般の適格条件をそなえていたからである。


    （１）商品としての均質性。租税に用いられた米は、古代律令国家時代から稲の品種の特性に応じて計画的に栽培されていた。このことは奈良・平安時代の遺跡から出土した木簡の文字を解読する近年の研究によって明らかにされた。

    （２）耐久性（貯蔵性）。米は適当な場所に保管すれば、長期の貯蔵に耐えられる。また脱穀、精白の加工をくわえる際に量を分割することが容易なので、退蔵から流通へ、あるいはまた退蔵への変換がしやすい。

    （３）支払手段。右の(１)(２)の特性は支払手段としての米の貨幣的価値を高めた。とくに江戸時代に出現した「米切手」は米を有価証券に化体させた。米切手は維新後は「米券」と名を変えて流通する。


    　維新によって幕府天領を没収し廃藩置県で幕藩封建体制を解体した明治新政府は、米納された地租を、旧幕時代と同様に大阪、東京へ回漕して、そこで換金しなければならなかった。封建体制の下で米市場は大消費地だけに形成されていて、産地市場が未発達だったからである。そのために、政府は、｢為替方｣と呼んで国庫金の出納事務を委託していた三井組、小野組、島田組の特権的大商人に貢租米の徴収と換金の業務をあわせて引き受けさせた。そして明治六年の地租改正で納税を金納制に改める。地租改正によって為替方の任務は終了するが、明治七年に小野組と島田組は倒産し、三井組はその金融業務を三井銀行に、米穀取り扱い業務を三井物産に引き継がせて社業を発展させ、運命を明暗二つにわけた。地租改正は米の流通の円滑化と米穀経済の発達に重大な役割を果たした。産地市場の未発達や米価変動による混乱を緩和するために、政府は｢預り米制度｣や「代米納制度」のような過渡的政策をとったけれども、旧幕時代の貢租米流通にともなって形成されていた商人米流通を軸にして、しだいに近代的な米の物流・商流体制が編み出されていた。つまり産地の河川流域を集荷圏とする産地市場が形成され、積み出し港・中継港に産地米穀問屋が生まれ、彼らを媒介にして大阪・東京の中央消費市場と結び付いたのである。


    　明治維新以降、昭和十四年四月に｢米穀配給統制法｣が交付されるまでの約七十年間、米の流通は自由販売制の下におかれていた。政府は米価制限・政府買上・輸出入制限・米穀取引所立会停止など米価調節を主眼にする臨機応変的な政策を実施するにとどめていた。自由販売時代の米の商業機構は、最初汽船の発達によって整備され、次に鉄道の発達によって再編成された。明治二十六年(一八九三)に発布された｢取引所法｣によって近代的な取引所制度が生まれると、全国各地に米穀取引所が続々と設立された。明治三十二年(一八九九)には最高九六ヶ所に達する。これらの取引所は地域市場を形成して、それぞれ価格形成をおこなったが、米だけを取引するのではなく、生糸、織物、株式など米以外の商品の取引を兼ねるものが多かった。


    　堂島米会所は、維新後に取引に混乱が生じたので明治二年二月市場は一時閉鎖されたが、大坂米商人の請願で、政府は四年四月に再開を許可した。この堂島米会所は北区堂島浜通一丁目（堂島川右岸、大江橋と渡辺橋との中間）にあって、堂島仲買人らは周辺に店を構えて商いを競ったが、｢取引所法｣発布により米会所は組織に変更をくわえて｢株式会社大阪堂島米穀取引所｣と改称して発足した。米穀取引所では "定期米"または "期米"と呼ばれた先物の売買をおこなった。江戸時代の帳合米取引のことである。他方、正米取引については道頓堀、中ノ島、東神の三ヵ所に正米市場が開設された。米穀問屋―仲買人―米穀小売商が集まって商談を繰り広げる寄り場である。大阪の町の人口増加と米需要増加に対応するために米穀取引所と正米市場が分立するようになった。米穀業者は①堂島米会所仲買人、②米穀問屋、③米穀仲買、④米穀小売商の四業種であるが、明治十七年の調査資料では、当時堂島仲買四八、米穀問屋八二、米穀仲買二三九、米穀小売六八三───合計二、〇五二店が東区、西区、南区、北区の四区で営業していた。米穀業者は業種によって「米穀問屋組合」｢米穀仲買組合｣｢搗米商組合｣｢米穀仲買並搗米兼業組合｣を結成し、大阪府の認可を受けた。そして各組合は「仲間規約」を定めて業界の秩序維持を図ったのである。


    　明治、大正の米販売の商業機構は、仲買人と小売商およびその他の仲介業者の数の多いことが特色に挙げられる。庶民を相手に商売をする搗米商(白米小売商)はみんな零細経営で、明治の終わり頃の話でお得意を百軒持ったら大丈夫といわれていた。一軒当り一日二升で、一日の販売量が二石、一ヵ月で六十石になる。これだけ売れれば米小売商としては大威張りなので、その半分の一ヵ月三十石（七十五俵）という店が多数を占めていた。消費地市場の要石となるのは回米問屋で、産地問屋の委託を受けて米を売りさばく固い商売を営んだ。投機性はむしろ消費地市場の値動きをにらみながら、有利な売り時と送り市場を考える産地問屋の方が高かった。そして、自己資金を運転しながら、回米問屋と脇店問屋（玄米卸商）の中間に立って米穀取引の仲介・斡旋をおこなう消費地仲買がいちばん投機性の強い商売を営んだ。仲買は固定客を相手に定期的な米の仕入れと販売をおこなうので、小ロット・多頻度で売買される都市の米の消費流通を維持するのに欠かせぬ存在であったが、かれらは相場を見て同一人が買方にまわり、あるいは売方にまわるという自己売買的な商売をあわせておこなったのである。


    　東海道線が開通したのは明治二十二年（一八八九）だが、この前後に短い路線の鉄道が次々に建設され、それらは路線を次第に延ばし、相互に結びついて、国内鉄道網を形成していった。明治三十年代に米の輸送は船舶から鉄道へ移行し、四十年代にほぼ完了する。米の鉄道輸送は①産地から大都市消費地までの輸送時間を短縮すること、②海損や輸送途中の荷傷みをなくしたこと、③貨車による小口輸送を可能にしたことによって、船舶輸送をはるかにしのいだ。東京市場への内地米回米量を見ると、明治四十二～四十四年の期間は鉄道便四三％、船舶便五七％であったが、大正六～十年は鉄道便九七％、船舶便三％と鉄道取扱いが急増し、十数年のあいだに鉄道が船舶に取って替った。

    　輸送手段の変革は米の流通機構に重大な変化をもたらした。まず消費地で正米市場の立地が変わった。東京の場合、河岸にあった深川市場が衰退して、貨物着駅の秋葉原駅を中心に米の集散地が形成されて明治四十一年に神田川正米市場が設立された。さらに新宿、池袋、渋谷、恵比寿にも地方米が到着するようになると、山の手米穀問屋組合が生まれる。また鉄道は輸送を迅速にするとともに輸送単位の小口化をもたらした。海上輸送では最低売買単位が五〇〇石だったが、鉄道便では十トン貨車一両を借り切っても四六石にとどまる。小資本で産地と取引ができるようになったので、従来深川正米市場の回米問屋から仲買を経由して米を仕入れてきた脇店問屋(玄米卸売商)が直接産地との買付取引へ乗り出すようになる。これで産地と消費地の取引は委託販売から買付取引へ移行するので、遠隔産地から船で大量の米を荷引きして委託販売をおこなってきた回米問屋の立場が崩れ、回米問屋と脇店問屋の区別がなくなった。

    　つぎに鉄道は産地市場を変貌させた。河川舟運と海上輸送にたよって米を輸送した時代には河口港が米穀集散基地になりローカルな米穀市場を形成したが、幹線鉄道から分岐した鉄道が内陸へ伸びていくと内陸沿線の各駅から直接中央都市市場へ出荷することができるようになった。河口港は中継地機能を失い、産地における米穀取引は解体する。明治三十二年に全国で九六あった米穀取引所は大正十四年には三０にまで減ってしまった。


    　明治末から大正初年にかけて運輸および通信の発達は、米の経済に、東京を中心とする東日本ブロックと大阪を中心とする西日本ブロックの並立はあるものの、一物一価の原則を踏まえる全国統一市場を形成した。東京と大阪の二大市場が全国の米の価格形成を支配したのである。米価は諸物価や景気動向に敏感に反応するようになった。これとともに米穀投機も二大市場への集中度を高めた。通信手段の発達で地方資本の中央都市取引所への参加が増え、東京と大阪の米穀取引所売買高の合計は、明治四十五年に全国売買高の五四％、大正六年には五三％を占めた。


    　米の物流近代化と商業機構の再編成が米の経済の投機性を高めたが、これは米が本来そなえる投機性を拡大したので、物流・商流の変化が商品の本質を変えたわけではない。明治維新以降、日本資本主義の初期段階において米穀経済の背景に二つの投機的要因を挙げることができる。


    （１）一般に農産物価格は収穫期に低落して品薄の端境期に上昇する季節的変動をくりかえすが、米価については、「小作制度」という米独特の生産様式がこの季節的変動を増幅した。農民は出来秋に小作米を納めた残りの米を商品として売るが、少しでも多くの現金をいっときも早く手に入れたいので、本来自家飯米に取っておくべき分にまで手を付けて売りさばく。他方、地主はこの時期には低質米や乾燥の良くない米をいちはやく手放す。それで、十一月から一月にかけて市場への米の供給量は急増し、最安値をだすのである。年が明けて春先から地主層は市場米価を見ながら蔵米の出荷量を増やし始めるが、農民が売りつくした五月頃から正米相場は上昇を続け、七～八月の端境期に最高値を出すのが通例だ。また、この時期に飯米が底をついた零細農家が副業収入や賃労働で手にした現金で米を買いもどすので、相場は堅調を続ける。この時こそ大地主層が巨利を獲得するチャンスである。農民以外の米の購買量は一年をつうじてほぼ一定であるのに、小作農民の「窮迫販売」と生産にかかわることなく大量の小作米を手に入れる寄生地主の市場操作的な "平均売り"が大きな価格差を産んで正米市場に投機性を組み込み、またそのことが期米市場の活性化を約束したのである。

    （２）維新後の自由経済のなかで、国内資本の運動はしだいに活発になるが、日本では、資本調達手段としての株式制度の発達の歩みは遅かった。「株式会社」の知識は、すでに幕末に福沢諭吉が輸入して実験的な会社設立を試みたが成功しなかった。渋沢栄一の主導で明治五年(一八七二)に国立銀行条例が公布され、翌六年に第一国立銀行（東京）と第五国立銀行（大阪）が設立されるが、これが有限責任制を成文化した日本における近代的株式会社の始まりである。しかし株式会社の設立は発起人引受の形態をとり、一般投資家に株式を公募したものではない。明治十年代に入ると鉄道・保険・海運・紡績の分野で株式会社企業が設立され出した。日本鉄道会社、東京海上保険会社、明治生命保険会社、大阪商船会社、日本郵船会社、大阪紡績会社などである。これら株式会社の出資者は同族・地縁の垣根を越えてかなり広い範囲から集められたが、しかし政府の会社に対する保護・助成や株主に対する配当保証など特別の措置が講じられたので、これによって保守的な都市商人の資本を集めることができたのである。


    　近代の資本主義経済を成立させるには、機械性大工業を興す産業資本家群が登場するとともに大規模工場生産が要求する大資本を調達する資本市場が形成されなければならない。そして、最高度に発達した資本調達手段は「株式」である。日本では明治十一年（一八七八）五月に「株式取引所条例」が公布され、同年六月に東京株式取引所、ついで八月に大阪株式取引所が開設された。しかし開設当時の取引内容はほとんど公債の売買に終始し、株式売買はごくわずかであった。

    　株式会社を設立する明治期の企業勃興は、大きく見て明治十年代後半・日清戦争後（三十年代前半）・日露戦争後（四十年代前半）の三期に分かれる。この頃の株式会社数と株主の状況を見ると、①明治二十年・株式会社数二、〇三八社、株主数一二万五、〇〇〇人、②明治三十年・六、一一三社、五〇万一、〇〇〇人、③明治四十年・一万八七社、（株主数不詳）であった。資本金総額は明治二十年の六、八〇〇万円から明治四十年の一一億一、四〇〇万円へと十七倍に成長している。しかし問題は企業の中身で一社平均株主数は六〇～八〇人にとどまり、一株主当り資本金は千円未満である。そのほとんどが株式会社とは名ばかりの同族資本による小企業であり、株式取引所とは無縁の存在だった。同時期の東京株式取引所上場会社数(推定累計数)は明治二十年三四社、明治三十年一一七社、明治四十年一七二社にとどまる。


    　明治の取引所市場における株式取引は鉄道株・海運株・紡績株を中心に少数の銘柄に限られていたので、株式流通市場はクロウト筋の主導する投機市場の傾向を強めていった。株式発行市場が正常に拡大発展しなかった原因の一つに、「財閥」の動向を挙げなければならない。明治維新後に頭角をあらわした「政商」とよばれる大商人らは官業払下げを受けて鉱業・海運・造船などへ進出し、商業資本から産業資本へ転化するが、筆頭の三井・三菱は、その事業体制に元来の金融業・商事を組み込んで自らの産業的基盤を固め、独占的利潤を獲得しながら「自己金融型」の資本増殖方式をそだてていった。三井は明治四十二年から四十四年にかけて、また三菱は大正六年から七年にかけて、それぞれ直系子会社を株式会社に改組するとともに三井合名会社、三菱合資会社を設立して本家（本社）の持株会社化を実現する。それは株式市場を積極的に利用して広く社会の遊休資本を集めようとする戦略ではなくて、①傘下の事業を分割し有限責任制の株式会社に改組して危険分散を図ること、②持株会社を設立して家産的資本の結束と経営の支配を強化することを大きな目的にした。三井、三菱が傘下企業の株式を公開（上場）するのは、昭和に入り満州事変、支那事変が勃発して重工業・化学工業が巨額の増資にせまられるようになってからである。


    　明治・大正の資本制社会のなかで、狭隘で脆弱な株式発行市場を補うものとして米穀市場が存在した。米騒動の頃、私の父は神戸で米穀仲買人と米穀仲買人の二枚鑑札の商売を営んでいたが、これは当時はありふれた業態であった。米の相場が大衆の遊休資金を吸い寄せたのである。坂本楠彦教授によると、全国取引所における取引高は、明治三十九年～四十三年の五年間を除いて大正末年にいたるまで、米穀取引金額がつねに株式取引金額を上回っていた。また米の取引量は内地米生産量を大きく上回ったので、日清戦争後の明治二十七～三十六年(一八九四～一九〇三)の十年間平均の全国米穀取引高七０、九二四千石は内地米平均産量四〇、〇七六千石の一・七七倍に達している。日露戦争後の不況下に米穀取引はほぼ産米量に等しい水準まで低落したが、明治末から米の相場は勢いを盛り返し、大正四～十三年(一九一五～二四)の十年間の取引量は実に産米量の五倍を超えた。米穀市場は日本資本主義経済形成の運動に連動していたのである。


    　　　　　　　※　　　　※　　　　※　　　　※　　　　　※　　　　　　　

    　

    　明治四十一年（一九〇八）、オーストリアは隣邦ボスニア・ヘルツエゴヴィナ地方を併合した。大正三年（一九一四）六月、オーストリアはボスニアで示威的な陸軍大演習をおこなう。六月二十八日、演習観閲の途中でサラエヴォを訪れたオーストリア皇太子に向けて一人のセルビア人青年が銃を射ち、暗殺した。この銃声が世界を戦争に引きずり込んだ。欧州大戦（第一次世界大戦）である。大戦は七月二十八日オーストリアのセルビアに対する宣戦布告に始まり、大正七年（一九一八）十一月十一日ドイツが降伏するまでの四年四ヵ月続き、戦火はヨーロッパの東部戦線と西部戦線をおおった。十九世紀いらい資本主義経済を軸にして産業発展を続けてきたイギリス・フランス・ドイツの欧州強国は、この時までに後進地域の弱小国を植民地にする「世界分割」を完了していたが、商品輸出市場および資本輸出市場のさらなる拡大を求めて、世界を「再分割」する争奪戦に踏み込む段階に到達したのである。戦争はイギリス・フランス・ロシアの「三国協商」とドイツ・オーストリア・イタリアの「三国同盟」の二つの陣営の対立によって展開され、戦場はほとんど欧州大陸に限定されていたけれども大戦中に宣戦布告して参戦した国は三十二カ国に上ったので、文字どおり世界大戦になった。

    　欧州開戦の報を聞いた時、神奈川県興津の別邸で静養していた元老井上馨は筆をとり自分の意思を箇条書きにしたため、側近を使って元老山県有朋および大隈重信首相の二人に伝達させた。山県と大隈は、今後の対応の具体的方法についてはともかく、その趣旨については井上公とまったく同意見であると使者に返答した。左の三カ条に、当時の日本の政治の最高指導者らの時局認識と魂胆があますところなく盛られている


    ［一、今回欧州ノ大禍乱ハ、日本国運ノ発展ニ対スル大正新時代ノ天佑ニシテ、日本国ハ直ニ挙国一致ノ団結ヲ以ッテ、此天佑ヲ享受セザルベカラズ。

    　一、此天佑ヲ全ウセンガ為ニ、内ニ於ハ此年囂々タリシ廃減税等ノ党論ヲ中止シ、財政ノ基礎ヲ強固ニシ、一切ノ党争ヲ排シ、国論ヲ世界ノ大勢ニ随伴セシムル様指導シ、以テ外交ノ方針ヲ確立セザルベカラズ。

    　一、此戦局ト共ニ、英・佛・露ノ団結一致は更ニ強固ニナルト共ニ、日本ハ右三国ト一致団結シテ、ココニ東洋ニ対スル日本ノ利権ヲ確立セザルベカラズ。（以下省略）］　　（『世外井上公伝・第四巻』）


    　大戦のあいだ日本は政治と経済で "漁夫の利を占める"立場を得た。戦争勃発後三週間たった八月二十三日、日本はドイツに宣戦布告するが、その後の軍事行動はヨーロッパの戦局と緊密に連係するものではなかった。臨時閣議での加藤高明外相の説明によると、日本に参戦義務はないが、一つは日英同盟のよしみによってイギリスの依頼する軍事的援助の期待に応えようとするものであり、いま一つはこの機会にドイツ勢力を東洋から駆逐して中国における日本の地歩を固めようとするものであった。参戦後、陸軍はドイツ租借地の山東省を攻撃して青島を陥落させ、海軍はドイツ東洋艦隊を追いはらってドイツ領南洋諸島の北半分を占領した。さらに大正四年（一九一五）一月には、中華民国大総統袁世凱に対してドイツの利権を日本へ肩替りさせることを露骨に要求する「二十一ヵ条の要求」を突き付けた。日本の参戦目的は、終始一貫、中国における権益の拡大と確保を意図したものだった。山県有朋は大戦を「千載一遇の好機」だと称した。

    　日露戦後、日本経済は外債依存と慢性的輸入超過の体質を抱えて長い不況を体験していた。とくに農業生産は停滞し、農村は疲弊の度合いを深め、小作制度が小農民を半農半工型労働者として農村にしばりつけていた。政府の不均等な産業保護育成策は国民経済の成長を妨げ、社会の富を一部の階層に偏在させた。さらに商工業の発達が大都市への人口集中をまねいたが、それは労働者のなかにも貧富の格差をひろげた。このような状況下に欧州大戦景気が降って沸いたように出現したのである。 "天佑"のご利益は井上馨が期待した以上に大きかった。


    　［日本の経済界の景気は大正三年から大正七年の欧羅巴大戦争の休まるまでは、ずっと　昂上する一方でありました。それから欧羅巴の大戦がやんだ即ち大正七年になりまして非常に降りました。それから叉大正八年に一躍して非常に昇りまして、さうして大正九年に非常な速力で落ちたのです。私は之を斯う譬へたら一番宜いと思います。欧羅巴の戦争が始ったときには丁度箱根の湯本に居りました。さうして大正七年には乙女峠に登った。即ち大正三年に湯本から段々箱根を上って五箇年後の大正七年に乙女峠に登ったのが、欧羅巴の戦争が済みますと、それがどんと御殿場まで落ちて了ひました。落ちたかと思ふと、大正八年に僅か十箇月の間に富士の山の頂上まで馳せ登ってしまひまして十箇月日の大正九年三月には富士の山の頂上から非常な速力で墜落して、富士川の川底どころではない恐らくは琵琶湖の湖底まで落ちたような事実であります。］ 　（井上準之助『戦後に於ける我国の経済及金融』）


    　十九世紀末から二十世紀初頭にかけて成立した多極的な世界貿易構造のなかで、日本は、一八九〇年代に貿易を急速に拡大発展させ、①イギリス・ドイツを中心にする対ヨーロッパ貿易、②対アメリカ合衆国貿易、③英領インドで代表させる対東南アジア貿易、④清国、韓国を中心にする対東アジア貿易の四つの貿易チャンネルをひらいていた。アメリカ、フランスへの生糸・羽二重輸出、清国への綿糸・綿織物輸出、英領インド、清国、アメリカからの綿花輸入、イギリス、ドイツ、アメリカからの鉄類・機械類輸入がとくに重要な貿易品目だった。ところが戦争が始まると欧州交戦国はいずれも総力戦の体制をとって国内工業力を軍需生産に集中させ、輸出禁止の措置をとったので、そのため、(１)欧州企業が撤退した東南アジア市場に空白地帯が生じ、そこへ日本およびアメリカが日用雑貨その他の輸出を一挙に増やした。また(２)アメリカは大正五年（一九一七）四月まで中立国にとどまり、国内経済は活況を続けていたが、同国に対する生糸輸出は日本の独壇場になった。さらに、（３）イギリス、ドイツからの工業製品の輸入が途絶えたので、日本では輸入圧力が軽減されて、工業染料やソーダー、カリなど化学工業品の生産を増進した。また製鉄、銅精錬、造船などは生産技術を向上させて産業的基盤を固めた。


    　大戦中に日本の海外貿易は貿易品の種類を増やし、それぞれ数量を増やし、さらに単価を上昇させたので、貿易額を大きく伸ばした。大正四年から七年までの四年間で日本の輸出は五四億円、輸入が四〇億円、差し引き一四億円の出超となる。これに加えて海運や保険の貿易外収入が一四億円に上った。貿易と貿易外を合計して二八億円という正貨（金貨）が日本国へ流れ込んだのである。

    　日本へ流れ込んだ金はどう動きまわったか。輸出超過になった分だけ、日本には正貨（金貨）が増える。金本位制である以上、正貨準備に応じて通貨が増発される。また企業利益が増えれば銀行預金が増え、銀行は利子率を下げて貸し出しを増やそうとする。結果として、投資意欲が高まって社会全体の信用が膨張する。景気は活況を呈して物価は上昇し、企業が増え、株が値上がりして投機が盛んになる。大まかに言うと大正四年から七年までの日本経済の情勢は、こんな具合であった。物価指数は大正三年を一〇〇とすると、大正七年に二二五になった。モノを作れば片端から売れる時代だったから、大資本企業ばかりでなく中小商工業者まで "我が世の春"を謳歌して、のちに「大正成金」と呼ばれる俄大尽《にわかだいじん》が輩出したのである。

    　大正七年十一月に休戦が成立すると、事態は一変した。欧州各国は戦時体制から平時体制への復帰を急ぎ、輸出を解禁した。大正八年に入ると、国際競争力を備えるまで力を付けていなかった。日本の工業製品は、たちまち海外市場から追い放われた。そればかりか、染料・化学工業品・銑鉄・銅・綿糸の国内価格は軒並み下落し、また海運用船料は大戦中の五分の一にまで値下がりした。貿易収支は一夜にして出超から入超へと書き替えられたのである。これが、乙女峠から御殿場までドンと落ちた大戦後不況であった。


    　しかし大戦中に巨額の金を儲けた日本には、出どころを失った金が余っていた。世界の戦争は終わったのだから、経済復興のための好景気がかならずやって来る、また来なければならないという希望的観測が日本人の多くを支配していた。そこで、大正八年の中頃から根拠のない「空景気」が始まる。これを御殿場から富士山の頂上まで一気に駆け登る暴挙だったと井上準之助は言うのである。行き着くところに待ち受けていたのは、大正九年（一九二〇）三月の経済恐慌だった。その傷はいまなお癒えていないと、大正十四年二月に東京商科大学（現一ツ橋大学）でおこなった講演のなかで井上は語る。この後、日本経済は昭和二年（一九二七）の金融恐慌に落ち込み、昭和四年（一九二九）十月のニューヨーク株式市場の崩壊が引き金になった世界経済大恐慌に巻き込まれて、暗い谷間を歩き出す。大不況の体験を重ねるたびに弱小資本は淘汰されるが、他方、大資本は産業と金融を結合させた独占資本体制を強固にして、軍需工業を中核に重工業・化学工業を発展させた。軍備拡大と植民地支配強化を両輪とする「帝国主義」こそ、日本資本主義が生き延びる道であった。昭和時代に入って、軍が国政と民衆を踏みにじる「日本の悲劇」の幕が開くが、これは本書の範囲を超えた別の主題に属する。


    　米価騰貴と米騒動は、大戦景気によって短期間のあいだに外国から日本へ流入した正貨がひきおこした「価格革命」を象徴するものであった。大量の正貨は通貨を膨張させて物価騰貴をひきおこし、労働者の実質賃金を低下させ、それによって企業利潤を増大させて資本蓄積を促進させた。また価格革命は米価の持つ二重性格、すなわち国民の必需食糧としての商品価値と投資商品としての貨幣的価値の癒着が抱えてきた矛盾を露呈した。内地米の生産状況は大正六、七年が五四〇〇～五五〇〇万石で平年を大きく上回り、八年には六０００万石を記録したのだが、いっこうに米の相場に響かなかった。大正五年以降米価騰貴が続いたのは、米の有効需要（つまり消費と投資の合計）が供給を圧倒的に超越していたからである。

    　米の相場は、大正五年の夏過ぎから三年間の低迷を脱して上昇を初め、景気動向に敏感に反応しながら大正九年三月まで高騰と暴落をくりかえした。大正六年は大戦景気で経済環境はさらに良くなり、輸出が伸び、産業は成長し、労働賃金は上昇した。同時に物価上昇の勢いも強まったので、米価はその波に乗って上昇した。六年九月、農商務省は「暴利取締令」を出すが、相場に効き目はなかった。ドイツ軍の敗北が決定的となった大正七年、米相場は騰勢のピッチをはやめた。ついに七月、「米騒動」が起こるが、騒動が終わったあとも米相場は上り続けたので、東京定期米市場では大正七年十二月に過去最高値の三八円六九銭（一石建て）を出した。東京正米相場はすでに八月にこの水準に達しており、十月に四三円九一銭の高値を付け、定期米市場をリードする形勢であった。米の相場は狂乱状態を呈していたのである。大正八年春にいったん二七円台に落ち込むが、夏場から反転急騰を開始し、十二月に東京定期米市場は実に五二円六九銭の高値を付けた。正米相場はもっと高く、五四円三〇銭をだした。大正八年の投機熱はすさまじかった。米相場だけでなく、綿糸先物、生糸現物の価格が上がり、株式ブームが起こり、さらに土地投機が出現した。そして大正九年（一九二〇）三月、株式市場が暴落する。これで、米をはじめ商品市場がすべて暴落した。米価は急坂をころげ落ちるように下落し、同年十二月には二三円一一銭（定期米）と三年前の水準へ戻った。


    　　　　　　　※　　　　※　　　　※　　　　※

    　

    　米騒動後の米穀経済の行方をたどっておこう。政府の米穀政策は新たな展開を示した。それは植民地における "内地米"の増産と米価統制の二つである。


    （１）大正九年（一九二〇）、政府は「朝鮮産米増殖計画」を発足させた。土地改良と耕種法改良によって生産基盤を向上させ、朝鮮の気候に適する東北系の米の品種を移植した。また台湾においては、蓬莱米《ほうらいまい》という日本人向けの品種を作り出して普及し、固定させた。政府が多額の補助金と低利融資金を注ぎ込み、増産計画は成果を上げて朝鮮と台湾からの米の移入量は薯増する。昭和十年前後には内地米の米穀市場出回り量約一五〇〇万石に匹敵するまでの量に達した。開発事業の担い手になったのは、日本の地主でなければ朝鮮、台湾の農民でもなかった。独占資本傘下の拓殖会社や開拓会社である。朝鮮の場合、大正四～八年から昭和五～八年の期間に生産量は三七〇万石増え、日本への移出量は六四〇万石増えた。移出量の増加が生産量の増加を上回っているが、これは食糧自給の国策を遂行するため、日本が彼の地の農民へ「飢餓輸出」を強要したからである。　


    （２）大正十年（一九二一）、政府は「米穀法」を公布する。第一条「政府は米穀の需給を調節する為必要ありと認めるときは米穀の買入、売渡、交換、加工又は貯蔵を為すことを得」というもので、政府貯蔵米を操作することで豊凶変動が米価に与える影響を緩和することを立法の主旨とした。江戸時代に諸藩がおこなった常平倉《じょうへいそう》の思想を踏まえた備荒貯米策である。大正十四年の米穀法第一次改正で「価格の調節」が条文に加えられ、同法の目的として明文化された。さらに昭和六年の第二次改正では、生産費・消費者家計費・率勢米価（物価参酌値）を基礎に最低・最高価格を定め、政府の米の買入れ、売渡しの発動基準を明確にした。昭和八年、米穀法に代って米穀統制法が作られるが、これは政府の米穀市場への介入方法に検討を加えたもので、米穀経済に対する「間接統制」を完成させたものであった。

    　昭和十二年（一九三七）、日中戦争が開始された。米穀確保は国防政策の先決要件にとらえられる。国の産業・経済が戦時体制に転換するなかで、昭和十四年四月「米穀配給統制法」が制定された。同法は米穀取引所を廃止し、米穀販売業者を許可制にし、政府は業者の取引行為に対し配給統制上の命令を下す権限を持った。国家による食糧需給の直接統制が開始されたのである。十五年からは米と主要食糧について政府が強制買入れ、売渡しをおこなうようになり、昭和十七年の「食糧管理法」によって戦時食糧政策の体制が完成した。


    （３）食糧管理法は第二次大戦後にも存続したので、戦後復興と高度経済成長を得た後まで、米に対する国家統制が続いた。ようやく平成六年(一九九四)十二月に食糧管理法の米の流通規制に抜本的改正をくわえた「新食糧法」（主要食糧の需給及び価格の安定に関する法律）が制定され、翌年十一月に施行されたので、食糧管理法は廃止された。いわゆる「食管制度」は、農業基本法による「基本法農政」とともに大戦後の日本の農業を主導したが、その画一的な統制主義は米の経済の発展をさまたげる大きな拘束力となって働いたのである。

  
    終章　　｢歴史｣と｢自分｣について


    　米騒動という事件のあったことを、私は子どもの頃から知っていた。それを母が何度か口にしたからである。手内職の針仕事の手をやすめないで続けながら、彼女は私によく昔話をして聞かせた。米騒動は母の持ちネタの一つだった。母が「景樹よ、短慮は損料でございます」と切り出すと、私はああまたあの話かと思う。「ならぬ堪忍、するが堪忍。それができなんだばっかりに、あわれ身は切腹、お家断絶。家の子郎党を路頭に迷わせ、城下の百姓、町人たちへえらい迷惑を掛けた。浅野内匠頭は日本一のバカ殿様です。」ここまでを少しフシを付けるようにして、母は一気にしゃべった。その次に何の話が出るか、もう分かっている。「お前のお父さんは賢い人で、人情にも厚かった。そやけど、玉にキズと言うのか、ひとつ大きな欠点があった。それは気が短いこと。気が短いばっかりに、あの米騒動の時、商人に徹しておのれの店を守り抜くことができなんだ。米騒動のあとからヤマヨの店は落ち目になりました。かえすがえす残念なことでございます」父はその二、三年前に亡くなっていた。ウチの子どものなかで、お前がいちばんお父さんに気性が似ている。早う、その気の短いところを直しておくれと言うのである。


    　商売では勇気と根気が大切だと、母は教えた。商いは売り手と買い手の両方が出てきて、相場が立つ。売りを弱気、買いを強気と言う。大事なのは、商いに取りかかる前に、このたびの相場を強気で行くか、弱気で行くかよくよく思案することだ。事が始まったら、自分の方針を貫くこと。すべて物事には決着のつく時が来る。それまでは強気なら強気、弱気なら弱気でおしとおせ。途中で方針を変えるのは愚の骨頂です。

    　「あの日、夜が来て暗くなると水木通りにぎょうさん人が集まって身動きできんくらいになり、こわかった。みんな口々に米を安う売れと言うていたのです。通りにある米屋はみな表の板戸を閉めていました。お父さんは、仏 心を出したつもりか知らんが、いきなり米を売ると言い出した。ヤマヨは売りやぞという声が挙がったと思うたら、店の戸は叩きこわされ、引き剥がされ、大勢の人間が店のなかへなだれこんで来た。店の帳場をかきまわされて、米が何俵も外へ持ち出された。良いことは、何一つなかった」

    私の父山内玉吉は、明治八年（一八七五）大阪泉州長滝村の農家の四男に生まれた。子どもの頃口減らしに檀那寺の小僧にだされそうになったので、それがいやで尋常小学校を卒えると大阪へ出て北浜の株屋へ丁稚奉公に入った。それなりの才覚と勤勉を持ち合うわせていたのだろう。三十歳前後に独立して、自分で株屋商売を始めた。以上は母から聞いた父の履歴だ。米騒動の時、父は神戸の兵庫水木通で株屋商売と合わせて米屋商売をしていてエライ目に会うたということ以外、私が幼いせいもあって、母はくわしいことは何も語らなかった。少しばかり羽振りの良かった過去の思い出にいつまでもすがるのは、大阪では卑しい振る舞いとされる。


    　私が一介のジャーナリストとして早くから米騒動に関心を持っていたなら、長姉と長兄から父に関する記憶をいろいろ聞き出していただろう。しかし、それはやらなかった。青年は「過去」を持たない。「自分」と「歴史」はまだ遊離していた。平成七年に長姉が八十五歳で、二年後の平成九年に長兄が同じ八十五歳で亡くなって、その空虚のなかで、私に自分の生家の「歴史」に興味が湧いた。手元に一葉の父の肖像写真がある。姉の遺品のなかから見つけて、取って置いた。三つ揃いを着て写真館で撮った手札型の写真だが、六十代後半の姿で、何の目的で撮ったのか私には分からない。昔の人は何かの折りに写真館で写真を撮ることを好んだのだろう。裏面にペンで書き込みがしてある。


    ［「天下溺者援可収

    　　人生豈《あに》無得志秋」

    　　　黙誦しつつ写之

    　　　十月七日　山内竹酔］


    　七言絶句の転句と結句を書き写したのだろうが、誰の作か分からない。私には黙誦しつつ漢詩を写し取る父の心事に興味がある。写真の顔は元気であった晩年最後の時期の風貌である。商売に失敗して神戸の店を畳み、尾羽打ち枯らして大阪へ引き揚げた父は、北浜のどこかの証券会社へ身を寄せて、歩合をもらう外交員として働いた。夏の暑い盛りに白麻の背広を着て白いエナメル靴を履き、カンカン帽をかぶって出勤する父の姿を、私は憶えている。夕方帰宅した父の洋服の背中は汗でぐっしょり濡れていた。家では、手帳に何か書き物をするか、アンモニアの臭う罫線表をひろげてにらめっこをしていた。さて私は、あと数年で最後の肖像写真を撮った父の年齢に到達する。「人生、あに　志 を得るの秋《とき》無からんや」これは父が私へとどけたメッセージであり、私にとって出発の合図である。

    　神戸市兵庫区役所から取り寄せた戸籍謄本除籍原本のコピーを見ると、父の中年期の人生軌跡がぼんやり浮かんでくる。明治二十七年、二十歳で山内与右衛門四男から分家して戸主となったが、結婚して世帯を持つのは三十三歳の時である。結婚してからたびたび転居しているが、当時の都会の住宅事情では気軽に引っ越しができたのだろうか。それとも商売が軌道に乗って人を雇うようになると、次々に地の利と使い勝手の良い家へ移ったのだろうか。大正四年五月、最初の妻ハルを病気で失った。享年三十歳の若死にだった。子どもの頃、仏壇に飾ってあった写真を見ていたが、小柄で細面色白の人で、写真台紙の裏に父が「この佳人は誰であるか」という意味の漢文を筆で書いていた。仏壇下の抽出しに香典帳・会葬者名簿・葬列表の束がしまわれていたが、それによると父の商売が順調であったことがうかがえる。三人の幼な子を抱えて、父は立ち往生しただろう。ある人の口利きで、北浜の仕立て物屋でお針子奉公していた、私の生母である増谷いくを後添いに入れた。再婚した次の年、父はまた神戸へ転居した。この頃、貿易港神戸の町の経済は欧州大戦の戦争景気で沸きに沸いていたから、父の転居を並々でない事業意欲を秘めた「進出」だと見たい。そして、翌大正七年の夏、父は米騒動と衝突した。


    　米騒動で父の商売が左前になったという母の言葉は、どこまで事実に則しているか疑わしい。少年時代に、長姉と長兄が「店の番頭二人が不正を働いて店の帳面に穴を開け、お父さんの気付くのが遅かったので不渡りをだしてしまい、ウチは倒産したのや」と語り合っていたことを、私はおぼえている。彼ら二人が物事をそれほどはっきり分別できたとすると、父の事業の失敗は米騒動よりずっと後の出来事になる。たしかなのは、大正七年の米騒動が脂の乗った壮年期の父を直撃して、それ以降の人生に重大な影響を与えたことであり、またそれが母の人生に決定的な意義を刻んだことである。この「個人的な体験」を知ることによって、私は、「歴史」と斬り結ぶことができる。


    　　　　　　　※　　　　　　　※　　　　　　　※

    　

    　歴史とは何か。平凡な日々が続く日常のなかで、「自分」は「歴史」と何のかかわりも持たずに生きているように思う。ところが戦争や災害の異変に遭ったり、貧困の苦しみに見舞われた時には、「歴史」が「自分」に襲いかかってきたように思う。つまり、未来を見つめる希望がおびやかされたり、生きようとする自由意志が侵害されるとき、私たちは断固として過去を振り返るのである。青年時代に私は小林秀雄を愛読したが、『ドストエフスキイの生活』の冒頭で彼が歴史論を書いていたのを思い出し、本棚から文庫本を探し出して読み返した。「歴史は人類の巨大な恨みに似ている」と小林は書いている。「恨み」という言葉を「祈り」という言葉に書き改めると、右の文章は正しくなる。と言うのは、歴史を探求する時の心構えを考えるのに、小林は、子を失った母親のたとえを引いているからである。小林秀雄は「僕は一定の方法に従って歴史を書こうとは思わぬ」と結論する。


    　［立還るところは、やはり、ささやかな遺品と深い悲しみとさえあれば、死児の顔を描くに事を欠かぬあの母親の技術より他にはない］


    　この文章から私はすぐに、嬰児を抱く悲母観音と十字架からおろされたキリストの身体を膝にかかえる聖母マリアの姿を思い浮かべた。二人の女性の心を満たしている悲しみあるいはピエタ（pieta）は「恨み」ではない。「祈り」である。私は二人の息子の行く末を案じて、夜床に就く時、彼らのために祈ることにしているが、しかし、祈っても、祈っても、さっぱり効き目は現れない。効き目が有ろうと無かろうと、人は祈る。祈ることで、人は立ち上がることができる。歴史は時に凄絶だが、じめじめした陰気なものではない。そのような歴史のなかで人間は生きるのである。
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